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NetVault Plug-in  for VMware
－ はじめに

• NetVault Plug-in  for VMware について

• 対象ユーザー

• 参考資料

NetVault Plug-in  for VMware について
Quest® NetVault® Plug-in for VMware （Plug-in for VMware） は、 仮想マシンを災害、 メディア障害およびデータ

損傷から保護します。 直感的で使いやすいインターフェイスにより、 ご使用の仮想環境に対するバックアップお
よびリストア ・ ポリシーを、 集中制御コンソールから一括設定することができます。 Plug-in for VMware は、

VMware vSphere Storage APIs – Data Protection （旧称 VADP ： VMware vStorage APIs for Data Protection） と

統合されます。 これにより、 複雑なスクリプ ト を作成することな く、 仮想環境を保護することができます。
また、 VMware ESXi や VADP を詳細に理解する必要もありません。 本プラグインを使用することにより、 ユー

ザーは最低限の手順で仮想マシンのイメージそのものや個々のファイルを高速かつ確実にリストアできるため、
ダウンタイムを最小限に抑えることができます。 幅広いバックアップ ・ デバイスが自動的に統合されるため、 仮
想化データの保護およびオフサイ トへの安全な保存によって障害復旧および業務継続性の目標が満たされるとい
う安心感を得ることができます。

主な利点
• VADP （vStorage APIs for Data Protection） による VMware ESXi のパフォーマンスの向上 ：

Plug-in for VMware は VADP と連携して、 ESXi Server の負荷と LAN のバックアップ ・ ト ラフ ィ ッ クを

低減する集中バックアップを提供します。 このアプローチは、 統合型ハードウェアである必要がある場
合、 特に重要です。 ユーザーは、 シングル ESXi Server 上に構築されたすべての仮想マシンを柔軟に保護

したり、 シングル NetVault クライアン ト を使用して複数の ESXi Server を保護したりできます。 VMware 
vSphere Storage vMotion （Storage vMotion） により、 プラグインは仮想マシンの詳細な場所を必要とせ

ずに、 仮想マシンを保護することができます。

• VMware 環境構築時の信頼性の向上 ： Plug-in for VMware は、 個々の ESXi Server および VMware 
vCenter 環境全体を保護します。 複雑なスクリプ ト を作成することな く、 また VADP の詳細を理解しな く

ても、 包括的で柔軟なバックアップ ・ ポリシーを作成することができます。 本プラグインでは、 ポイン
トアンド クリ ックして仮想マシンをバックアップまたはリストアできるため、 高い安心感を得られます。
これは、 仮想マシンのバックアップ管理を単一の環境に統合することにより効率を高め、 スト レージ管
理の効率を向上させます。 このソリューシ ョ ンは、 VSS ベースのスナップシ ョ ッ ト を実行し、 バック

アップ前にアプリケーシ ョ ンを休止することにより、 Windows ベースの仮想マシンの保護を強化します。

• バックアップ ・ デバイスの自動統合により業務継続性を確保 ： Plug-in for VMware では幅広くバックアッ

プ ・ デバイスに対応しているため、 バックアップ ・ データをディスク ・ ベースのスト レージ ・ デバイス、
仮想テープ ・ ライブラリ、 または物理テープ ・ ライブラリに保管することができます。 これを使用する

メモ ： SQL Server、 Exchange、 SharePoint などのアプリケーシ ョ ン用 NetVault プラグインを

Plug-in for VMware と併用することで、 包括的なデータ保護を実現することが可能です。

Plug-in for VMware は、 仮想マシンのベア ・ メ タル ・ リカバリをサポート します。 またアプリケーシ ョ ン ・

プラグインは、 バックアップと リカバリ処理を自動化することでビジネスに不可欠なアプリケーシ ョ ンの
データ保護を合理化し、 ト ランザクシ ョ ン ・ ログの切り捨てといった管理上重要な機能を実行します。
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ことにより、 ご使用の仮想化環境は確実に保護され、 災害復旧用にオフサイ トへ格納されます。 本プラ
グインにより、 比較的 VMware の管理経験が浅い IT 要員でも 24x7 体制で保守することができ、 リス ト

ア処理を正確に、 できる限り迅速に実行することでダウンタイムを軽減し、 ビジネスの継続性を向上す
ることができます。

• バックアップ ・ ウィ ンドウの短縮とデバイス活用性の向上 ： Plug-in for VMware では、 仮想マシン内に格

納されているデータに対する高パフォーマンスの増分および差分バックアップにより、 仮想マシンのイ
メージ ・ レベルでのバックアップを高速化します。 本プラグインと、 CBT （Changed Block Tracking） 機

能との統合により、 初回のフル ・バックアップおよび最後の増分または差分バックアップ以降に変更さ
れたブロックだけが、 確実に現在の増分または差分バックアップ ・ ス ト リームに送信されます。 この統
合によりバックアップの効率性がさらに向上し、 ネッ トワークへの要求が低減します。

また Plug-in for VMware では、 仮想マシンのリカバリ操作中にも VMware vSphere シン ・ プロビジ ョニ

ング機能をそのまま使用できるため、 ス ト レージ ・ コス ト を抑制しデータを保護することができます。
このタスクは、 仮想マシン ・ ディスクがその時点で必要なスト レージ量のみを使用するようにし、
必要に応じてより多くの容量を動的に割り当てできるようにすることで実行されます。

機能概要
• VADP ベースのオンライン ・バックアップのサポート

• アプリケーシ ョ ン ・ コンシステン ト ・ バックアップの VSS ベース ・ スナップシ ョ ッ ト作成

• 仮想マシンの CBT ベースのフル、 増分、 および差分イメージレベル ・バックアップの実行

• 仮想マシンの合成フルバックアップの実行

• 継続的なデータ保護 （CDP） のサポート

• シン ・ プロビジ ョニング対応ディスクのバックアップおよびリストアのサポート

• バーチャル ・ アプリケーシ ョ ン （vApp） 内で、 仮想マシンのバックアップおよびリストアが利用可能

• vSphere の仮想マシン ・ ロッキング API を使用した Storage vMotion をサポート

• 仮想マシンが vCenter Server 下で、 バージ ョ ン 6.0 ビルド番号 4192238 以降を使用する VMware ESXi
ホストによって管理されている場合、 VMware vSphere フォールト ・ ト レランス （vSphere FT） を使用

して保護されている仮想マシンのバックアップと リス トアをサポート

• バックアップ ・ セレクシ ョ ンで使用する仮想マシン名の包含および除外の設定のサポート

• Linux および UNIX でのファイル ・ レベルのリストアをサポート

• 拡張ファイル ・ システム ： EXT2、 EXT3、 および EXT4

• XFS v2 および v3 （Extents File System バージ ョ ン 2 および 3）

• 複数仮想マシンのパラレル ・バックアップによるバックアップ ・ ウィ ンドウの削減

• ABM （Active Block Mapping） を使用するネッ トワークおよびスト レージ要件の削減

• イメージ ・ レベルでの分散型バックアップと リス トアをサポート し、 バックアップ ・ プロキシとして動
作している複数の NetVault クライアン ト全体でジ ョブを実行します。 本プラグインは、 負荷分散を使用

した分散ジ ョブ機能を備えています。 この機能により、 ジ ョ ブを他の VMware バックアッププロキシに

転送できるため、 VMware プロキシとそのジ ョブのつながりが解放されます。 この機能は、 異なるオペ

レーティングシステムが混在する環境で稼働しているクライアン トの他、 物理マシンと仮想マシンが混
在する環境にも対応します。

メモ ： XFS では、 ABM はサポート されていません。

メモ ： NetVault Plug-in  for VMware リ リース 12.0 以降の VMware プロキシのジ ョブは、 vCenter 
の資格情報がない場合、 NetVault Plug-in  for VMware 12.1 以降の VMware プロキシには分散され

ません。 同様に、 Plug-in for VMware 12.0 以降の VMware プロキシのジ ョブは、 サーバが NetVault 
12.1 以降を実行している場合、 vCenter の資格情報の有無に関係な く、 Plug-in for VMware 12.0 以
降の他の VMware プロキシには分散されません。
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• 個別の仮想ドライブのバックアップと リス トアの実行

• ファイル ・ レベルでのフル ・バックアップ、 差分バックアップ、 および増分バックアップ （Windows お

よび Linux ベースの仮想マシン）

• VVols （VMware Virtual Volumes） および VMware vSAN のバックアップと リス トアをサポート VVols お

よび vSAN のサポートには、 SPBM （VMware vSphere Storage Policy Based Management） のサポート

が含まれます。

• 使い勝手のよいポイン トアンド クリ ックの GUI

• 仮想マシンの削除、 および元の場所へのリストアをサポート

• 完全な仮想マシン ・ イ メージまたは個別ファイルのリストア

• 仮想マシンを代替 VMware ESXi Server に再配置

• 仮想マシンを代替 VMware vCenter Server にリストア

• リス トア時に仮想マシンの名前変更が可能

• イメージレベル ・バックアップからのファイルレベル ・ リス トアの実行

• 代替ディレク ト リまたは仮想マシンへの個別ファイル再配置

対象ユーザー
本ガイドは仮想マシンのバックアップおよびリカバリを担当するユーザーを対象とするものです。 VMware 
vCenter および VMware ESXi Server の管理、 および仮想マシンを実行させる OS （オペレーティング ・ システ

ム） の知識があることを前提としています。 さらに、 VMware についての高度な知識があれば、 効率的なバック

アップおよびリストア戦略の決定に役立ちます。

参考資料
• NetVault ドキュ メンテーシ ョ ン

• Quest NetVault インスト レーシ ョ ン ・ ガイ ド ： このガイドでは、 NetVault サーバーおよびクライ

アン ト ・ ソフ トウェアのインストール方法について詳し く説明しています。

• Quest NetVault アド ミニスト レーターズ ・ ガイ ド ： このガイドでは、 データを保護するための

NetVault の設定および使用方法について説明しています。 NetVault のすべての特徴と機能に関す

る総合的な情報を提供しています。

• Quest NetVault コマンド ライン ・ インターフェイス ・ リファレンス ・ ガイ ド ： このガイドでは、

NetVault のコマンド ライン ・ ユーティ リテ ィの使用方法について説明します。

すべての NetVault ドキュ メン トは、 https://support.quest.com/ja-jp/technical-documents からダウンロー

ドできます。

• VMware マニュアル ： VMware の全マニュアルは、 http://www.vmware.com/support/pubs でダウンロード

できます。 プラッ ト フォーム ・サポートに関する更新情報、 および vSAN 関連の情報については、

VMware VDDK のリ リース ・ ノート を参照して ください。

メモ ： VMware では、 VVOL および vSAN データストアでの SAN 転送モードには対応していませ

ん。

https://support.quest.com/technical-documents
http://www.vmware.com/support/pubs
https://vdc-download.vmware.com/vmwb-repository/dcr-public/9aaa92a8-6925-4870-9200-ae5500bf0d1e/a03230ae-35ee-4621-bc45-0cffd0432f66/vsphere-vddk-673-release-notes.html
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プラグインのエディシ ョ ンについて
Plug-in for VMware で利用可能なエディシ ョ ンには以下の 2 つがあります。

• ESXi Server Edition ： ESXi Server Edition では、 1 つまたは複数のスタンドアローン VMware ESXi 
Server を追加して、 それらのサーバーが提供しているすべての仮想マシンを保護することができます。

このエディシ ョ ンは、 Windows または Linux ベースの NetVault クライアン トに導入できます。 クライア

ン トに追加可能な ESXi Server 数は、 取得したライセンス内で指定された容量により異なります。

• Enterprise Edition ： Enterprise Edition では、 複数の VMware ESXi Server または VMware vCenter 
Server を追加して、 それらのサーバーがホストまたは管理しているすべての仮想マシンを保護できます。

このエディシ ョ ンは、 Windows または Linux ベースの NetVault クライアン トに導入できます。 任意の数

の ESXi Server または vCenter Server を、 本プラグインの Enterprise Edition を実行中のクライアン トに

追加できます。

システム構築の概要
Plug-in for VMware は、 Windows または Linux ベースの NetVault クライアン トいずれにも導入できます。 この

クライアン トはバックアップ ・ プロキシとして動作します。 物理マシンまたは仮想マシンをバックアップ ・ プロ
キシとして選択できます。

メモ ： Plug-in for VMware を vCenter Server にインストールすることは推奨されません。

vCenter Server でプラグインを実行すると、 サーバーのリソース要求が増大し、 サーバーのパフォーマン

ス全体に悪影響を及ぼす可能性があります。 また、 大規模なジ ョブのト レース ・ ファイルも、 大量のディ
スク容量を消費することがあります。
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図 1. Plug-in for VMware システム構築例

物理マシンへのプラグインの導入
仮想マシン ・ ディスクがファイバ ・ チャネル SAN、 iSCSI SAN、 またはシリアル接続 SCSI （SAS） ス ト レー

ジ ・ デバイスに格納されている場合、 プラグインをホストする物理マシンを選択できます。 このタイプの導入で
は、 バックアップが物理バックアップ ・ プロキシにオフロード されます。

このタイプの導入では、 SAN および LAN （Network Block Device ： ネッ トワーク ・ ブロック ・ デバイス [NBD]
または NBDSSL[ 暗号化 ]） 転送モードがサポート されます。 転送モードについての詳細は、 「サポート されてい

る転送モード」 を参照して ください。

仮想マシンへのプラグインの導入
また、 いずれかの仮想マシンをバックアップ ・ プロキシとして設定して、 プラグインをホストすることも可能で
す。 この設定は、 すべてのタイプのスト レージ ・ デバイス （VMware ESXi Server 上のローカル ・ ス ト レージを

含む） で機能します。

このタイプの導入では、 HotAdd および LAN （NBD または NBDSSL） 転送モードがサポート されます。 転送

モードについての詳細は、 「サポート されている転送モード」 を参照して ください。

メモ ： VMware vSphere Storage DRS がデータストア ・ クラスタで有効になっている場合、 HotAdd モード

を使用してジ ョブを実行する前に、 Storage DRS からバックアップ ・ プロキシを除外します。
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前提条件
プラグインのインストールを開始する前に、 以下の必要条件が満たされていることを確認して ください。

• NetVault クライアン トのインストール ： Plug-in for VMware をインストールする物理マシンまたは仮想

マシン上に、 NetVault クライアン ト ・ ソフ トウェアをインストールします。 LAN を使用しないバック

アップの場合、 NetVault SmartClient ライセンスを入手する必要があります。 NetVault クライアン トのイ

ンストールについての詳細は、 『Quest NetVault インストール ・ ガイ ド』 を参照して ください。

• Linux ベースのクライアン トへの適切なライブラリのインストール ： Linux ベースのクライアン トの場

合、 Plug-in for VMware と VDDK （Virtual Disk Development Kit） に以下のライブラリを必要とします。

• Plug-in for VMware 要件 ： Linux ベースのシステムでは、 Plug-in for VMware は以下のライブラリ

を必要とします。

▫ libssl.so

▫ libcrypto.so

• VDDK 要件 ： Linux ベースのシステムでは、 VDDK は以下のライブラリを必要とします。

▫ libexpat.so.1.5.2 ： 高度な転送モードを使用するには、 クライアン トに XML ライブラリ

libexpat 1.95.8 をインストールします。 このライブラリの適切なバージ ョ ンがないと、

高度な転送モードを使用するジ ョブが失敗することがあります。

インストール時、 クライアン ト上にライブラリへのシンボリ ック ・ リンクが存在しない場
合、 プラグインによってこのリンク （libexpat.so.0） が自動的に作成されます。 プラグイ

ンでは、 このライブラリが通常インストールされる /lib64および /usr/lib64ディレ

ク ト リのみをチェ ックします。 ライブラリを異なるディ レク ト リにインストールした場合
は、 このリンクを手動で作成する必要があります。

シンボリ ック ・ リンクを作成するには、 以下のコマンドを入力します。

ln -s libexpat.so.1.5.2 < ライブラリへのフル ・ ファイル ・パス >

たとえば、 libexpat.so.1.5.2 が /lib64 ディレク ト リにインストールされている場合は、

以下のように入力します。

ln -s libexpat.so.1.5.2 /lib64/libexpat.so.0

高度な転送モードの使用時に何らかの問題が発生した場合は、 正しいバージ ョ ンの
libexpat パッケージがインストールされていることを確認して ください。 必要に応じて、

手動でシンボリ ック ・ リンクを作成します。 バイナリ互換性がある場合は、 上位バージ ョ
ンのライブラリを使用することもできます。

▫ C++ ライブラリ ・ パッケージ ： Linux クライアン ト上で C++ ライブラリが使用できること

を確認します。 一部の古い Linux ディスト リビューシ ョ ンでは、 ベース ・ インストールに

このパッケージが含まれていないことがあります。 そのようなシステムでは、 ディス ト リ
ビューシ ョ ン ISO から C++ ライブラリ ・ パッケージをインストールします。

▫ 追加ライブラリ要件 ： VDDK には以下のライブラリも必要です。

- libgmodule-2.0.so

- libxml2.so

- libgcc_s.so

• NetVault クライアン トの追加 ： NetVault サーバーに専用クライアン ト を追加します。 クライアン トの追

加についての詳細は、 『Quest NetVault アド ミニスト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照して ください。

メモ ： 仮想マシンのファイルレベル ・バックアップを実行するには、 本プラグインを Windows
ベースのクライアン ト上にインストールする必要があります。 Linux OS 用プラグインは、 この機能

をサポート していません。
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プラグインのインストール
設定ウィザードを使用すれば、 複数のマシンにプラグインを同時にインストールできます。 代わりに ［クライア
ン ト管理］ ページから単一のクライアン トにプラグインをインストールすることもできます。

以下のセクシ ョ ンでは、 プラグインのインストールに使用できる各種手順について説明します。

• プッシュ ・ インストール方式によるプラグインのインストール （Windows のみ）

• 設定ウィザードによるプラグインのインストール

• ［クライアン ト管理］ ページからのプラグインのインストール

プッシュ ・ インス トール方式によるプラグインの
インストール （Windows のみ）
Windows ベースのマシンでは、 プッシュ ・ インストール方式を使用して、 プラグインを複数のクライアン トに
同時にインストールできます。 NetVault WebUI からプッシュ ・ インストールを実行できます。

プッシュ ・ インストール手順を開始する前に、 以下の必要条件を満たしていることを確認します。

• 共有場所へのパッケージのコピー ： プラグイン ・パッケージを共有場所にコピーします。 現在、 CIFS 共
有のみがパッケージ ・ ス トアと してサポート されています。 NetVault サーバーと、 パッケージをインス
トールするすべてのターゲッ ト ・ マシンがアクセス可能なパスである必要があります。

必ず、 インストール ・パッケージの元の名前を使用します。 名前変更されたパッケージをプッシュ ・ イ
ンストールに選択することはできません。

• NetVault でのパッケージ ・ ス トアの設定 ： インストール ・パッケージをコピーしたら、 NetVault で共有
場所の詳細を設定できます。 詳し くは、 『Quest NetVault アド ミニスト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照して
ください。

Windows ベースのクライアン トにプラグインをインストールするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ をクリ ックして、 次に ［NetVault 設定ウィザード］
ページで ［ソフ トウェアのインストール / クライアン トの追加］ をクリ ックします。

2 ［ソフ トウェアの選択 / クライアン トの追加］ ページで ［リモート ・ マシンに NetVault ソフ トウェアをイ
ンストール］ を選択します。

3 ［パッケージ ・ ス トア］ リス トで、 展開するインストール ・パッケージが含まれているリポジト リを選択
します。

4 プラグイン ・パッケージを追加するには、 ［NetVault プラグイン パッケージの追加］ をクリ ックしてか
ら、 以下の手順を実行します。

a ［展開するパッケージの選択］ ダイアログ ・ ボックスで、 使用する 「.npk」 バイナリ ・ ファイルに
対応するチェ ック ・ ボックスを選択し、 ［OK］ をク リ ックします。

b ［次へ］ をクリ ックします。

5 ［NetVault ソフ トウェアをインストールするマシン］ ページで、 ［マシンを選択］ をクリ ックし、 ［使用可
能なマシンから］ を選択します。

6 ［NetVault マシンの詳細］ タブで、 追加するクライアン ト を選択し、 ［OK］ をク リ ックします。

7 マシンを追加するには、 ステップ 5 ～ステップ 6 を繰り返します。

8 タスクを実行するには、 ［ソフ トウェアのインストール / クライアン トの追加］ をクリ ックします。

［展開タスク ・ ステータス］ ページからタスクの進行状況やステータスを監視できます。 詳し くは、
『Quest NetVault アド ミニスト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照して ください。

メモ ： この方法を使用するには、 NetVault サーバーが Windows ベースのマシンで実行されている必要があ
ります。 サーバーのバージ ョ ンは、 11.4.5 以降である必要があります。
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設定ウィザードによるプラグインのインストール
Linux ベースのマシンでは、 設定ウィザードを使って、 複数のクライアン トに同時にプラグインをインストール

することができます。 NetVault 10.x では、 Windows ベースのマシンでもこの方法を使用できます。

Linux ベースおよび UNIX ベースのクライアン トにプラグインをインストールするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ をクリ ックして、 次に ［NetVault 設定ウィザード］

ページで ［プラグインのインストール］ をクリ ックします。

2 ［NetVault クライアン ト］ の表で、 プラグインをインストールするクライアン ト を選択します。

3 ［プラグイン ・ ファイルの選択］ をクリ ックして、 プラグインの .npk インストール ・ ファイルの場所

（インストール用 CD や、 Web サイ トからファイルをダウンロード したディ レク ト リなど） へ移動しま

す。

インストール CD では、 このソフ トウェアのディ レク ト リ ・ パスは OS によって異なります。

4 vmw-w.x.y.z-< プラッ ト フォーム >.npk という名前のファイル （w.x はバージ ョ ン番号、 y はパッチ ・

レベル、 z はビルド番号を表す） を選択し、 ［次へ］ をクリ ックします。

プラグインが正常にインストールされると、 メ ッセージが表示されます。

［クライアン ト管理］ ページからのプラグインのイ
ンストール
［クライアン ト管理］ ページでは、 単一のクライアン トにプラグインをインストールできます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［クライアン ト管理］ をクリ ックします。

2 ［NetVault クライアン ト］ の表からクライアン ト を選択して、 ［管理］ をクリ ックします。

3 ［インス トール済みプラグイン］ の表の右下隅にある、 ［プラグインのインストール］ ボタン （ ） をク

リ ックします。

4 ［プラグイン ・ ファイルの選択］ をクリ ックして、 プラグインの .npk インストール ・ ファイルの場所

（インストール用 CD や、 Web サイ トからファイルをダウンロード したディ レク ト リなど） へ移動しま

す。

インストール CD では、 このソフ トウェアのディ レク ト リ ・ パスは OS によって異なります。

5 vmw-w.x.y.z-< プラッ ト フォーム >.npk という名前のファイル （w.x はバージ ョ ン番号、 y はパッチ ・ レ

ベル、 z はビルド番号を表す） を選択し、 ［プラグインのインストール］ をクリ ックします。

プラグインが正常にインストールされると、 メ ッセージが表示されます。

プラグインの削除
1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［クライアン ト管理］ をクリ ックします。

2 ［NetVault クライアン ト］ リス トでクライアン ト を選択して、 ［管理］ をクリ ックします。

3 ［インス トール済みプラグイン］ の表から ［VMware プラグイン］ を選択し、 ［プラグインのアンインス

トール］ ボタン （ ） をクリ ックします。

4 ［確認］ ダイアログ ・ ボックスで、 ［削除］ をクリ ックします。

メモ ： この手順を使用する場合、 プラグインのバイナリ ・ ファイルがクライアン トの OS やプラッ ト

フォームと互換性があることを確認します。
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プラグインの設定

• サーバーの追加

• サーバーの再設定

• サーバーの削除

• サポート されている転送モード

• デフォルト設定の構成

• 仮想マシンの CBT の有効化または無効化

• 仮想マシンの静止の有効化または無効化

• 仮想マシンのアンロック

サーバーの追加
バックアップおよびリストアのために本プラグインを使用する前に、 本プラグインに利用可能な VMware ESXi
および VMware vCenter Server を追加する必要があります。 その後で、 サーバーへログインするためのユー

ザー ・ アカウン ト を設定する必要があります。

• スタンドアローン ESXi Server 設定 ： 1 台または複数の ESXi Server で構成される VMware 環境で、

プラグインに個別ホスト を追加し、 各サーバーにユーザー ・ アカウン ト を設定します。

• クラスタのセッ トアップ ： vCenter Server の管理下にあるクラスタ設定で、 プラグインに vCenter Server
を追加し、 このサーバーのユーザー ・ アカウン ト を設定します。

サーバーを追加するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 以下のいずれかの作業を行います。

• ［バックアップ ジ ョブ作成］ をクリ ックします。

• ［ガイ ド付き設定］ をクリ ックします。 ［NetVault 設定ウィザード］ ページで、 ［バックアップ 
ジ ョブ作成］ をクリ ックします。

2 ［NetVault セレクシ ョ ン］ ページを開くには、 ［セレクシ ョ ン］ リス トの横にある ［ ］ をクリ ックし

ます。

3 プラグインがインストールされている NetVault クライアン ト を開きます。

4 ［VMware プラグイン］ をクリ ックして、 コンテキスト ・ メニューから ［サーバーの追加］ を選択します。

メモ ： Plug-in for VMware は、 vCenter Server の管理下にあるロックダウン･モードで稼働する ESXi ホス

ト をサポート します。
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5 以下の設定を行います。

6 ダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［OK］ をク リ ックします。

本プラグインが、 サーバーへのログインを試行します。 ログインに成功すると、 サーバーがバックアッ
プ ・ セレクシ ョ ン ・ ツリーに追加されます。

サーバーの再設定
1 バックアップジ ョブウィザードを開始し、 ［セレクシ ョ ン］ リス トの横にある ［ ］ をクリ ックします。

2 NetVault サーバーを開いて、 ［VMware プラグイン］ を開きます。

3 ESXi または vCenter Server をクリ ックして、 コンテキスト ・ メニューから ［サーバーの編集］ を選択し

ます。

4 該当する項目を再設定します。

これらの設定についての詳細は、 「サーバーの追加」 を参照して ください。 ［サーバーの編集］ ダイアロ
グ ・ ボックスで、 サーバー名は読み込み専用の設定で表示されます。

5 新しい設定を保存するには、 ［OK］ をク リ ックします。

表 1. サーバーの追加

オプシ ョ ン 説明

サーバー名 スタンドアローン ・サーバー設定では、 ESXi Server の名前を入力します。

クラスタ設定では、 vCenter Server の名前を入力します。

サーバー名は一意である必要があります。 名前を指定しない場合、 本プラ
グインは自動的にサーバー ・ アドレスをサーバー名として使用します。 ク
ラスタ構成の場合、 Quest ではクラスタの名前にはクラスタが存在するマ

シンに関連する名前ではな く、 一般的な名前を付けることを強く推奨して
います。 一般的な名前を付けることで、 影響を受ける全クライアン トに対
するポリシーの管理と移植性が向上します。

サーバー名は一度設定すると、 その後は変更できません。

メモ ： ESXi Server または vCenter Server を別のクライアン トにインス

トールされたプラグインに追加する場合は、 すべてのクライアン ト上で同
じサーバー名を指定します。 異なるサーバー名を指定すると、 仮想マシ
ン ・バックアップを 1 つのサーバーから同じサーバーに異なる名前でリス

トアする際に、 プラグインでエラー 「サーバーが見つかりません」 と報告
されます。 この問題は、 リス トア ・ パスが異なるために発生します。

サーバー ・ アドレス スタンドアローン ・サーバー設定では、 ESXi Server の FQDN （完全修飾

ド メイン名） を入力します。

クラスタ設定では、 vCenter Server の FQDN を入力します。

サーバーの IP アドレスを指定することもできますが、 FQDN での指定をお

勧めします。

ポート番号 カスタム ・ ポート番号を使用する場合は、 ここに入力します。 カスタム ・
ポート を使用しない場合は、 デフォルトのポート 443 が使用されます。

ユーザー 設定したサーバーへのログインに使用するユーザー ・ アカウン ト を指定し
ます。 ユーザー ・ アカウン トには仮想マシンを登録または作成する権限が
必要です。

パスワード ユーザー ・ アカウン トのパスワードを指定します。
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サーバーの削除
1 バックアップジ ョブウィザードを開始し、 ［セレクシ ョ ン］ リス トの横にある ［ ］ をクリ ックします。

2 NetVault サーバーを開いて、 ［VMware プラグイン］ を開きます。

3 ESXi または vCenter Server をクリ ックして、 コンテキスト ・ メニューから ［サーバーを削除］ を選択し

ます。

4 確認ダイアログ ・ ボックスで、 ［OK］ をク リ ックします。

サポート されている転送モード
Plug-in for VMware では、 仮想マシン ・ ディスクにアクセスする方法として以下をサポート しています。

• SAN モード

• HotAdd モード

• LAN モード

SAN モード

SAN 転送モードを使用するには、 物理マシン上にプラグインがインストールされている必要があります。

SAN 転送モードでは、 ファイバ ・ チャネル SAN、 iSCSI SAN、 またはシリアル接続 SCSI （SAS） ス ト レージ ・

デバイスに格納された仮想マシン ・ ディスクがサポート されます。 このモードを使用すると、 バックアップを物
理 NetVault クライアン トに肩代わりさせることができます。

SAN モードの要件

• SAN スト レージの場合、 NetVault クライアン トは、 仮想ドライブのある VMFS （VMware Virtual 
Machine File System） ボリューム （データストア） または仮想互換 RDM （Raw Device Mapping） ディ

スクを含む LUN に対する読み取り  / 書き込みアクセス権を必要とします。 NetVault クライアン トは、

ESXi Server が属しているものと同じファブリ ック ・ ゾーンに追加する必要があります。 さらに、 ホス

ト ・ モード （接続タイプ） の設定は、 NetVault クライアン ト と ESXi Server 上で一致している必要があり

ます。 たとえば、 ご使用の IBM アレイのホスト ・ モード設定が LNXCL の場合、 NetVault クライアン ト

も同じ設定を使用する必要があります。

• iSCSI 経由で VMFS データストアにアクセスする場合は、 ESXi ホストで有効化されている iSCSI イニシ

エータを使用します。 iSCSI イニシエータを使用すると、 ホストは、 専用のハードウェアまたは標準の

ネッ トワーク ・ アダプタを介して iSCSI スト レージ ・ デバイスに接続できます。 お使いのシステムの設

定方法についての詳細は、 VMware iSCSI 設定ドキュメン トおよびベンダー固有のドキュメン ト を参照し

て ください。

HotAdd モード

HotAdd 転送モードを使用するには、 仮想マシン上にプラグインがインストールされている必要があります。

HotAdd の方法では、 ターゲッ ト仮想マシンのリンクされたクローンを作成し、 仮想ドライブをバックアップ ・

プロキシに接続します。 これにより、 ディスクをローカルで読み取ることができます。 ただし、 これらの操作に

メモ ： SAN 転送モードは、 リス トア時に、 シック ・ ディスク上で最高のパフォーマンスを実現します。 シ

ン ・ ディスク上では、 SAN モードよりも、 NBD や NBDSSL 転送モードのほうが高速です。

SAN 経由のリストア時には、 仮想マシンで CBT を無効にします。
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より ESXi ホストにある程度のオーバーヘッ ドが発生するため、 HotAdd モードは、 SAN モードほど効率的では

ありません。

HotAdd モードは、 すべてのタイプのスト レージ ・ デバイスをサポート しています。 このモードでは、 SAN LUN
を NetVault クライアン トに公開する必要はありません。

HotAdd モードの要件

• SCSI HotAdd モードを使用するには、 バックアップ ・ プロキシ仮想マシンが、 ターゲッ ト仮想マシン

（バックアップ対象仮想マシン） と同じデータセンターに存在している必要があります。

• バックアップ ・ プロキシを提供する ESXi Server は、 バックアップ ・ プロキシとターゲッ ト仮想マシンが

存在するデータセンターにアクセスできる必要があります。

• 仮想マシンは SCSI コン ト ローラを使用する必要があります。 HotAdd モードは、 IDE および SATA コン

ト ローラをサポート していません。

LAN モード

LAN モードを使用するには、 物理マシン上または仮想マシン上にプラグインをインストールできます。

LAN モードでは、 仮想ドライブへのアクセスに NBD または NBDSSL プロ ト コルを使用します。 ESXi Server ホ
ストはスト レージデバイスからデータを読み取り、 読み取ったデータをネッ トワークチャネル経由でプラグイン
に送信します。 NBD 転送モードは非暗号化データの転送を行います。 このモードは、 ESXi Server および 
Plug-in for VMware がセキュアな分離ネッ トワーク上にある場合に使用できます。 NBD では、 NBDSSL より高

速なデータ転送が可能になり、 ESXi Server とバックアップ ・ プロキシが必要とするリソースを低減することが

できます。 NBDSSL 転送モードは SSL を使用して、 TCP 接続を介して送信されるすべてのデータを暗号化する

ため、 機密データの保護に使用できます。

LAN 転送モードは、 すべてのタイプのスト レージ ・ デバイスをサポート しています。 ESXi Server がローカルの

スト レージ ・ デバイスまたは NAS を使用して、 自身の仮想マシン ・ ディスクを保存している場合は、 LAN 転送

モードを使用できます。

LAN モードの要件

セキュアな通信チャネル （NBDSSL） を使用するため、 仮想化環境では SSL 証明書認証を有効にします。

デフォルト設定の構成
1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バックアップジ ョブ作成］ をクリ ックし、 次に ［セレクシ ョ ン］ リス ト

の横にある ［ ］ をクリ ックします。

2 プラグインがインストールされている NetVault クライアン ト を開きます。

3 ［VMware プラグイン］ をクリ ックして、 コンテキスト ・ メニューから ［設定］ を選択します。

メモ ： デフォルト設定は、 ［設定変更］ ページからも設定できます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 プラグインが NetVault Server にインストールされている場合は、 ［サーバー設定］ をクリ ックしま

す。

— または —
プラグインが NetVault クライアン トにインストールされている場合は、 ［クライアン ト設定］ をク

リ ックし、 クライアン トの表からクライアン ト を選択して、 ［次へ］ をクリ ックします。

3 ［プラグイン］ で ［プラグイン ・ オプシ ョ ン］ をクリ ックします。
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4 ［Plug-in for VMware］ で、 以下の設定を行います。

オプシ ョ ン 説明

プライマリ転送モー
ド

仮想マシン ・ ディスクへのアクセスに使用する転送モードを選択します。
サポート されているモードは次のとおりです。

• SAN
• HotAdd
• NBD または NBDSSL

転送モードについての詳細は、 「サポート されている転送モード」 を参照して く
ださい。

最適な転送モードを自動的に使用するには、 ［Auto］ を選択します。 プラグイン

を新規インストールすると、 ［Auto］ 転送モードがデフォルトで選択されます。

フォールバック転送
モード

［フォールバック転送モード］ リス トで、 プライマリ転送モードが失敗した場合
に使用する転送モードを選択します。 使用できるオプシ ョ ンは、 ［nbd］、
［nbdssl］、 および ［none］ です。 適切な選択肢がない場合は、 ［none］ を選択

します。

プラグインを新規インストールすると、 ［フォールバック転送モード］ にはデ
フォルトで ［nbd］ が選択されます。

アップグレード ・ インス トールを実行すると、 アップグレード前のモードが
［san］ または ［hotadd］ に設定されていた場合、 フォールバック転送モードが

［nbdssl］ に設定されます。

デフォルト ・ インベ
ン ト リ ・ ビュー

 Plug-in for VMware には、 ［NetVault セレクシ ョ ン］ ページで VMware インベン

ト リ ・ オブジェク ト を参照するための、 2 種類のビュー ・ タイプが用意されてい

ます。

• ［ホス トおよびクラスタ］ ： ［ホス トおよびクラスタ］ ビューは、
Plug-in for VMware のデフォルトのインベン ト リ ・ ビューです。

この ［ホストおよびクラスタ］ ビューは、 ホスト、 クラスタ、 およびそ
の子オブジェク ト を階層表示します。 vCenter Server が管理するクラス

タ設定では、 クラスタ ・ ノード下に仮想マシンが表示されます。 スタン
ドアローンの ESXi Server 設定では、 各ホストの下に仮想マシンが表示

されます。

［Hosts and Clusters］ ビューでは、 vCenter Server 上で作成されたフォ

ルダは表示されません。

• [ 仮想マシンおよびテンプレート ] ： ［仮想マシンおよびテンプレート］

ビューでは、 インベン ト リ内のすべての仮想マシンおよびテンプレート
がフラッ トに表示されます （仮想マシンは、 データセンターおよびフォ
ルダごとにグループ化されます）。

メモ ： 2 つのビュー間を切り替えるには、 ［NetVault セレクシ ョ ン］ ページで

ESXi または vCenter Server を選択して、 コンテキスト ・ メニューから ［インベ

ン ト リ ・ ビューの切り替え］ を選択します。 このオプシ ョ ンは、 サーバー ・
ノードがオープン状態の場合に限り利用可能です。

進捗統計情報の更新
間隔 （秒）

この設定により、 プラグインが ［ジ ョ ブ監視］ ページの進捗統計情報を更新す
る間隔が決定されます。 このオプシ ョ ンのデフォルト値は 10 秒間に設定されて

います。 進捗更新間隔のデフォルト値を変更するには、 新しい値を入力または
選択します。 この進捗間隔は秒単位で設定します。

メモ ： ただし、 更新頻度が高すぎると、 プラグインのパフォーマンスにマイナ
スとなる影響を及ぼす場合がある点に注意して ください。

読み取りブロック ・
サイズ

この設定には、 操作あたりの読み取り / 書き込みの対象となるディスク ・ セクタ

の数を指定します。 デフォルト値は 65536 セクタ （1 セクタ =512 バイ ト、

65536 セクタ =32 MiB） です。 読み取り / 書き込み操作のブロック ・ サイズに大

きな値を設定すると、 バックアップのパフォーマンスを高めることができます。
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5 設定を保存するには、 ［OK］ または ［適用］ をクリ ックします。

仮想マシンの CBT の有効化または無効化
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• CBT について

• 個別の仮想マシンの CBT の有効化

• 仮想マシンの CBT の無効化

• 仮想マシンの CBT の手動による無効化

CBT について
VMware Changed Block Tracking （CBT） 機能により、 仮想マシンは更新されたディスク ・ セクタを追跡するこ

とができます。 仮想マシンで CBT を有効にすると、 バックアップ用のスナップシ ョ ッ トが生成されたときに、

各ディスクに 「更新 ID」 が割り当てられます。 この 「更新 ID」 により、 特定時点での仮想ドライブの状態を識

別することができます。 後続のスナップシ ョ ッ トでは、 最後のスナップシ ョ ッ ト以降に更新されたブロックのみ
がキャプチャされます。

CBT には次のような利点があります。

• 仮想マシンについて、 増分および差分イメージレベル ・バックアップが可能。

仮想マシン ・ ロッキ
ングの有効化

バックアップ ・ ジ ョ ブまたはリストア･ジ ョ ブの実行中に仮想マシンを
（例 ： Storage vMotion） 移行すると、 ジ ョ ブが失敗することがあります。

また、 データストア上に親のない仮想ドライブが作成されることもあります。

このオプシ ョ ンを使用すると、 バックアップまたはリストア操作中の、 Storage 
vMotion に対する仮想マシンのロックを有効にできます。 ジ ョ ブ開始前に仮想マ

シンがロックされ、 ジ ョ ブ完了後にロックが解除されます。

このチェ ック ・ ボックスはデフォルトで選択されています。

ロックを試みる このオプシ ョ ンは、 Storage vMotion に対する仮想マシンのロックを試行する最

大回数を指定します。

このオプシ ョ ンのデフォルト値は 10 です。

ロックせずに続行 デフォルトでは、 Storage vMotion に対して仮想マシンをロックできない場合、

仮想マシンのバックアップは失敗します。

このチェ ック ・ ボックスを選択するとプラグインは、 ロック取得の試行が失敗
した後も、 仮想マシンをバックアップしよう と試行を続けます。

作業ディレク ト リ 作業ディ レク ト リは、 以下の目的で使用します。

• ファイルレベル表示およびバックアップ操作中の仮想マシン ・ ボリュー
ムのマウン ト

• Plug-in for VMware 1.x で作成したレガシー ・バックアップ ・ セーブセッ

トのリストア中に、 一時的にデータを保管

作業ディレク ト リのデフォルト ・ パスは、 Windows では <NetVault home>\tmp、
Linux では <NetVault home>/tmp です。 作業ディレク ト リを変更するには、 フ

ル ・パスを指定します。 存在しないパスを指定すると、 プラグインによって
NetVault マシン上にそのパスが自動的に作成されます。

オプシ ョ ン 説明



Quest NetVault Plug-in  for VMware 13.1.2 ユーザーズ ・ ガイ ド

プラグインの設定
20

• 仮想ドライブの使用されたセクタのみがバックアップされるため、 通常はフル ・ イ メージ ・バックアッ
プのバックアップ ・サイズが小さ く なります。

CBT は、 仮想ハードウェア 7 以降を使用する仮想マシンでのみサポート されています。 物理互換 RDM 仮想ドラ

イブ、 仮想互換 RDM （独立ディスク）、 または共有の仮想 SCSI バスに接続されている仮想ドライブを使用する

仮想マシンでは、 CBT はサポート されていません。

個別の仮想マシンの CBT の有効化
デフォルトで、 仮想マシンの CBT （Changed Block Tracking） は無効になっています。 仮想マシンの増分または

差分バックアップを実行する場合、 後続の増分および差分バックアップの基となるバックアップとして使用でき
るように、 フル ・バックアップについて CBT を有効にしてお く必要があります。

Plug-in for VMware では以下の方法を使用して、 仮想マシンの CBT を有効にすることができます。

• 特定の仮想マシンの CBT を有効化 ： 仮想マシンで CBT を有効にするには、 ［CBT （Change Block 
Tracking） の有効化］ の方法を使用します。 NetVault ［セレクシ ョ ン］ ページにあるプライグインのコ

ンテキス ・ メニューで設定できます。 このセクシ ョ ンは、 個別の仮想マシン上で CBT を有効にする手順

を説明しています。

• バックアップに含まれるすべての仮想マシンの CBT を有効化 ： バックアップ ・ ジ ョ ブに含まれているす

べての仮想マシンで追跡を自動的に有効にするには、 バックアップ ・ オプシ ョ ンの ［VM に対して CBT
（Changed Block Tracking） を有効化］ を設定します。 詳細は、 「Enable Change Block Tracking for 
virtual machine」 を参照して ください。

仮想マシンの CBT を有効にするには ：

1 バックアップジ ョブウィザードを開始し、 ［セレクシ ョ ン］ リス トの横にある ［ ］ をクリ ックします。

2 プラグインがインストールされている NetVault クライアン ト を開いて、 次に ［VMware プラグイン］ を

開きます。

3 ESXi Server または vCenter Server、 および他の適切なコンテナ ・ ノード （たとえば、 Datacenter、 クラ

スタ、 リソース ・ プール、 およびその他のノード） を開いて、 ターゲッ ト仮想マシンを表示します。

4 仮想マシンをクリ ックし、 コンテキスト ・ メニューから ［CBT （Change Block Tracking） の有効化］

を選択します。

このオプシ ョ ンは、 CBT が無効になっている仮想マシンでのみ利用できます。

5 仮想マシンが再設定されると、 メ ッセージが表示されます。 ダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［OK］

をク リ ックします。

重要

• CBT （Changed Block Tracking） を有効にして仮想マシンの最初のフル ・バックアップを作成するには、

CBT を有効にするためにターゲッ ト仮想マシンを電源オフ状態にする必要があります。 詳細は、

http://kb.vmware.com/kb/1031873 を参照して ください。

バックアップ ・ ジ ョブでデータの転送が開始されたら、 仮想マシンを再起動することができます。 後続の
フル、 増分、 または差分バックアップの実行中は、 仮想マシンの電源はオンにしたままでかまいません。

• 仮想マシンで CBT の実行時には、 ターゲッ ト仮想マシン上にスナップシ ョ ッ トはひとつも含まれないよ

う注意する必要があります。 詳し くは、 http://kb.vmware.com/kb/1033816 を参照して ください。

• CBT （Changed Block Tracking） の再設定は、 仮想マシンが Stun/Unstun サイクルを経た後でのみ有効

になります。 このサイクルには、 電源投入、 中断後の再開、 移行、 またはスナップシ ョ ッ トの作成、 削
除、 復元操作が含まれます。

• 仮想マシンに対して CBT を有効にした後は、 仮想マシンの後続のすべてのフル、 増分、 差分バックアッ

プは、 仮想マシンについて CBT ベース ・バックアップとして実行されます。 ジ ョ ブごとに CBT を有効

にする必要はありません。

http://kb.vmware.com/kb/1031873
http://kb.vmware.com/kb/1031873
http://kb.vmware.com/kb/1033816
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仮想マシンの CBT の無効化
仮想マシンで CBT を有効にした後は、 仮想マシンの後続のすべてのフル、 増分、 差分バックアップは、 仮想マ

シンについて CBT ベース ・バックアップとして実行されます。 CBT の使用を停止するには、 この機能を無効に

する必要があります。

1 バックアップジ ョブウィザードを開始し、 ［セレクシ ョ ン］ リス トの横にある ［ ］ をクリ ックします。

2 プラグインがインストールされている NetVault クライアン ト を開いて、 次に ［VMware プラグイン］ を

開きます。

3 ESXi Server または vCenter Server、 および他の適切なコンテナ ・ ノード （たとえば、 Datacenter、 クラ

スタ、 リソース ・ プール、 およびその他のノード） を開いて、 ターゲッ ト仮想マシンを表示します。

4 仮想マシンをクリ ックし、 コンテキスト ・ メニューから ［CBT （Change Block Tracking） の無効化］

を選択します。

このオプシ ョ ンは、 CBT が有効になっている仮想マシンでのみ利用できます。

5 仮想マシンが再設定されると、 メ ッセージが表示されます。 ダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［OK］

をク リ ックします。

仮想マシンの CBT の手動による無効化
仮想マシンの CBT を手動で無効にするには、 以下の手順に従います。

1 仮想マシンの電源をオフにします。

2 仮想マシンの設定ファイル （.vmx） で、 以下のエン ト リを編集して 「False」 に設定します。

ctkEnabled = “False”

3 各仮想ドライブの .vmx ファイルで、 以下のエン ト リを編集して 「False」 に設定します。

scsix:x.ctkEnabled = “False”

4 仮想マシンのスナップシ ョ ッ ト を作成および削除して、 Stun/Unstun サイクルを完了させます。

仮想マシンの .ctk ファイルは、 仮想マシンの電源をオンにすると自動的に削除されます。

仮想マシンの静止の有効化または無効化
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• 仮想マシンの静止について

• 仮想マシンの静止の有効化

• 仮想マシンの静止の無効化

• 仮想マシンのバックアップ環境設定の削除

メモ ： デフォルトでは、 CDP を使用して VM をバックアップすると  CBT が有効になり、 それを無効にす

ることはできません。 CBT が無効になっている場合、 CBT を使用して VM をバックアップすると  CBT が
有効になります。
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仮想マシンの静止について
バックアップ用に整合性のあるスナップシ ョ ッ ト を作成するために、 仮想マシンを静止させることができます。
静止は、 VMware Tools に付属している VMware VSS コンポーネン ト を使用して実行します。 VMware VSS コン

ポーネン トは、 仮想マシンに VMware Tools をインストールすると自動的にインストールされます。

静止は Windows ベースの仮想マシンに対してのみサポート されています。 仮想マシンの静止を有効または無効

にすることができます。

使用された静止方法に応じて、 プラグインによって以下のタイプのスナップシ ョ ッ トが生成されます。

• クラッシュ ・ コンシステン ト ・ スナップシ ョ ッ ト ： クラ ッシュ ・ コンシステン ト ・ スナップシ ョ ッ トは、
停電が起こった後のような状態のボリュームをキャプチャします。 そのようなスナップシ ョ ッ トには、
不完全な I/O 操作やデータ損傷などの不具合が発生する場合があります。 このため、 リス トア中にデータ

が消失、 損傷する可能性があり、 さらにアプリケーシ ョ ンが正し く動作しない原因となります。

• ファイル ・ システム ・ コンシステン ト ・ スナップシ ョ ッ ト ： ファイルシステム ・ コンシステン ト ・ ス
ナップシ ョ ッ トでは、 すべてのファイル ・ システム I/O は一時的に凍結され、 スナップシ ョ ッ ト取得の前

にダーティ ・ メモリ ・ データはディスクにフラッシュされます。

ファイルシステム ・ コンシステン ト ・ スナップシ ョ ッ ト を作成するには、 VMware VSS コンポーネン ト

を VMware Tools の一部として仮想マシンにインストールする必要があります。

• VSS ベース ・ アプリケーシ ョ ン ・ コンシステン ト ・ スナップシ ョ ッ ト ： アプリケーシ ョ ン ・ コンシステ

ン ト ・ スナップシ ョ ッ トでは、 メモリ内のすべてのアプリケーシ ョ ン ・ データがディスクに書き込まれ
ます。 アプリケーシ ョ ン整合スナップシ ョ ッ トにより、 イ メージレベル ・バックアップのリストア後、
SQL Server、 Exchange、 および SharePoint などの VSS 対応アプリケーシ ョ ンに対して実行する必要の

あるアプリケーシ ョ ン ・ クラ ッシュ ・ リカバリの処理量が削減されます。

アプリケーシ ョ ン ・ コンシステン ト ・ スナップシ ョ ッ ト を作成するには、 以下の必要条件を満たしてい
る必要があります。

• VMware VSS コンポーネン ト を VMware Tools の一部として仮想マシンにインストールする必要

があります。

• 仮想マシンで使用できるのは SCSI ディスクのみです。 アプリケーシ ョ ン ・ コンシステン ト ・ ス

ナップシ ョ ッ トは、 IDE ディスクやダイナミ ック ・ ディスクを使用する仮想マシンでサポート さ

れていません。

• 仮想マシンには、 ディスクの数に対して十分な SCSI スロッ トの空き容量が必要です。

仮想マシンの静止の有効化
静止は Windows ベースの仮想マシンに対してのみサポート されています。 バックアップ環境を設定して、 すべ

ての仮想マシンまたは特定の仮想マシンで静止を有効にすることができます。

1 バックアップジ ョブウィザードを開始し、 ［セレクシ ョ ン］ リス トの横にある ［ ］ をクリ ックします。

2 プラグインがインストールされている NetVault クライアン ト を開いて、 次に ［VMware プラグイン］ を

開きます。

3 ESXi または vCenter Server の管理下にあるすべての仮想マシンで静止を有効にするには、 サーバーを選

択し、 コンテキスト ・ メニューから ［バックアップ環境の設定］ を選択します。

メモ ： Linux ベースの仮想マシンでは、 このプラグインでは常にクラッシュ ・ コンシステン ト ・ ス

ナップシ ョ ッ トが生成されます。 Linux ベースのシステムに VMware SYNC ド ライバをインストー

ルして、 ファイルシステム I/O の凍結と凍結解除、 整合性のあるスナップシ ョ ッ トの取得を実現し、

リス トア後のデータ消失やデータ破損のリスクを軽減できます。 ただし、 SYNC ド ライバを使用し

た静止スナップシ ョ ッ ト を作成するには、 ゲスト OS 内で待機中の I/O がすべて処理されるまで待

つ必要があります。 この待ち時間は、 時間に厳しいアプリケーシ ョ ンに悪影響を及ぼす可能性があ
ります。
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特定の仮想マシンで静止を有効にするには、 ESXi Server または vCenter Server、 および他の適切なコン

テナ ・ ノード （たとえば、 Datacenter、 クラスタ、 リソース ・ プール、 およびその他のノード） を開い

て、 ターゲッ ト仮想マシンを表示します。 仮想マシンをクリ ックして、 コンテキスト ・ メニューから
［バックアップ環境の設定］ を選択します。

4 ［バックアップ環境設定］ ダイアログ ・ ボックスで、 ［スナップシ ョ ッ ト を作成する仮想マシンの静止］
オプシ ョ ンを選択します。

このチェ ック ・ ボックスはデフォルトでは選択解除されています。 スナップシ ョ ッ トの作成前に仮想マ
シンを静止するには、 このチェ ック ・ ボックスを選択します。 個別の仮想マシン ・ レベルで行った設定
は、 サーバー ・ レベルの設定よりも優先されます。

5 ダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［OK］ をク リ ックします。
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仮想マシンの静止の無効化
プロセッサや IO の負荷が高い仮想マシンでは、 静止操作がタイムアウト して、 バックアップ ・ ジ ョ ブが失敗す

る可能性があります。 そのような場合には、 すべての仮想マシンまたは特定の仮想マシンで静止を無効にするこ
とができます。 静止を無効にすると、 プラグインはクラッシュ ・ コンシステン ト ・ スナップシ ョ ッ ト を使用して
バックアップを実行します。

1 バックアップジ ョブウィザードを開始し、 ［セレクシ ョ ン］ リス トの横にある ［ ］ をクリ ックします。

2 プラグインがインストールされている NetVault クライアン ト を開いて、 次に ［VMware プラグイン］ を

開きます。

3 ESXi または vCenter Server の管理下にあるすべての仮想マシンで静止を無効にするには、 サーバーをク

リ ックして、 コンテキスト ・ メニューから ［バックアップ環境の設定］ を選択します。

特定の仮想マシンで静止を無効にするには、 ESXi Server または vCenter Server、 および他の適切なコン

テナ ・ ノード （たとえば、 Datacenter、 クラスタ、 リソース ・ プール、 およびその他のノード） を開い

て、 ターゲッ ト仮想マシンを表示します。 仮想マシンをクリ ックして、 コンテキスト ・ メニューから
［バックアップ環境の設定］ を選択します。

4 ［バックアップ環境設定］ ダイアログ ・ ボックスで、 ［スナップシ ョ ッ ト を作成する仮想マシンの静止］
オプシ ョ ンの選択を解除します。

このチェ ック ・ ボックスの選択を解除すると、 仮想マシンを静止することな く スナップシ ョ ッ トが作成
されます。 個別の仮想マシン ・ レベルで行った設定は、 サーバー ・ レベルの設定よりも優先されます。

5 ダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［OK］ をク リ ックします。

仮想マシンのバックアップ環境設定の削除
仮想マシンのバックアップ環境設定を削除することで、 プラグインで自動的に、 サーバーの環境設定が個別の仮
想マシンに適用されるようにすることができます。 サーバー ・ レベルで静止を有効または無効にした場合、 設定
が削除された仮想マシンに対してもその設定が適用されます。

1 バックアップジ ョブウィザードを開始し、 ［セレクシ ョ ン］ リス トの横にある ［ ］ をクリ ックします。

2 プラグインがインストールされている NetVault クライアン ト を開いて、 次に ［VMware プラグイン］ を

開きます。

3 ESXi Server または vCenter Server、 および他の適切なコンテナ ・ ノード （たとえば、 Datacenter、 クラ

スタ、 リソース ・ プール、 およびその他のノード） を開いて、 ターゲッ ト仮想マシンを表示します。

4 仮想マシンをクリ ックして、 コンテキスト ・ メニューから ［バックアップ環境設定の削除］ を選択します。

仮想マシンのアンロック
次の手順を使用して、 WebUI から仮想マシンをアンロックすることができます。

1 バックアップジ ョブウィザードを開始し、 ［セレクシ ョ ン］ リス トの横にある ［ ］ をクリ ックします。

2 プラグインがインストールされている NetVault クライアン ト を開いて、 次に ［VMware プラグイン］ を

開きます。

3 ESXi Server または vCenter Server、 および他の適切なコンテナ ・ ノード （たとえば、 Datacenter、 クラ

スタ、 リソース ・ プール、 およびその他のノード） を開いて、 ターゲッ ト仮想マシンを表示します。

4 該当する仮想マシンをクリ ックして、 コンテキスト ・ メニューから ［仮想マシンのアンロック］ を選択
します。
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バックアップ戦略の策定

• バックアップ方式とタイプについて

• さまざまなディスク ・ タイプのバックアップ ・ データおよびリストア ・ データ

• バックアップおよびリカバリ戦略

バッ クアップ方式とタイプについて
Plug-in for VMware は、 イメージ ・ レベルおよびファイル ・ レベルのバックアップ方式をサポート します。

• イメージ ・ レベルのバックアップ

• ファイル ・ レベルのバックアップ

イ メージ ・ レベルのバックアップ
イメージ ・ レベルのバックアップは VMware スナップシ ョ ッ ト ・ テク ノロジを使って、 仮想マシンの特定時点

のイメージを提供します。 これらのバックアップを使って、 次のタイプのリカバリを実行することができます。

• 仮想マシン全体を以前の既知の状態にリカバリ します。

• 仮想マシンの 1 つまたは複数の仮想ドライブをリス トアします。

• 個別のファイルとディ レク ト リを指定した場所にリストアします。

• 仮想マシン ・ ディスクと設定ファイルを、 指定した場所にリストアします。

イメージ ・ レベルのバックアップは、 Linux と Windows ベースの仮想マシンでサポート されます。 これらの

バックアップは、 CBT （Changed Block Tracking） の有無にかかわらず実行できます。

CBT を使用したイメージ ・ レベルのバックアップ

CBT （Changed Block Tracking） を仮想マシンで有効にすると、 以下のバックアップタイプがサポート されま

す。

• フル ・バックアップ ： フル ・バックアップでは、 仮想ドライブ上のすべての割り当て済みセクタをバッ
クアップします。 フル ・バックアップは完了までに時間がかかり、 より多くのバックアップ ・ メディア
を消費します。 このバックアップは、 将来の増分および差分イメージレベル ・バックアップを実行する
際の基となります。

• 差分バックアップ ： 差分バックアップ ・ タイプは、 最後に実行されたフル ・バックアップ以降に更新さ
れたディスク ・ セクタのみをバックアップします。 差分バックアップでは、 リス トアするセーブセッ ト
が 2 つだけなので、 高速にリストアを実施することができます。

• ［増分バックアップ］ ： 増分バックアップ ・ タイプは、 最後に実行されたフル、 差分、 または増分バック
アップ以降に更新されたディスク ・ セクタのみをバックアップします。 増分バックアップは最低限のス
ト レージ ・ スペースしか消費せず、 処理も高速です。 ただし、 プラグインがリストアする必要がある
セーブセッ ト数によっては、 データのリカバリに時間がかかることがあります。
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• 合成フルバックアップ ： 合成フルバックアップには、 前回のバックアップ以降に行われたすべての変更
が含まれます。 バックアップは、 4 時間 （デフォルト） または 1 時間間隔で実行できます。 最初のフル

バックアップと組み合わせると、 完全で最新のデータイメージが形成されます。 また、 合成フルバック
アップに含まれるデータ量は少な く なるため、 保管場所の使用スペースも節約できます。 このバック
アップ方式は、 QoreStor 7.1.2 以降でのみ使用できます。

CBT を使用しないイメージ ・ レベルのバックアップ

CBT を使用しない仮想マシンでは、 フル ・ イ メージ ・ レベルのバックアップのみがサポート されます。

フ ァイル ・ レベルのバックアップ
ファイル ・ レベルのバックアップは、 Windows ベースの仮想マシンでのみ利用できます。 ファイルレベルの

バックアップを使用すると、 1 つのファイルまたはファイルのセッ ト をリス トアできます。 このバックアップを

使用して、 ユーザーの誤操作、 データ損傷、 あるいはファイルの誤削除によって消失したデータをリカバリでき
ます。

ファイル ・ レベルのバックアップの場合、 Plug-in for VMware は NetVault Plug-in for FileSystem （Plug-in for 
FileSystem） を使用します。

フ ァイル ・ レベルのバックアップ ・ タイプ
Plug-in for VMware は、 以下のタイプのファイル ・ レベル ・バックアップをサポート しています。

• フル ・バックアップ ： 選択されたファイルおよびフォルダをすべてバックアップします。 フル ・バック
アップは完了までに時間がかかり、 より多くのバックアップ ・ メディアを消費します。 ただし リス トア
は、 単一のセーブセッ ト しか必要ないため、 より高速に実行することができます。 フル ・バックアップ
は、 後続の増分および差分バックアップを実行する際の基となります。

• 差分バックアップ ： 前回のフル ・バックアップ以降に新たに作成されたファイルや、 変更のあったファ
イルをバックアップします。 差分バックアップでは、 リス トアするセーブセッ トが 2 つだけなので、 高

速にリストアを実施することができます。 ただし、 これらのバックアップはより多くのスト レージ ・ ス
ペースを消費し、 増分バックアップよりも時間がかかります。 差分バックアップは、 同じタイプの前の
バックアップでバックアップされたデータを複製します。

• 増分バックアップ ： 前回のフル ・バックアップまたは増分バックアップ以降に新たに作成されたファイ
ルや、 変更のあったファイルをバックアップします。 増分バックアップは最低限のスト レージ ・ スペー
スしか消費せず、 処理も高速です。 ただし、 プラグインがリストアする必要があるセーブセッ ト数に
よっては、 データのリカバリに時間がかかることがあります。

メモ ： Windows バージ ョ ンの Plug-in for VMware に限り、 仮想マシンのファイルレベル ・バックアップを

サポート しています。

プラグインがマウン トできるのは、 バックアップ ・ プロキシで使用している OS と同じバージ ョ ン、 また

はそれより古いバージ ョ ンを使用している仮想マシンのみになります。 たとえば、 Windows Server 2012
のバックアップ ・ プロキシに配置された Windows Server 2016 の仮想マシンはマウン トできません。
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さまざまなディスク ・ タイプのバック
アップ ・ データおよびリストア ・ データ
Plug-in for VMware には、 以下の CBT 対応バックアップおよびリストア ・ データが含まれます。

表 2. さまざまなディスク ・ タイプのバックアップ ・ データおよびリストア ・ データ

ディスク ・ タイプ
フル ・ イ メージ
バックアップの
リストア

増分 / 差分

イメージ ・バック
アップ

リス トア
フル ・ イ メージ
バックアップの
リストア

リス トア
増分 / 差分

イメージ ・バック
アップ

シン

（必要なスペースが
割り当てられ、 必要
に応じてゼロ ・ アウ
ト されます）

使用済みディスク ・
セクタのみをバック
アップ。

更新されたディス
ク ・ セクタのみを
バックアップ。

使用済みセクタのみ
をリストア。

使用済みディスク ・
セクタのみをリスト
ア。 各セクタは 1 回

のみリストアされま
す。

Zeroed シック

（すべてのスペース
は作成時に割り当て
られ、 未使用部分は
初回書き込み時にゼ
ロ ・ アウト されま
す）

使用済みディスク ・
セクタのみをバック
アップ。

更新されたディス
ク ・ セクタのみを
バックアップ。

使用済みセクタのみ
をリス トア。

使用済みディスク ・
セクタのみをリスト
ア。 各セクタは 1 回

のみリストアされま
す。

Eager Zeroed シック

（すべてのスペース
は作成時に割り当て
られ、 ゼロ ・ アウト
されます）

すべてのディスク ・
セクタをバックアッ
プ。

更新されたディス
ク ・ セクタのみを
バックアップ。

ディスク全体をリス
トア。

ディスク全体をリス
トア。 各セクタは 1
回のみリストアされ
ます。

仮想互換性 RDM
（Raw Device 
Mapping）

すべてのディスク ・
セクタをバックアッ
プ。

更新されたディス
ク ・ セクタのみを
バックアップ。

ディスク全体をリス
トア。

ディスク全体をリス
トア。 各セクタは 1
回のみリストアされ
ます。

ネッ トワーク ・ ファ
イル ・ システム
（NFS）

すべてのディスク ・
セクタをバックアッ
プ。

更新されたディス
ク ・ セクタのみを
バックアップ。

ディスク全体をリス
トア。

ディスク全体をリス
トア。 各セクタは 1
回のみリストアされ
ます。

メモ ： ディスクのプロビジ ョニングタイプに関係な く、 CBT を使用しないイメージレベルのフルバック

アップでは、 ディスクの割り当てられたブロックのみがバックアップされます。 したがって、 2 GB しか使

用されていない 20 GB ディスクのバックアップでは、 バックアップのサイズは約 2 GB になります。 ディ

スクが NFS ディスク上にある場合は、 ディスク全体がバックアップされ、 これがサイズに反映されます。

また、 CBT に対応していないバックアップをリス トアする場合、 すべてのブロックがリストアされて割り

当てられます。 このため、 ディスクが CBT に対応していないバックアップからリストアされると、 後続の

CBT 対応フル ・バックアップではディスク全体がバックアップされることに注意して ください。
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RDM ディスク
次の表は、 プラグインによる RDM （Raw Device Mapping） ディスクの処理方法を示しています。

バッ クアップおよびリカバリ戦略
適切なバックアップ計画を策定してお く ことで、 障害が発生した場合でも正常にリカバリ して、 すばやく日常運
用を再開できるようになります。 データのバックアップを開始する前に、 メディア障害、 データ損傷、 ユー
ザー ・ エラー、 データ ・ センター全体の完全な消失など、 さまざまな障害 / 事態を想定した適切な計画を策定す

る必要があります。

バックアップ計画には、 使用するバックアップ手段、 バックアップの実行時期と間隔、 バックアップの保管方
法、 バックアップの保持期間、 バックアップ ・ メディアの再利用方法を定義する必要があります。

ガイ ド ラインとして、 以下に、 バックアップ ・ シーケンスの例をい くつか示します。

• フル ・バックアップのみ ： バックアップ ・サイズが小さい、 バックアップ ・ ウィ ンドウは重要ではない、
またはスト レージ ・ メディアの制約がない場合は、 フル ・バックアップのみを実行することができます。
このようなシナリオの場合、 フル ・バックアップのタイ ミングを、 更新頻度に応じて、 毎晩または N 時

間ごとに設定することができます。

問題が発生した場合、 プラグインで実行する必要があるのは、 1 つのセーブセッ トのリストアだけです。

• フル ・バックアップと増分バックアップ ： 短時間でバックアップを行い、 ス ト レージ ・ メディアの消費
を最低限に抑えるには、 フル ・バックアップと増分バックアップを計画に含めることができます。 たと
えば、 データの更新頻度に応じて、 毎週日曜日にフル ・バックアップを実行し、 毎日または N 時間ごと

に増分バックアップを実行するようにスケジュールできます。

障害発生時には、 最新のフル ・バックアップとそれ以降に実施された増分バックアップから順番にデー
タをリストアする必要があります。 複数の増分セーブセッ トからデータをリス トアする必要がある場合
は、 リス トアに時間がかかります。 たとえば土曜日に障害が発生した場合は、 前の日曜日に行われたフ
ル ・バックアップ、 および月曜から金曜に実施された増分バックアップからデータをリス トアする必要
があります。

表 3. RDM ディスクの検討事項

RDM 互換モード VADP ベースのバックアップと リス トア

物理互換モード ディスクはバックアップされません。 警告メ ッセージは NetVault バイナリ ・ ログ

およびジ ョブ ・ ログに出力されます。

仮想互換モード （独立ディ
スク）

ディスクはバックアップされません。 警告メ ッセージは NetVault バイナリ ・ ログ

およびジ ョブ ・ ログに出力されます。

仮想互換モード ディスクはバックアップされますが、 データはフラッ ト ・ ファイルのみにリスト
アされます。 タイプ変更に関する警告メ ッセージは、 NetVault バイナリ ・ ログお

よびジ ョブ ・ ログに出力されます。

オプシ ョ ンで、 仮想互換モードで実行中の RDM ディスクをリス トア時にスキッ

プすることができます。

仮想互換モードで RDM ディスクを除外するには ：

1 vmware.cfg ファイルをテキスト ・ エディ タで開きます。

このファイルは、 Windows では <NetVault home>\config、 Linux では

<NetVault home>/config にあります。

2 以下のエン ト リを編集して、 value に false を設定します。

[Custom:RestoreRDMDisks]

Value=False

3 ファイルを保存します。
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• フル ・バックアップと差分バックアップ ： 短時間でバックアップを行い、 メディアの消費を減らすには、
フル ・バックアップと差分バックアップを計画に含めることができます。 たとえば、 データの更新頻度
に応じて、 毎週日曜日にフル ・バックアップを実行し、 毎日または N 時間ごとに差分バックアップを実

行するようにスケジュールできます。

障害発生時には、 最新のフル ・バックアップと最後の差分バックアップからデータをリス トアする必要
があります。

• 合成フルバックアップとインスタン ト リス トア ： 継続的なデータ保護 （CDP） 機能の一部として、 一定

の間隔 （毎日など） で合成フルバックアップを実行するようにスケジュールできます。 バックアップを
リス トアする場合は、 インスタン ト リス トアオプシ ョ ンを使用して、 バックアップを数秒以内に 
QoreStor サーバ上の一時データストアにマウン トできます。 ここから、 バックアップを表示して、 それ

がリストア対象のバックアップであることを確認し、 恒久的な場所に移行できます。 詳細は、 「インスタ
ン ト リス トアを使用した仮想マシンのリカバリ」 を参照して ください。
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イメージ ・ レベル ・バックアップ方式
の使用

• 仮想マシンの包含および除外に使用するパターンの追加

• 分散ジョブ機能について

• イメージ ・ レベルのバックアップの実行

• 継続的なデータ保護バックアップ

• 継続的なバックアップの実行

• バックアップ ・ ジ ョ ブの再開

• 仮想マシンの CBT のリセッ ト

• ジ ョブの進行状況の監視

仮想マシンの包含および除外に使用する
パターンの追加
バックアップ選択ツリーから仮想マシンを選択するだけでな く、 バックアップジ ョブに包含および除外する仮想
マシンのパターンを作成して保存することができます。 サポート されるパターンには、 仮想マシン名のパター
ン、 VMware タグなどがあります。

包含または除外する （または両方の） 仮想マシン名のパターンを指定すると、 プラグインは、 そのパターンを
バックアップ ・ セレクシ ョ ン ・ セッ ト と ともに保存します。 バックアップ ・ ジ ョ ブを送信するときに、 保存した
パターンを持つセッ ト を選択することができます。 すると、 プラグインによって、 指定したパターンに一致する
仮想マシンがバックアップリス トに入力されます。

パターンを追加するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バックアップ ・ ジ ョ ブ作成］ をクリ ックします。

2 ［セレクシ ョ ン］ リス トの横にある ［ ］ をクリ ックします。

3 ［NetVault セレクシ ョ ン］ ページのプラグインのリストで、 ［VMware Plugin］ を開きます。

［マイ仮想環境］ ノードの下に、 プラグインによって 2 つの追加ノード ［インクルージョン ・ リスト］ と

［エクスクルージョン ・ リスト］ が表示されます。 これらのノードには、 次の 3 つのオプションがあります。

• 開く

• VM パターンを追加

メモ ： タグ名による仮想マシンの包含または除外は、 vSphere バージ ョ ン 6.5 以降でサポート されていま

す。

重要 ： プラグインは、 選択した仮想マシンに包含および除外のパターンを適用します。 バックアップ ・
ジ ョ ブの実行中、 プラグインは選択した仮想マシンにアクセスし、 その選択した仮想マシンに包含パター
ンを適用し、 次に選択した残りの仮想マシンに除外パターンを適用します。
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• vSphere タグを追加

パターンを追加すると、 保存された各パターンの情報ノードが表示されます。

4 バックアップに含めるパターンを追加するには、 ［インクルージ ョ ンリス ト］ を右クリ ックして、
［VM パターンを追加］ または ［vSphere タグを追加］ を選択します。

5 以下のいずれかを実行します。

• 命名パターンの場合は、 ［パターンの入力］ ダイアログボックスで、 検索するパターンを入力しま
す。 NetVault では、 包含および除外の設定に POSIX （Portable Operating System Interface for 
Unix） 正規表現 API を使用します。 包含および除外の機能では、 仮想マシン名パターンの先頭ま

たは末尾での空白の使用はサポート していないことに注意して ください。

POSIX では、 検索するパターンの一部としてアスタ リスク （*） ワイルドカード文字を使用できま

す。 たとえば、 名前に SQL が含まれるすべての仮想マシンを検索する場合は、 「*SQL*」 と入力

します。 名前が SQL で始まる仮想マシンを検索する場合は、 「^SQL*」 と入力します。 後者の式

のキャレッ ト （^） は、 「次の文字で始まる」 を表し、 末尾のアスタ リスクは 0 文字以上の任意の

文字を表します。

例 ： SQTMP01、 SQLMP01、 および PSQLMP01 という名前の 3 つの仮想マシンがあるとします。

これら  3 つのマシンで、 3 つの名前すべてに SQ が共通して含まれています。 名前が SQL で始ま

るマシンのみを検索する場合、 包含または除外に使用するパターンは ^SQL* となります。

• vSphere タグの場合は、 ［タグを入力］ ダイアログボックスに、 包含または除外する vSphere タグ

と完全に一致するタグを入力します。

6 パターンを保存するには、 ［OK］ をク リ ックします。

7 包含の対象として追加するパターンごとにステップ 4- ステップ 6 を繰り返します。

8 バックアップから除外するパターンを追加するには、 ［エクスクルージ ョ ンリス ト］ を右クリ ックして、
［VM パターンを追加］ または ［vSphere タグを追加］ を選択します。

9 以下のいずれかを実行します。

• 命名パターンの場合は、 ［パターンの入力］ ダイアログボックスで、 前述の包含パターンと同じガ
イ ド ラインに従って検索するパターンを入力し、 ［OK］ をク リ ックします。

前の例に続き、 SQL Server 仮想マシンの特定のバージ ョ ンを除いた、 名前が SQL で始まるすべ

ての仮想マシンを検索するには、 除外する仮想マシンの完全な名前 （SQLQATest1 など） を入力

します。

• vSphere タグの場合は、 ［タグを入力］ ダイアログボックスに、 除外する vSphere タグと完全に一

致するタグを入力し、 ［OK］ をク リ ックします。

10 除外の対象として追加するパターンごとにステップ 8 とステップ 9 を繰り返します。

11 ［マイ仮想環境］ ノード、 または ［マイ仮想環境］ ノードの下のノードを選択し、 該当する包含および除
外パターンを選択します。

12 ［保存］ をクリ ックして、 ［新規セッ トの作成］ ダイアログ ・ ボックスに名前を入力し、 ［保存］ をクリ ッ
クします。

名前には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含めることはできません。
Windows の場合、 長さ制限はありません。 ただし、 すべてのプラッ ト フォームで、 40 文字以内にすることをお

勧めします。

メモ ： 包含パターンを指定しないが除外パターンを指定した場合、 プラグインは、 仮想マシンの選
択リストに除外パターンを適用します。

仮想マシンが包含パターンと除外パターンの両方を満たしている場合、 そのマシンはバックアッ
プ ・ ジ ョ ブから除外されます。

包含または除外対象として複数のパターンを選択した場合は、 両方のパターンを満たす仮想マシン
だけでな く、 いずれかのパターンを満たす仮想マシンにもコマンドが適用されます。
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分散ジョブ機能について
Plug-in for VMware には、 イメージレベルのバックアップジ ョブと リス トアジ ョブの負荷を分散する分散ジ ョブ

機能が備わっています。 この機能を使用すると、 バックアップ ・ プロキシとして動作している複数の NetVault
クライアン トでジ ョブを実行することができます。 Plug-in for VMware のバックアップジ ョブと リス トアジ ョブ

はすべて分散の対象になりますが、 特定のジ ョブに対して機能を無効にすることができます。

この機能を使用したときのプラグインの動作について以下にい くつか示します。

• NetVault サービスの停止など、 何らかの理由で VMware プロキシが使用できない場合、 NetVault は、

Plug-in for VMware ジ ョブを実行できる別の VMware プロキシを検索します。

• VMware プロキシが過負荷になると、 次のジ ョブは負荷が小さ く ジ ョ ブを実行できるシステムリソースが

より多い別の VMware プロキシに転送されます。

• すべてのプロキシの負荷が均等になると、 次のジ ョブは同じ VMware プロキシで実行されます。

• Windows の VMware プロキシのジ ョブは別の Windows VMware プロキシに転送されます。 Linux の

VMware プロキシのジ ョブは別の Linux VMware プロキシに転送されます。

• ファイル ・ レベルのバックアップをファイル ・ レベルのバックアップの分散に制限する機能は、
Windows 上でのみサポート されています。 分散する場合は仮想マシンをマウン トする必要がありますが、

これは Windows 固有のプロセスです。

分散ジ ョブ機能を使用するには、 NetVault サーバとクライアン トで NetVault 12.0 以降を使用し、

Plug-in for VMware のバージ ョ ンを 12.0 以降にしてお く必要があります。

NetVault サーバーで分散ジ ョブ機能を有効にする

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［サーバー設定］ をクリ ックしてから、 ［ジ ョ ブ ・ マネージャ］ をクリ ックします。

3 ［ジ ョ ブ ・ マネージャ］ ダイアログ ・ ボックスで、 ［他の VMware バックアップ ・ プロキシで VMware プ

ラグイン ・ ジ ョ ブの分散を許可する］ オプシ ョ ンを選択します。

このオプシ ョ ンはデフォルトでは無効になっています。

4 デフォルトのしきい値 2 を変更する場合は、 ［VMware バックアップ ・ プロキシのジ ョブしきい値］ 設定

に適切な数字を入力します。

この値は、 次のジ ョブが同じプロキシまたは別のプロキシに配分されるまでに、 同じ VMware プロキシ

で実行できるジ ョブ数を示します。 負荷分散に応じて異なります。 値は、 最大 100 まで入力できます。

メモ ： Plug-in for VMware バージ ョ ン 12.0 以降の VMware プロキシのジ ョブは、 vCenter の資格情報がな

い場合、 Plug-in for VMware 12.1 以降の VMware プロキシには分散されません。 同様に、

Plug-in for VMware 12.0 以降の VMware プロキシのジ ョブは、サーバが NetVault 12.1 以降を実行している

場合、 vCenter の資格情報の有無に関係な く、 Plug-in for VMware 12.0 以降の他の VMware プロキシには

分散されません。



Quest NetVault Plug-in  for VMware 13.1.2 ユーザーズ ・ ガイ ド

イ メージ ・ レベル ・バックアップ方式の使用
33

イメージ ・ レベルのバックアップの実行
イメージレベルのバックアップを実行するには

1 ［ナビゲーション］ パネルで ［バックアップ ・ ジ ョブ作成］ をクリ ックして、 設定ウィザードを開始します。

— または —

［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ をクリ ックして、 次に ［NetVault 設定ウィザード］

ページで ［バックアップ ・ ジ ョ ブ作成］ をクリ ックします。

2 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定します。

ジ ョ ブの進捗状況の監視やデータのリストア時にジ ョブを識別しやすくするため、 分かりやすい名前を
割り当てます。 ジ ョ ブ名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 ラテン語以外の文字を含め
ることはできません。 また、 長さ制限はありません。 ただし、 すべてのプラッ ト フォームで、 40 文字以

内にすることをお勧めします。

3 ［セレクシ ョ ン］ リス トで、 既存のバックアップ ・ セレクシ ョ ン ・ セッ ト を選択するか、 以下の手順に
従ってセッ ト を作成します。

a ［NetVault セレクシ ョ ン］ ページを開くには、  をクリ ックします。

b プラグインがインストールされている NetVault クライアン ト を開いて、 次に ［VMware プラグイ

ン］ を開きます。

c 目的の VMware ESXi Server または VMware vCenter Server を開きます。

使用する VMware の設定とインベン ト リ ・ ビュー ・ タイプにより、 利用可能なコンテナ ・ ノード

を開きます。

d 次にバックアップするデータを選択します。

▫ ［コンテナ内のすべての仮想マシンをバックアップ］ ： コンテナ ・ ノードを選択します。
データは Datacenter ノードから始まるすべてのレベルを選択することができます。 たとえ

ば、 ESXi Server でホスト されているすべての仮想マシンをバックアップするには、 ホス

ト ・ ノードを選択し、 ［仮想マシンおよびテンプレート］ ビューで、 対応するフォルダ ・
ノードを選択します。

▫ ［個別の仮想マシンをバックアップ］ ： 該当するコンテナ ・ ノード （Datacenter、 クラスタ、

およびリソース ・ プールなど） を開いて、 バックアップする仮想マシンを選択します。 ［仮
想マシンおよびテンプレート］ ビューで、 フォルダ ・ ノードを開いてバックアップする仮
想マシンを選択します。

または、 コンテナ ・ ノードを選択して、 次にバックアップしない仮想マシンのチェ ック ・
マークを解除することもできます。

▫ ［個別の仮想ドライブをバックアップ］ ： 仮想マシン ・ ノードを開いてバックアップする
ディスクを選択します。 仮想ドライブの名前は 「Hard Disk 1」、 「Hard Disk 2」、 ... 「Hard 
Disk n」 のようになります。 スナップシ ョ ッ ト を生成できるディスクのみが表示されます。

または、 コンテナ ・ ノード （例 ： Datacenter、 リソース ・ プール、 ESXi Server、 フォル

ダ） または個別の仮想マシンを選択して、 バックアップ ・ オプシ ョ ン ・ セッ ト内にディス
ク ・ タイプ （システムまたはデータ） を指定できます。 この設定についての詳細は、 「仮想
マシンのディスク選択オプシ ョ ン」 を参照して ください。

仮想マシンの設定ファイル、 nvram、 およびログ ・ ファイルは、 仮想マシン全体を選択し

た場合でも、 個別のディスクを選択した場合でも、 常にバックアップされます。

e ［保存］ をクリ ックして、 ［新規セッ トの作成］ ダイアログ ・ ボックスにセッ トの名前を入力します。

メモ ： 2 つのビュー （［ホス トおよびクラスタ］ と ［仮想マシンおよびテンプレート］） 間を

切り替えるには、 ESXi または vCenter Server をクリ ックして、 コンテキスト ・ メニューか

ら ［インベン ト リ ・ ビューの切り替え］ を選択します。 このオプシ ョ ンは、 サーバー ・ ノー
ドがオープン状態の場合に限り利用可能です。
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セッ ト名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含めることは
できません。 Linux OS の場合、 名前は最大で 200 文字です。 Windows OS の場合、 長さ制限はあ

りません。 ただし、 すべてのプラッ ト フォームで、 40 文字以内にすることをお勧めします。

f ダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［保存］ をクリ ックします。

4 ［プラグイン ・ オプシ ョ ン］ リス トで既存のバックアップ ・ オプシ ョ ン ・ セッ ト を選択するか、 以下の手
順に従ってセッ ト を作成します。

a ［VMware プラグインバックアップオプシ ョ ン］ ページを開くには、 ［ ］ をクリ ックします。

b ［プラグインオプシ ョ ン］ タブの ［バックアップタイプ］ で、 以下のいずれかのオプシ ョ ンを選択
します。

イメージ ・ レベルのバックアップ ・ タイプの詳細は、 「イ メージ ・ レベルのバックアップ」 を参照
して ください。

c ［仮想マシンのディスク選択オプシ ョ ン］ で、 以下のいずれかのオプシ ョ ンを選択します。

ディスク選択オプシ ョ ンは、 対応するノードを明示的に選択またはコンテナ ・ ノード （例 ： ESXi 
Server、 リソース ・ プール、 Datacenter、 フォルダ） を暗黙的に選択することにより選択した、

すべての仮想マシンに適用されます。 このオプシ ョ ンは、 セレクシ ョ ン ・ ツリー内で明示的に選
択した 1 つまたは複数の仮想ドライブには適用されません。

重要 ： Windows で、 イメージ ・ レベルのバックアップのバックアップ ・ オプシ ョ ン ・ セッ ト を作成

する際には、 デフォルトのセッ ト ［デフォルトのバックアップ オプシ ョ ン — VMware プラグイン 
— Windows］ をテンプレート と して使用する必要があります。 別のセッ ト をテンプレート と して

使用すると、 バックアップに失敗することがあります。

オプシ ョ ン 説明

フル 仮想ドライブ上のすべての割り当て済みセクタをバックアップするには、 この
オプシ ョ ンを選択します。

増分 後に実行されたフル、 差分、 または増分バックアップ以降に更新されたディス
ク ・ セクタのみをバックアップする場合にこのオプシ ョ ンを選択します。

差分 最後に実行されたフル ・バックアップ以降に更新されたディスク ・ セクタのみ
をバックアップする場合にこのオプシ ョ ンを選択します。

重要 ： 最後の増分バックアップよりも前の状態のスナップシ ョ ッ トに復元した場合、 増分バック
アップを実行する前に、 仮想マシンのフル ・バックアップを再度実行する必要があります。 増分
バックアップを実行すると、 ジ ョ ブで filefault エラーが報告され、 失敗します。 詳細は

http://kb.vmware.com/kb/1021607 を参照して ください。

表 4. 仮想マシンのディスク選択オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

すべてのディスクの
バックアップ

選択した仮想マシンの利用可能なすべての仮想ドライブをバックアップする場
合、 このオプシ ョ ンを使用します。

メモ ： スナップシ ョ ッ ト を生成できるディスクのみがバックアップされます。

Exclude boot disk 選択した仮想マシンのデータ ・ ディスクのみをバックアップして、 ブート ・
ディスクを除外する場合、 このオプシ ョ ンを使用します。

Exclude data disks 選択した仮想マシンのブート ・ ディスクのみをバックアップして、 データ ・
ディスクを除外する場合、 このオプシ ョ ンを使用します。

メモ ： ブート ・ ディスクを識別するために、 プラグインは MBR ディスク上のア

クテ ィブなパーティシ ョ ンのみを考慮します。 またプラグインは、 ブート ・
ディスクと してのアクテ ィブ ・ ブート ・ パーティシ ョ ン基準を満たす最初の
ディスクのみを考慮します。 このプラグインは、 複数のオペレーティング ・ シ
ステムを持つマシンには対応していません。

http://kb.vmware.com/kb/1021607
http://kb.vmware.com/kb/1021607
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d ［その他のオプシ ョ ン］ で、 以下の設定を行います。

オプシ ョ ン 説明

仮想マシンに対して 
CBT （Changed 
Block Tracking） を

有効化

VM に対して CBT （Changed Block Tracking） を有効化仮想マシンの増分または

差分バックアップを実行する場合、 後続の増分および差分バックアップの基と
なるバックアップとして使用できるように、 フル ・バックアップについて CBT
を有効にしてお く必要があります。

バックアップ ・ ジ ョブに含まれているすべての仮想マシン上で CBT を有効にする

場合、 このチェ ック ・ ボックスを選択します （［CBT （Changed Block Tracking）
の有効化］ を使用して、 特定の仮想マシンで CBT を有効化することもできます。

詳し くは、 個別の仮想マシンの CBT の有効化を参照して ください）。

このチェ ック ・ ボックスを選択した時に、 プラグインが仮想マシン上でこの設
定の変更に失敗した場合、 警告メ ッセージがログに記録されます。

このチェ ック ・ ボックスを選択しない場合、 バックアップ時に仮想マシンの
CBT 設定は変更されません。 CBT が有効になっているか、 または無効になって

いるかに応じて、 プラグインは適切なバックアップ方式 （CBT ベースのフル、

増分、 差分、 または CBT に対応していないフル ・バックアップ） を使用して仮

想マシンをバックアップします。

以下の点に注意します。

• CBT （Changed Block Tracking） を有効にして仮想マシンの最初のフル ・

バックアップを作成するには、 CBT を有効にするためにターゲッ ト仮想

マシンを電源オフ状態にする必要があります。 詳細は、
http://kb.vmware.com/kb/1031873 を参照して ください。

バックアップ ・ ジ ョ ブでデータの転送が開始されたら、 仮想マシンを再
起動することができます。 後続のフル、 増分、 または差分バックアップ
の実行中は、 仮想マシンの電源はオンにしたままでかまいません。

• 仮想マシンで CBT の実行時には、 ターゲッ ト仮想マシン上にスナップ

シ ョ ッ トはひとつも含まれないよう注意する必要があります。 詳し くは、
http://kb.vmware.com/kb/1033816 を参照して ください。

• 仮想マシンに対して CBT を有効にした後は、 仮想マシンの後続のすべて

のフル、 増分、 差分バックアップは、 仮想マシンについて CBT ベース ・

バックアップとして実行されます。 各ジ ョブにこのオプシ ョ ンを選択す
る必要はありません。

CBT の使用を停止するには、 この機能を無効にする必要があります。 詳

細は、 「仮想マシンの CBT の無効化」 または 「仮想マシンの CBT の手動

による無効化」 を参照して ください。

http://kb.vmware.com/kb/1031873
http://kb.vmware.com/kb/1031873
http://kb.vmware.com/kb/1033816
http://kb.vmware.com/kb/1033816
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ファイル ・ レベルの
インデックス作成

このオプシ ョ ンを選択すると、 バックアップ ・ スナップシ ョ ッ トに含まれるす
べての対応ボリュームにファイル ・ レベルのインデックスが生成されます。
ファイル ・ レベルのインデックスを作成すると、 イ メージ ・ レベルでの仮想マ
シンのフル ・バックアップ、 増分バックアップ、 および差分バックアップから、
個別のファイルやディレク ト リをリス トアすることができます。 ファイル ・ レ
ベルのインデックス作成がバックアップ ・ タイプにどのような影響を与えるか
については、 「デフォルト設定の構成」 を参照して ください。

ファイルレベル ・ インデックス作成機能は、 以下のシステムを使用するボ
リュームに対して利用可能です。

• Windows ： NTFS
• Linux および UNIX ： EXT2、 EXT3、 EXT4、 XFS v2、 XFS v3

本プラグインは、 Linux ベース ・ システム上の LVM （Logical Volume Manager）
および Windows ベース ・ システム上の LDM （Logical Disk Manager） が管理す

るボリュームを、 シングルまたは複数システムにまたがったディスクとしてサ
ポート しますが、

メモ ： 本プラグインの現在のバージ ョ ンでは、 Windows ReFS （Resilient File 
System） およびスト ライプディスクはサポート されていません。

ファイルレベル ・ インデックス作成は、 バックアップ ・サイズに影響を与える
ことはありませんが、 ただし、 バックアップのインデックス ・サイズおよび
バックアップの合計時間が増えるため、 デフォルトではこのオプシ ョ ンが無効
になっています。 ファイルレベルのインデックス作成にかかる時間は、 ファイ
ル数、 ボリューム上のファイルの断片化率、 ネッ トワーク ト ラフ ィ ッ ク、 ESXi 
Server や vCenter Server にかかる負荷など、 い くつかの要因によって異なりま

す。

11.4.5 より古いプラグイン ・バージ ョ ンを使用して作成された既存のバック

アップ ・ セレクシ ョ ン ・ セッ ト を選択すると、 このオプシ ョ ンによりセッ トの
作成時に選択した設定が反映されます。 11.4.5 より前は、 このオプシ ョ ンがデ

フォルトで選択されていました。 新しいデフォルト設定を使用する場合は （こ
の選択が無効になる）、 ［NetVault セレクシ ョ ン］ ウィ ンドウでプラグインを参

照する必要があります。

実行するには、 以下の手順に従います。

1 ［バックアップ ジ ョブ作成］ をクリ ックします。

2 ［セレクシ ョ ン］ リス トの横にある ［ ］ をクリ ックします。

3 プラグインがインストールされている NetVault クライアン トを開きます。

4 ［VMware プラグイン］ をクリ ックして、 コンテキスト ・ メニューから

［開く ］ を選択します。

このプロセスでは、 設定がデフォルトの設定に自動的に更新され、 この
選択が無効になります。

5 ［キャンセル］ をクリ ックします。

オプシ ョ ン 説明
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Active Block 
Mapping の有効化

ABM （Active Block Mapping） 技術では、 バックアップ時に未使用のブロックを

削除するフ ィルタが用意されています。 未使用のブロックを削除するとバック
アップ ・サイズおよびネッ トワーク経由で送信されるデータ量が削減されます。
ABM を CBT と併用することにより、 増分および差分バックアップ時に、 変更

されたアクテ ィブなブロックのみをバックアップすることができます。

ABM は、 標準ディスク上の NTFS ファイル ・ システムおよび EXT ファイル ・

システムでサポート されます。 XFS では、 ABM はサポート されていません。

ABM は、 デフォルトでは無効化されています。 このチェ ック ・ ボックスを選択

すると ABM が有効になります。 これにより、 本プラグインは仮想ドライブ上で

アクテ ィブな対象セクシ ョ ンのみをバックアップします。 ABM はディスクをス

キャンし、 インアクテ ィブなブロックを検出します。 それらのブロックはバッ
クアップ中に省略されます。

メモ ： ABM はまた削除済みデータを除外します。 ABM を使ってバックアップさ

れた仮想マシンをリストアする場合、 その仮想マシンの削除取り消し操作を実
行することはできません。 Active Block Mapping を使用しない場合、 CBT には

削除済みブロックが含まれます。

バックアップ ・ ジ ョ ブにサポート されていないディスク ・ タイプが含まれてい
る場合、 このオプシ ョ ンはこれらのディスクでは無視されます。

以前のバックアップ
からスナップシ ョ ッ
ト を削除する 

バックアップ ・ ジ ョ ブを実行すると、 選択したデータをバックアップするため
に、 プラグインにより仮想マシンにスナップシ ョ ッ ト 「BKB_SNAP」 が作成さ

れます。 バックアップが正常に完了するか失敗するかにかかわらず、 ジ ョ ブが
完了するとプラグインによりスナップシ ョ ッ トが削除されます。 ジ ョ ブが停止
された場合、 または親プロセスか子プロセスが何らかの理由で終了された場合
にも、 プラグインによりスナップシ ョ ッ トが削除されます。 ただし、 ジ ョ ブが
異常終了した場合は、 クリーンアップ処理でスナップシ ョ ッ ト を削除できない
場合があります。 このような場合に対応するために、 プラグインではジ ョブの
次回実行時にスナップシ ョ ッ ト を削除するオプシ ョ ンが利用できます。

現在のジ ョブを実行するとき、 ［以前のバックアップからスナップシ ョ ッ ト を削
除］ チェ ック ・ ボックスを選択して、 既存のスナップシ ョ ッ ト を削除できます。
スナップシ ョ ッ ト 「BKB_SNAP」 のみが仮想マシンから削除されます。 このオ

プシ ョ ンでは、 その仮想マシンに存在するその他のスナップシ ョ ッ トは削除さ
れません。

オプシ ョ ン 説明
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最大パラレル ・ ス ト
リーム数

デフォルトで、 プラグインは 1 つのバックアップ ・ ジ ョ ブに付き 1 つのデータ ・

ス ト リームを生成し、 連続して選択した仮想マシンをバックアップします。 ス
ループッ トの向上およびイメージレベル ・バックアップの全体的なバックアッ
プ時間を短縮するため、 本プラグインを設定して複数の仮想マシンのパラレル ・
バックアップを実行することができます。

この設定を使用して、 1 つのイメージレベル ・バックアップ ・ ジ ョ ブについて生

成可能なパラレル ・ データ ・ ス ト リームの最大数を決定することができます。
たとえば、 バックアップ ・ ジ ョ ブに 10 台の仮想マシンが含まれており、 このパ

ラメータに 「4」 を設定すると、 本プラグインは 4 台の仮想マシンを並行して

バックアップします。

1 つのジ ョブに対する実際のパラレル ・ ス ト リーム数は以下の要因により異なり

ます。

• バックアップ ・ デバイス数またはバックアップ ・ ジ ョ ブに利用可能なス
ト リーム数。 たとえば、 このパラメータを 4 に設定した一方で、 利用可

能なテープドライブが 2 台しかない場合、 または NetVault SmartDisk が 
2 つの同時スト リームしかサポートできない場合、 本プラグインは 2 つ
の仮想マシンのみを並行処理します。

• ジ ョブ内に含まれる仮想マシン数について。 たとえば、 このパラメータ
を 「4」 に設定し、 バックアップに選択された仮想マシン数が 「3」 の場

合、 本プラグインは 3 つのデータ ・ ス ト リームのみを作成します。

パラレル ・バックアップの場合、 プラグインはバックアップ全体を調整する親
プロセスと、 仮想マシンの実際のバックアップ ・ タスクを実行する個別の子プ
ロセスを生成します。 1 つのバックアップ ・ ジ ョ ブに対して生成可能な最大子プ

ロセスは、 該当するジ ョブに設定した ［最大パラレル ・ ス ト リーム数］ の値に
相当します。 親プロセスおよび子プロセスはすべて、 本プラグインが実行中の
NetVault クライアン ト上で作成されます。

子プロセスがバックアップ ・ デバイスを取得しバックアップ ・ ス ト リームを作
成すると、 ワーカー ・ プロセスに仮想マシンをバックアップするタスクが割り
当てられます。 バックアップの完了後、 バックアップ対象の仮想マシンが他に
存在すると、 ワーカー ・ プロセスには次のタスクが割り当てられます。 各タス
クにはタスク ID が割り当てられます。 スナップシ ョ ッ トは、 仮想マシンが子プ

ロセスに割り当てられた場合に限り生成されます。

［最大パラレル ・ ス ト リーム数］ を設定する際、 以下の点を考慮する必要があり
ます。

• ［最大パラレル ・ ス ト リーム数］ オプシ ョ ンに設定した値が、 ジ ョブから
アクセス可能なバックアップ ・ デバイス数およびスト リーム数を超えて
いないことを確認します。

利用可能なデバイスが十分でないと、 複数の子プロセスが同一のデバイ
スに同時にアクセスし、 一斉に書き込みを行うため、 バックアップ全体
の所要時間が著し く長く なります。

• NetVault クライアン ト上で実行中の複数プロセスが及ぼす負荷は、 パ

フォーマンスにマイナスとなる影響を与えます。

• 同一のデータストアからの複数仮想マシンのバックアップにかかる負荷
は、 データストア上の I/O アクテ ィビテ ィ を増加させます。

• データ転送に LAN 転送モード （NBD/NBDSSL） を使用している場合、

同一の ESXi Server の管理下にある複数の仮想マシンのバックアップに

かかる負荷は、 ホストにおける負荷を増加させます。

メモ ： さらにデータ ・ ス ト リームが利用できる場合でも、 仮想マシンの複数
ディスクのバックアップには、 1 つの子プロセスのみが使用されます。 子プロセ

スは、 仮想マシン全体をバックアップするのか、 または個別のディスクをバッ
クアップするのかにかかわらず、 仮想マシン全体のスナップシ ョ ッ ト を作成し、
ジ ョ ブが完了するまでそのスナップシ ョ ッ ト を保持します。

オプシ ョ ン 説明
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e ［保存］ をクリ ックして、 ［新規セッ トの作成］ ダイアログボックスにセッ トの名前を入力します。

セッ ト名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含めることは
できません。 Linux OS の場合、 名前は最大で 200 文字です。 Windows OS の場合、 長さ制限はあ

りません。 ただし、 すべてのプラッ ト フォームで、 40 文字以内にすることをお勧めします。

f ダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［保存］ をクリ ックします。

5 スケジュール ・ セッ ト、 ターゲッ ト ・ セッ ト、 および詳細設定セッ ト を選択または作成します。

これらの設定についての詳細は、 『Quest NetVault アド ミニストレーターズ ・ ガイド』 を参照して ください。

6 ジ ョブ実行をスケジュールするには、 ［保存 ＆ 実行］ をクリ ックします。

スケジュールしないでジ ョブ定義を保存するには、 ［保存］ をクリ ックします。 このジ ョブは、 ［ジ ョ ブ
定義管理］ ページから、 表示、 編集、 または実行することができます。 実行しない限り、 ［ジ ョ ブ ・ ス
テータス］ ページにこのジ ョブは表示されません。

バックアップエラー
時に仮想マシンを自
動診断する

仮想マシンのバックアップ ・ エラーの原因を特定できる事前定義されたテスト
を実行するには、 このチェ ック ・ ボックスを選択します。

診断方式についての詳細は、 「仮想マシンの問題の診断」 を参照して ください。

［診断結果］ ダイアログ ・ ボックスには、 ［ログ参照］ ページからアクセスでき
ます。 詳細は、 ログ ・ コンテキスト ・ オブジェク ト と して保存されます。

再開できるバック
アップを有効にする

このオプシ ョ ンは、 失敗した仮想マシンがある状態で完了しているジ ョブを再
開できます。 再開されたインスタンスは、 以前に失敗した仮想マシンのみを
バックアップします。 正常にバックアップされた仮想マシンは、 再開されたイ
ンスタンスには含まれません。

失敗した仮想マシンがある状態で、 再開可能なバックアップが完了した場合、
このプラグインでは、 完了した仮想マシンのバックアップ ・ インデックスが生
成され、 ジ ョ ブ ・ ステータスが ［ジ ョ ブが停止しました］ に設定されます。 ロ
グ ・ メ ッセージおよびログ ・ コンテキストに、 どの仮想マシンがジ ョブに失敗
したかが示されています。 後でジ ョブを再開すると、 このプラグインによって
増分バックアップ ・ ジ ョ ブが実行され、 失敗した仮想マシンがバックアップさ
れます。

ジ ョ ブの再開は、 ［ジ ョ ブ ・ ステータス］ ページから行えます。 この方法につい
ての詳細は、 「バックアップ ・ ジ ョ ブの再開」 を参照して ください。 再開された
インスタンスでは、 最初にジ ョブを実行した後にホストに追加された仮想マシ
ンはバックアップされません。

メモ ： すべての仮想マシンがジ ョブに失敗した場合、 ジ ョブ ・ ステータスは
［バックアップが失敗しました］ に設定されます。 失敗したバックアップ ・ ジ ョ
ブは再開できません。

他の VMware バック

アップ ・ プロキシへ
のバックアップ ・
ジ ョ ブの分配を無効
にする

分散ジ ョブ機能を使用するように環境を設定した場合は、 このチェ ック ・ ボッ
クスを選択して、 特定ジ ョブに対してこの機能をオフにします。 このオプシ ョ
ンはデフォルトでは無効になっています。

ジ ョ ブ ・ レベルの転
送モードを有効にす
る

分散ジ ョブ機能を使用してジ ョブ ・ レベルで転送モードを手動で設定する場合
は、 このオプシ ョ ンを選択して、 該当する ［プライマリ転送モード］ と
［フォールバック転送モード］ を選択します。

メモ ： マルチスト リーム ・バックアップを実行するときは、 ［バックアップを必ずターゲッ ト ・ メ
ディアの先頭に書き込み］ チェ ック ・ ボックスを選択しないで ください。 マルチスト リーム ・バッ
クアップでこのチェ ック ・ ボックスをオンにすると、 各データ ・ ス ト リームでは別々のメディアが
ターゲッ ト となり、 そのメディア ・ アイテムで最初のバックアップとして存在することになりま
す。 バックアップで 5 つのスト リームが生成される場合は、 5 つのブランク ・ メディア ・ アイテム

または新しいメディア ・ アイテムの取得がジョブによって試されます。

このオプシ ョ ンはディスク ・ ベース ・ ス ト レージ ・ デバイスには適用されません。

オプシ ョ ン 説明
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［ジ ョ ブ ・ ステータス］ ページではジ ョブの進捗をモニタしたり、 ［ログ参照］ ページではログを表示し
たりすることができます。

［ジ ョ ブステータス］、 ［ログ参照］、 ［ジ ョ ブ定義管理］ の詳細については、 『Quest NetVault アド ミニスト

レーターズガイド』 を参照して ください。

継続的なデータ保護バックアップ
継続的なバックアップジ ョブでは、 指定した時間ごとにデータの増分バックアップを取得することで、 継続的に
データを保護します。 合成フルバックアップには、 前回のバックアップ以降に行われたすべての変更が含まれま
す。 バックアップは、 4 時間 （デフォルト） または 1 時間間隔で実行できます。 最初のフルバックアップと組み

合わせると、 完全で最新のデータイメージが形成されます。

前提条件
継続的なデータ保護 （CDP） を実行するには、 システムで QoreStor バージ ョ ン 7.1.2 以降を一次保管場所とし

て使用する必要があります。 

継続的なバックアップの実行

継続的なバックアップを実行するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［継続的なバックアップジ ョブの作成］ をクリ ックして、 設定ウィザード
を開始します。

2 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定します。

ジ ョ ブの進捗状況の監視やデータのリストア時にジ ョブを識別しやすくするため、 分かりやすい名前を
割り当てます。 ジ ョ ブ名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 ラテン語以外の文字を含め
ることはできません。 また、 長さ制限はありません。 ただし、 すべてのプラッ ト フォームで、 40 文字以

内にすることをお勧めします。

3 ［セレクシ ョ ン］ リス トで、 既存のバックアップ ・ セレクシ ョ ン ・ セッ ト を選択するか、 以下の手順に
従ってセッ ト を作成します。

a ［NetVault セレクシ ョ ン］ ページを開くには、  をクリ ックします。

b プラグインがインストールされている NetVault クライアン ト を開いて、 次に ［VMware プラグイ

ン］ を開きます。

c 目的の VMware ESXi Server または VMware vCenter Server を開きます。

メモ ： CDP は、 QoreStor バージ ョ ン 7.1.2 以降でのみ使用できます。 サポート されているデバイスのみ

が、 使用可能なターゲッ トス ト レージとして表示されます。 サポート されているデバイスがない場合は、
ターゲッ トオプシ ョ ンと してのデバイスは表示されません。

メモ ： 継続的なバックアップジ ョブは、 ［ガイ ド付き設定］ ページでは作成できません。

メモ ： VDDK （VMware Virtual Disk Development Kit） 7.0 の制限により、 VMware プロキシサーバが 
Windows 2019 を使用している場合は、 Plug-in for VMware でゲストオペレーティングシステム上の ReFS
（Resilient File System） ボリュームを参照できない場合があります。

メモ ： CDP セレクシ ョ ンセッ トのみがセレクシ ョ ンセッ ト と して表示されます。
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使用する VMware の設定とインベン ト リ ・ ビュー ・ タイプにより、 利用可能なコンテナ ・ ノード

を開きます。

d 次にバックアップするデータを選択します。

▫ ［コンテナ内のすべての仮想マシンをバックアップ］ ： コンテナ ・ ノードを選択します。
データは Datacenter ノードから始まるすべてのレベルを選択することができます。 たとえ

ば、 ESXi Server でホスト されているすべての仮想マシンをバックアップするには、 ホス

ト ・ ノードを選択し、 ［仮想マシンおよびテンプレート］ ビューで、 対応するフォルダ ・
ノードを選択します。

▫ ［個別の仮想マシンをバックアップ］ ： 該当するコンテナ ・ ノード （Datacenter、 クラスタ、

およびリソース ・ プールなど） を開いて、 バックアップする仮想マシンを選択します。 ［仮
想マシンおよびテンプレート］ ビューで、 フォルダ ・ ノードを開いてバックアップする仮
想マシンを選択します。

または、 コンテナ ・ ノードを選択して、 次にバックアップしない仮想マシンのチェ ック ・
マークを解除することもできます。

▫ ［個別の仮想ドライブをバックアップ］ ： 仮想マシン ・ ノードを開いてバックアップする
ディスクを選択します。 仮想ドライブの名前は 「Hard Disk 1」、 「Hard Disk 2」、 ... 「Hard 
Disk n」 のようになります。 スナップシ ョ ッ ト を生成できるディスクのみが表示されます。

または、 コンテナ ・ ノード （例 ： Datacenter、 リソース ・ プール、 ESXi Server、 フォル

ダ） または個別の仮想マシンを選択して、 バックアップ ・ オプシ ョ ン ・ セッ ト内にディス
ク ・ タイプ （システムまたはデータ） を指定できます。 この設定についての詳細は、 「仮想
マシンのディスク選択オプシ ョ ン」 を参照して ください。

仮想マシンの設定ファイル、 nvram、 およびログ ・ ファイルは、 仮想マシン全体を選択し

た場合でも、 個別のディスクを選択した場合でも、 常にバックアップされます。

e ［保存］ をクリ ックして、 ［新規セッ トの作成］ ダイアログボックスにセッ トの一意の名前を入力
します。

セッ ト名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含めることは
できません。 Linux OS の場合、 名前は最大で 200 文字です。 Windows OS の場合、 長さ制限はあ

りません。 ただし、 すべてのプラッ ト フォームで、 40 文字以内にすることをお勧めします。

f ダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［保存］ をクリ ックします。

4 ［プラグイン ・ オプシ ョ ン］ リス トで既存のバックアップ ・ オプシ ョ ン ・ セッ ト を選択するか、 以下の手
順に従ってセッ ト を作成します。

a ［VMware プラグインバックアップオプシ ョ ン］ ページを開くには、 ［ ］ をクリ ックします。

b ［仮想マシンのディスク選択オプシ ョ ン］ で、 以下のいずれかのオプシ ョ ンを選択します。

メモ ： 2 つのビュー （［ホス トおよびクラスタ］ と ［仮想マシンおよびテンプレート］） 間を

切り替えるには、 ESXi または vCenter Server をクリ ックして、 コンテキスト ・ メニューか

ら ［インベン ト リ ・ ビューの切り替え］ を選択します。 このオプシ ョ ンは、 サーバー ・ ノー
ドがオープン状態の場合に限り利用可能です。

メモ ： バックアップをインスタン ト リス トアの対象にする場合は、 すべてのディスクを選択
します。

メモ ： CDP 以外のセッ トの名前を入力すると、 その名前がすでに存在することを示すエ

ラーが表示されます。 名前が CDP バックアップセッ ト と して表示されない場合は、 標準

バックアップセッ ト と して存在します。

重要 ： Windows で、 イメージ ・ レベルのバックアップのバックアップ ・ オプシ ョ ン ・ セッ ト を作成

する際には、 デフォルトのセッ ト ［デフォルトのバックアップ オプシ ョ ン — VMware プラグイン 
— Windows］ をテンプレート と して使用する必要があります。 別のセッ ト をテンプレート と して

使用すると、 バックアップに失敗することがあります。
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ディスク選択オプシ ョ ンは、 対応するノードを明示的に選択またはコンテナ ・ ノード （例 ： ESXi 
Server、 リソース ・ プール、 Datacenter、 フォルダ） を暗黙的に選択することにより選択した、

すべての仮想マシンに適用されます。 このオプシ ョ ンは、 セレクシ ョ ン ・ ツリー内で明示的に選
択した 1 つまたは複数の仮想ドライブには適用されません。

c ［その他のオプシ ョ ン］ で、 以下の設定を行います。

注意 ： ディスクを選択する場合は、 ［分散バックアップジ ョブ （Distributed Backup Job）］ オプシ ョ ンを

無効にします。

表 5. 仮想マシンのディスク選択オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

すべてのディスクの
バックアップ

選択した仮想マシンの利用可能なすべての仮想ドライブをバックアップする場
合、 このオプシ ョ ンを使用します。

メモ ： スナップシ ョ ッ ト を生成できるディスクのみがバックアップされます。

メモ ： このオプシ ョ ンは、 インスタン ト リス トアに必要です。

Exclude boot disk 選択した仮想マシンのデータ ・ ディスクのみをバックアップして、 ブート ・
ディスクを除外する場合、 このオプシ ョ ンを使用します。

メモ ： バックアップをインスタン ト リス トアの対象にする場合は、 このオプ
シ ョ ンを選択しないで ください。

Exclude data disks 選択した仮想マシンのブート ・ ディスクのみをバックアップして、 データ ・
ディスクを除外する場合、 このオプシ ョ ンを使用します。

メモ ： ブート ・ ディスクを識別するために、 プラグインは MBR ディスク上のア

クテ ィブなパーティシ ョ ンのみを考慮します。 またプラグインは、 ブート ・
ディスクと してのアクテ ィブ ・ ブート ・ パーティシ ョ ン基準を満たす最初の
ディスクのみを考慮します。 このプラグインは、 複数のオペレーティング ・ シ
ステムを持つマシンには対応していません。

メモ ： バックアップをインスタン ト リス トアの対象にする場合は、 このオプ
シ ョ ンを選択しないで ください。

オプシ ョ ン 説明

Active Block 
Mapping の有効化

ABM （Active Block Mapping） 技術では、 バックアップ時に未使用のブロックを

削除するフ ィルタが用意されています。 未使用のブロックを削除するとバック
アップ ・サイズおよびネッ トワーク経由で送信されるデータ量が削減されます。
ABM を CBT と併用することにより、 増分および差分バックアップ時に、 変更

されたアクテ ィブなブロックのみをバックアップすることができます。

ABM は、 標準ディスク上の NTFS ファイル ・ システムおよび EXT ファイル ・

システムでサポート されます。 XFS では、 ABM はサポート されていません。

ABM は、 デフォルトでは無効化されています。 このチェ ック ・ ボックスを選択

すると ABM が有効になります。 これにより、 本プラグインは仮想ドライブ上で

アクテ ィブな対象セクシ ョ ンのみをバックアップします。 ABM はディスクをス

キャンし、 インアクテ ィブなブロックを検出します。 それらのブロックはバッ
クアップ中に省略されます。

メモ ： ABM はまた削除済みデータを除外します。 ABM を使ってバックアップさ

れた仮想マシンをリストアする場合、 その仮想マシンの削除取り消し操作を実
行することはできません。 Active Block Mapping を使用しない場合、 CBT には

削除済みブロックが含まれます。

バックアップ ・ ジ ョ ブにサポート されていないディスク ・ タイプが含まれてい
る場合、 このオプシ ョ ンはこれらのディスクでは無視されます。
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以前のバックアップ
からスナップシ ョ ッ
ト を削除する 

バックアップ ・ ジ ョ ブを実行すると、 選択したデータをバックアップするため
に、 プラグインにより仮想マシンにスナップシ ョ ッ ト 「BKB_SNAP」 が作成さ

れます。 バックアップが正常に完了するか失敗するかにかかわらず、 ジ ョ ブが
完了するとプラグインによりスナップシ ョ ッ トが削除されます。 ジ ョ ブが停止
された場合、 または親プロセスか子プロセスが何らかの理由で終了された場合
にも、 プラグインによりスナップシ ョ ッ トが削除されます。 ただし、 ジ ョ ブが
異常終了した場合は、 クリーンアップ処理でスナップシ ョ ッ ト を削除できない
場合があります。 このような場合に対応するために、 プラグインではジ ョブの
次回実行時にスナップシ ョ ッ ト を削除するオプシ ョ ンが利用できます。

現在のジ ョブを実行するとき、 ［以前のバックアップからスナップシ ョ ッ ト を削
除］ チェ ック ・ ボックスを選択して、 既存のスナップシ ョ ッ ト を削除できます。
スナップシ ョ ッ ト 「BKB_SNAP」 のみが仮想マシンから削除されます。 このオ

プシ ョ ンでは、 その仮想マシンに存在するその他のスナップシ ョ ッ トは削除さ
れません。

オプシ ョ ン 説明
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最大パラレル ・ ス ト
リーム数

デフォルトで、 プラグインは 1 つのバックアップ ・ ジ ョ ブに付き 1 つのデータ ・

ス ト リームを生成し、 連続して選択した仮想マシンをバックアップします。 ス
ループッ トの向上およびイメージレベル ・バックアップの全体的なバックアッ
プ時間を短縮するため、 本プラグインを設定して複数の仮想マシンのパラレル ・
バックアップを実行することができます。

この設定を使用して、 1 つのイメージレベル ・バックアップ ・ ジ ョ ブについて生

成可能なパラレル ・ データ ・ ス ト リームの最大数を決定することができます。
たとえば、 バックアップ ・ ジ ョ ブに 10 台の仮想マシンが含まれており、 このパ

ラメータに 「4」 を設定すると、 本プラグインは 4 台の仮想マシンを並行して

バックアップします。

1 つのジ ョブに対する実際のパラレル ・ ス ト リーム数は以下の要因により異なり

ます。

• バックアップ ・ デバイス数またはバックアップ ・ ジ ョ ブに利用可能なス
ト リーム数。 たとえば、 このパラメータを 4 に設定した一方で、 利用可

能なテープドライブが 2 台しかない場合、 または NetVault SmartDisk が 
2 つの同時スト リームしかサポートできない場合、 本プラグインは 2 つ
の仮想マシンのみを並行処理します。

• ジ ョブ内に含まれる仮想マシン数について。 たとえば、 このパラメータ
を 「4」 に設定し、 バックアップに選択された仮想マシン数が 「3」 の場

合、 本プラグインは 3 つのデータ ・ ス ト リームのみを作成します。

パラレル ・バックアップの場合、 プラグインはバックアップ全体を調整する親
プロセスと、 仮想マシンの実際のバックアップ ・ タスクを実行する個別の子プ
ロセスを生成します。 1 つのバックアップ ・ ジ ョ ブに対して生成可能な最大子プ

ロセスは、 該当するジ ョブに設定した ［最大パラレル ・ ス ト リーム数］ の値に
相当します。 親プロセスおよび子プロセスはすべて、 本プラグインが実行中の
NetVault クライアン ト上で作成されます。

子プロセスがバックアップ ・ デバイスを取得しバックアップ ・ ス ト リームを作
成すると、 ワーカー ・ プロセスに仮想マシンをバックアップするタスクが割り
当てられます。 バックアップの完了後、 バックアップ対象の仮想マシンが他に
存在すると、 ワーカー ・ プロセスには次のタスクが割り当てられます。 各タス
クにはタスク ID が割り当てられます。 スナップシ ョ ッ トは、 仮想マシンが子プ

ロセスに割り当てられた場合に限り生成されます。

［最大パラレル ・ ス ト リーム数］ を設定する際、 以下の点を考慮する必要があり
ます。

• ［最大パラレル ・ ス ト リーム数］ オプシ ョ ンに設定した値が、 ジ ョブから
アクセス可能なバックアップ ・ デバイス数およびスト リーム数を超えて
いないことを確認します。

利用可能なデバイスが十分でないと、 複数の子プロセスが同一のデバイ
スに同時にアクセスし、 一斉に書き込みを行うため、 バックアップ全体
の所要時間が著し く長く なります。

• NetVault クライアン ト上で実行中の複数プロセスが及ぼす負荷は、 パ

フォーマンスにマイナスとなる影響を与えます。

• 同一のデータストアからの複数仮想マシンのバックアップにかかる負荷
は、 データストア上の I/O アクテ ィビテ ィ を増加させます。

• データ転送に LAN 転送モード （NBD/NBDSSL） を使用している場合、

同一の ESXi Server の管理下にある複数の仮想マシンのバックアップに

かかる負荷は、 ホストにおける負荷を増加させます。

メモ ： さらにデータ ・ ス ト リームが利用できる場合でも、 仮想マシンの複数
ディスクのバックアップには、 1 つの子プロセスのみが使用されます。 子プロセ

スは、 仮想マシン全体をバックアップするのか、 または個別のディスクをバッ
クアップするのかにかかわらず、 仮想マシン全体のスナップシ ョ ッ ト を作成し、
ジ ョ ブが完了するまでそのスナップシ ョ ッ ト を保持します。

オプシ ョ ン 説明
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d ［保存］ をクリ ックして、 ［新規セッ トの作成］ ダイアログボックスにセッ トの名前を入力します。

セッ ト名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含めることは
できません。 Linux OS の場合、 名前は最大で 200 文字です。 Windows OS の場合、 長さ制限はあ

りません。 ただし、 すべてのプラッ ト フォームで、 40 文字以内にすることをお勧めします。

e ダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［保存］ をクリ ックします。

5 ［スケジュール］ オプシ ョ ンを選択するには、 ［ ］ をクリ ックして、 以下の手順を実行します。

a ［スケジュール］ ウィ ンドウで、 各増分スナップシ ョ ッ トの間隔を時間単位で設定します。 最小値
は 1 時間です。

b 各合成フルバックアップの間隔を日単位で設定します。

c ［保存］ をクリ ックします。

6 ［ターゲッ トスト レージ］ オプシ ョ ンを選択するには、 ［ ］ をクリ ックして、 以下の手順を実行します。

a ［バックアップターゲッ ト］ ウィ ンドウで、 使用可能な QoreStor デバイスを選択します。

b ［保存］ をクリ ックします。

7 ［詳細設定］ オプシ ョ ンを選択するには、 ［ ］ をクリ ックして、 以下の手順を実行します。

a 以前の合成フルバックアップを削除する前に、 保持する合成フルバックアップの数を選択します。

b 必要に応じて、 ［バックアップを不変にする］ を選択します。

c ［保存］ をクリ ックします。

詳細設定セッ トの詳細については、 『Quest NetVault アド ミニスト レーターズガイド』 を参照して くださ

い。

8 ［バックアップジ ョブ作成］ ページで、 ジ ョ ブ実行をスケジュールするために、 ［保存 & 実行］ をクリ ッ

クします。

スケジュールしないでジ ョブ定義を保存するには、 ［保存］ をクリ ックします。 このジ ョブは、 ［ジ ョ ブ
定義管理］ ページから、 表示、 編集、 または実行することができます。 実行しない限り、 ［ジ ョ ブ ・ ス
テータス］ ページにこのジ ョブは表示されません。

バックアップエラー
時に仮想マシンを自
動診断する

仮想マシンのバックアップ ・ エラーの原因を特定できる事前定義されたテスト
を実行するには、 このチェ ック ・ ボックスを選択します。

診断方式についての詳細は、 「仮想マシンの問題の診断」 を参照して ください。

［診断結果］ ダイアログ ・ ボックスには、 ［ログ参照］ ページからアクセスでき
ます。 詳細は、 ログ ・ コンテキスト ・ オブジェク ト と して保存されます。

他の VMware バック

アップ ・ プロキシへ
のバックアップ ・
ジ ョ ブの分配を無効
にする

分散ジ ョブ機能を使用するように環境を設定した場合は、 このチェ ック ・ ボッ
クスを選択して、 特定ジ ョブに対してこの機能をオフにします。 このオプシ ョ
ンはデフォルトでは無効になっています。

ジ ョ ブ ・ レベルの転
送モードを有効にす
る

分散ジ ョブ機能を使用してジ ョブ ・ レベルで転送モードを手動で設定する場合
は、 このオプシ ョ ンを選択して、 該当する ［プライマリ転送モード］ と
［フォールバック転送モード］ を選択します。

メモ ： CDP は、 QoreStor バージ ョ ン 7.1.2 以降でのみ使用できます。 サポート されているデバイス

のみが、 使用可能なターゲッ トス ト レージとして表示されます。 サポート されているデバイスがな
い場合は、 ターゲッ トオプシ ョ ンと してのデバイスは表示されません。

メモ ： 手順 a で選択した時間の長さによって、 バックアップを不変にする時間の長さも決ま

ります。

オプシ ョ ン 説明
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［ジ ョ ブ ・ ステータス］ ページではジ ョブの進捗をモニタしたり、 ［ログ参照］ ページではログを表示し
たりすることができます。

［ジ ョ ブステータス］、 ［ログ参照］、 ［ジ ョ ブ定義管理］ の詳細については、 『Quest NetVault アド ミニス

ト レーターズガイド』 を参照して ください。

継続的なデータ保護と  Plug-in for Data Copy
ビルト インの Plug-in for Data Copy には、 継続的なデータ保護 （CDP） バックアップのコピーを作成する機能が

用意されています。 

QoreStor 7.1.2 以降では、 データコピーによる CDP バックアップ時のデータのレプリケーシ ョ ンは、 レプリ

ケーシ ョ ンの最初のインスタンスに対してのみサポート されます。 後続のデータコピーでは、 レプリケーシ ョ ン
は行われずにフルコピーが作成されるため、 データコピージ ョブの速度が低下することがあります。

合成フルバックアップ間のデータコピーのスケジュールが重複していないことを確認します。 データコピージ ョ
ブが開始される前に次回の合成フルバックアップが完了するよう十分な時間を確保します。

追加説明
• コンテナ ・ ノード （たとえば、 Datacenter、 リソース ・ プール、 または ESXi Server など） を選択する

と、 ジ ョ ブの定義後にホストに新たに追加された仮想マシンがすべて自動的にバックアップに含められ
ます。 同様に、 ホストから仮想マシンが削除されると、 自動的にバックアップから除外されます。 仮想
マシンをホストに追加またはホストから削除するたびにジ ョブ定義を変更する必要はありません。

• バックアップ ・ ジ ョ ブを定義した後、 選択した仮想マシンを他のホストに Storage vMotion を使用して移

動した場合は、 以下の要件が満たされる場合に限り、 その仮想マシンは当該ジ ョブの一部としてバック
アップされます。

▪ vCenter Server が本プラグインに追加され、 仮想マシンへのアクセスが vCenter Server を通じて

認証されていること。

注意 ： CDP バックアップジ ョブに対しては、 ［今すぐ実行］ オプシ ョ ンを使用しないで ください。 使用す

ると、 合成フルスケジュールとインスタンス数の不一致が生じます。

表 6. データコピーを使用した CDP バックアップのレプリケーシ ョ ン

データコピー方法 スケジュール
ターゲッ ト ・ ス ト
レージ

コピーの種類 コピーにかかる時間

バックアップセッ ト 重複しない 2 つの合

成フルバックアップ
の間

QoreStor 7.1.2 以降 差分のレプリケー
シ ョ ン

バックアップ内の変
更のみをコピーする
時間

他のターゲッ トス ト
レージ

バックアップのフル
コピー

バックアップ内のす
べてのデータをコ
ピーする時間

バックアップ 合成フルバックアッ
プおよび増分バック
アップをオンデマン
ドで 1 回

QoreStor 7.1.2 以降 差分のレプリケー
シ ョ ン

バックアップ内の変
更のみをコピーする
時間

合成フルバックアッ
プをオンデマンドで 
1 回

他のターゲッ トス ト
レージ

バックアップのフル
コピー

バックアップ内のす
べてのデータをコ
ピーする時間

フルバックアップの
増分バックアップを
含める （非推奨）
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▪ 選択した仮想マシンの移動先である ESXi Server ホスト も、 同一の vCenter Server によって制御

されていること。

上記の要件に当てはまらない場合、 移動した仮想マシンのバックアップは失敗に終わります。

• VMware vSphere フォールト ・ ト レランス （vSphere FT） を使用して保護されている仮想マシンをバッ

クアップするときは、 以下の点に注意して ください。

▪ vSphere FT グループは、 6.0 ビルド番号 4192238 以降を使用している VMware ESXi ホストによ

り vCenter Server の下で管理する必要があります。

▪ バックアップの FT グループでは、 プライマリ仮想マシンのみ選択できます。 プラグインでは、 セ

カンダリ仮想マシンを選択できません。

▪ プラグインでは、 vSphere FT を使用して保護されている場合のみ、 プライマリ仮想マシンが FT
グループで表示され、 選択できます。 仮想マシンがレガシーのフォールト ・ ト レランスを使用し
て保護されている場合は選択できません。

▪ コンテナ ・ レベルの選択の場合、 FT グループ内のプライマリ仮想マシンのみがバックアップされ

ます

▫ セカンダリ仮想マシンはバックアップから除外されます。 検出された場合、 プラグインで
は次のログ ・ メ ッセージが生成されます。

フォールト ト レランスグループで二次的な役割の VM '<VM_name>' は
バックアップされません

▫ レガシー FT を使用しているプライマリ仮想マシンもバックアップされません。 検出され

た場合、 プラグインでは次のログ ・ メ ッセージが生成され、 次の警告付きで完了します。
レガシーのフォールト ・ ト レランスが有効である間は、 仮想マシンをバックアップできま
せん。

▪ バックアップ ・ ジ ョ ブに FT マシンが含まれていて、 フェイルオーバーが発生した場合、 ジ ョブで

は、 次にジ ョブを実行するときに、 新しいプライマリ仮想マシンが自動的に保護されます。

▪ バックアップ ・ ジ ョ ブの実行中にフェイルオーバーが発生した場合、 バックアップ ・ スナップ
シ ョ ッ ト を作成できないため、 バックアップ ・ ジ ョ ブが失敗する可能性があります。 VADP によ

り、 フォールト ・ ト レランスが有効化された仮想マシンのフェイルオーバー中はスナップシ ョ ッ
ト を作成できません。 ログには以下のメ ッセージが表示されます。

VM スナップシ ョ ッ トの作成タスクは、 次の理由で失敗しました。

「現在の状態では操作が許可されません。」

この問題が発生した場合、 フェイルオーバー ・ プロセスが完了した後にも う一度バックアップ ・
ジ ョ ブを実行します。

▪ FT が有効になっている仮想マシンでは、 VMware が CBT に対応していないため、 このような仮

想マシンの場合、 ［仮想マシンに対して CBT （Changed Block Tracking） を有効化］ が選択され

ていても、 ディスク上のすべてのセクタが常にバックアップされます。 この動作は、 フルおよび
増分バックアップ ・ ジ ョ ブの両方に該当します。

▪ FT が有効化された仮想マシンをリストアするとき、 プラグインでは、 リカバリ後にマシンに FT
を設定しません。 リカバリが完了した後、 リス トアされたマシンで FT を有効化する必要がありま

す。 プラグインでは、 次のログ ・ メ ッセージが生成され、 次の警告付きでリストア ・ ジ ョ ブを完
了します。 「バックアップ時、 仮想マシンに対してフォールト ・ ト レランスが設定されました。 そ
の機能を引き続き使用するには、 リカバリ後に再設定して ください。」

▪ VMware では、 FT が有効化された仮想マシンのファイル ・ レベルのマウン トがサポート されませ

ん。

▪ プラグインでは FT が有効になっている仮想マシンのファイルレベル （.vmdk） のリス トアをサ

ポート していませんが、 ゲスト ファイルシステムレベルでファイルをリストアできます。

• 仮想アプリケーシ ョ ン （vApp） の一部である仮想マシンについては、 その他の仮想マシンと組みあわせ

て選択することができます。 現在セレクシ ョ ン ・ ツリーは、 そのような仮想マシンと、 vApp の一部では

ないその他の仮想マシンを区別して表示しない点に注意して ください。
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vApp ノードを選択すると、 vApp に含まれる仮想マシンのみがバックアップされます。 vApp のメ タデー

タはバックアップに含まれません。

• 初回のフル ・バックアップまたは後続の増分または差分バックアップの実行後に、 バックアップ ・ セレ
クシ ョ ン ・ セッ ト （またはバックアップ ・ セレクシ ョ ン ・ セッ トに含まれる ESXi Server） に新しい仮想

マシンを追加すると、 プラグインでは、 以下の操作が実行されます。

▪ 増分または差分バックアップを実行する場合、 新しい仮想マシンのフル ・バックアップを作成し
ます。

▪ CBT がすでに仮想マシンに対して有効になっている場合や、 増分または差分バックアップに対し

て ［仮想マシンに対して CBT （Changed Block Tracking） を有効化］ チェ ックボックスを選択し

た場合を除き、 CBT に対応していないフルバックアップを作成します。

▪ CBT が有効化されており、 仮想マシンで CBT ベースのフル ・バックアップが実行されている場

合は、 新しい仮想マシンの後続の増分バックアップを増分として実行します。

▪ 新しい仮想マシンの後続の差分バックアップをフル ・バックアップとして実行します。 これは、
これらのバックアップがバックアップ ・ セレクシ ョ ン ・ セッ トに対して作成された最新のフル ・
バックアップに基づいているためです。

例 ：

1 任意の仮想マシン （MyVM1 など） を 1 つ選択し、 バックアップ ・ セレクシ ョ ン ・ セッ ト

（MySelectionSet など） を作成します。

2 MySelectionSet を使用して CBT 対応のフル ・バックアップを実行します。

3 MySelectionSet を変更し、 仮想マシン （MyVM2 など） を追加します。

4 MySelectionSet を使用して CBT 対応の増分および差分バックアップを実行します。

5 MySelectionSet を使用しても う 1 回 CBT 対応の増分および差分バックアップを実行します。

結果 ：

▪ 増分バックアップを選択した場合は、 プラグインによりステップ 4 で MyVM2 のフル ・バック

アップが作成され、 ステップ 5 でその仮想マシンの増分バックアップが作成されます。

▪ 差分バックアップを選択した場合は、 プラグインによりステップ 4 およびステップ 5 で MyVM2
のフル ・バックアップが作成されます。 これは、 これらのバックアップがステップ 2 で作成され

た最新のフル ・バックアップに基づいているためです。

• バックアップで CBT を使用する場合、 Storage vMotion または VMware vSphere Storage DRS を使った

仮想マシンの移行はお勧めできません。 詳し くは、 http://kb.vmware.com/kb/2048201 を参照して くださ

い。

• CBT を有効化せずに Thick Provisioned Lazy Zeroed ディスクのフル ・バックアップを実行する場合、 空

セクタはバックアップ中に実質ゼロ （0） に変換されます。 このバックアップをリス トアする場合、 ディ

スク ・ タイプは Eager Zeroed に変更されます。

• データのバックアップが完了後、 プラグインによって、 NetVault データベースにバックアップのイン

デックスが書き込まれます。 この手順でエラーが発生すると （たとえば、 ファイル転送エラーやサー
バーの空きディスク領域不足など）、 次のエラーが報告されます。

ログ ・ メ ッセージ ： バックアップ ・ インデックスをデータベースに書き込むことができませんでした。

ログ内容 ： バックアップ ・ メディアをスキャンして、 このバックアップのインデックスを取得し、 デー
タベースに追加できます。

このような場合、 バックアップ ・ メディアをスキャンしてインデックスを回復できます。 ただし、 イン
デックスをインポートする前に、 ログ ・ メ ッセージをチェ ックしてバックアップ時に他のエラーが報告
されていないことを確認する必要があります。

http://kb.vmware.com/kb/2048201
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バックアップ ・ セレクシ ョ ン ・ ツリーのアイコン
次の表を参照して、 本プラグインのバックアップ選択ツリーに表示される各アイコンの意味を確認して ください。

表 7. バックアップ ・ セレクシ ョ ン ・ ツリーのアイコン

アイコン 説明

vCenter Server

Datacenter Server

ESXi Server クラスタ

クローズ ・ フォルダ

オープン ・ フォルダ

ESXi Server

メンテナンス ・ モードの ESXi Server

アクセス不能な ESXi Server

バーチャル アプライアンス （vApp）

リ ソース ・ プール

仮想マシン （電源オン）

アクセス不能な仮想マシン

マウン ト済み仮想マシン

一時停止中の仮想マシン

電源オフの仮想マシン

仮想マシン （電源オン、 CBT 有効）

アクセス不能な仮想マシン （CBT 有効）

マウン ト済み仮想マシン （CBT 有効）

一時停止中の仮想マシン （CBT 有効）

電源オフの仮想マシン （CBT 有効）

耐障害性グループ内のプライマリ仮想マシン （電源オン）

アクセス不能なプライマリ仮想マシン

一時停止中のプライマリ仮想マシン

電源オフのプライマリ仮想マシン

耐障害性グループ内のセカンダリ仮想マシン

アクセス不能なセカンダリ仮想マシン

一時停止中のセカンダリ仮想マシン

電源オフのセカンダリ仮想マシン
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バックアップ ・ ジ ョ ブの再開
このプラグインでは、 以前に失敗した仮想マシンのみをバックアップするジ ョブを再開するオプシ ョ ンが利用で
きます。 この方式を使用するには、 そのジ ョブでバックアップ ・ オプシ ョ ン ［再開可能なバックアップを有効
化］ を設定する必要があります。 このオプシ ョ ンの詳細は、 「イ メージ ・ レベルのバックアップの実行」 を参照
して ください。 失敗した仮想マシンがある状態で、 再開可能なバックアップが完了した場合、 このプラグインで
は、 完了した仮想マシンのバックアップ ・ インデックスが生成され、 ジ ョ ブ ・ ステータスが ［ジ ョ ブが停止しま
した］ に設定されます。 このジ ョブの再開は、 ［ジ ョ ブ ・ ステータス］ ページから行えます。

ジ ョ ブを再開するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ジ ョ ブ ・ ステータス］ をクリ ックします。

2 ジ ョブのリストでジ ョブを選択して、 ［再開］ をクリ ックします。

ジ ョ ブを再開すると、 このプラグインによって増分バックアップ ・ ジ ョ ブが実行され、 失敗した仮想マ
シンがバックアップされます。 再開されたインスタンスでは、 最初にジ ョブを実行した後にホストに追
加された仮想マシンはバックアップされません。

再開されたすべてのインスタンスは、 ［リス トア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセッ ト選択］ ページに単一の

セーブセッ ト と して表示されます。

仮想マシンの CBT のリセッ ト
増分または差分バックアップ時に、 プラグインが、 仮想マシンの変更されたディスク ・ セクタを判断できない場
合、 「バックアップする領域を決定できませんでした」 というエラーが報告され、 ディスク全体がバックアップ
されます。 この場合は、 以下の手順に従って仮想マシンの CBT をリセッ ト します。 続行する前に、 ターゲッ ト

仮想マシンの既存のスナップシ ョ ッ ト を削除します。

仮想マシンの CBT をリセッ トするには

1 バックアップジ ョブウィザードを開始し、 ［セレクシ ョ ン］ リス トの横にある ［ ］ をクリ ックします。

2 プラグインがインストールされている NetVault クライアン ト を開いて、 次に ［VMware プラグイン］ を

開きます。

3 ESXi Server または vCenter Server、 および他の適切なコンテナ ・ ノード （たとえば、 Datacenter、 クラ

スタ、 リソース ・ プール、 およびその他のノード） を開いて、 ターゲッ ト仮想マシンを表示します。

4 ターゲッ トの仮想マシンをクリ ックして、 コンテキスト ・ メニューから ［CBT のリセッ ト］ を選択しま

す。

このオプシ ョ ンは、 CBT が有効になっている仮想マシンでのみ利用できます。

5 仮想マシンが再設定され、 メ ッセージが表示された後、 ［OK］ をク リ ックして、 ダイアログ ・ ボックス

を閉じます。

重要
• CBT のリセッ ト中、 仮想マシンにはスナップシ ョ ッ トが存在しないようにする必要があります。 そう し

ないと、 リセッ ト操作は失敗します。

メモ ： 複数のジョブを同時に選択すると、 ［再開］ は動作しません。

重要 ： ジ ョブは複数回再開できます。 ただし、 バックアップ ・ シーケンスに対してその後でフルまたは増
分バックアップしてからインスタンスを再開しよう とすると、 ジ ョ ブがインデックス競合エラーを報告し
ます。
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• Quest では、 電源オフ状態の仮想マシンの CBT をリセッ ト した場合、 その仮想マシンで CBT を有効にし

たバックアップを実行する前に仮想マシンの電源をオンにすることをお勧めします。 電源オフ状態で
CBT を有効にしたバックアップを実行すると、 次のエラーが報告され、 バックアップが失敗する可能性

があります ：

ログ ・ メ ッセージ ： バックアップするディスク領域を決定できませんでした。

ログ内容 ： 指定されたパラメータが正し くありませんでした。 deviceKey。

• 仮想マシンの CBT をリセッ ト後、 次の増分バックアップでは、 その仮想マシンのすべてのブロックが

バックアップされます。 それ以降の増分バックアップでは、 変更されたディスク ・ セクタのみがバック
アップされます。

• CBT のリセッ ト中にエラー ・ メ ッセージが表示された場合は、 vSphere Client の ［Recent Tasks］ ウィ ン

ドウを参照して、 リクエストの失敗理由を示すメ ッセージを確認します。

ジ ョ ブの進行状況の監視
ジョブの進捗状況を監視するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ジ ョ ブ ・ ステータス］ をクリ ックします。

2 ジ ョブのリストから、 利用可能なジ ョブを選択して、 ［モニタ］ をクリ ックします。

3 ［ジ ョ ブ監視］ ページでは、 以下の詳細情報を参照できます。

▪ ジ ョブ詳細 ： この領域には、 ジ ョブ ID、 タイ トル、 フェーズ、 インスタンス、 クライアン ト、 プ

ラグイン、 開始時間、 予測完了時間、 実行数、 期間、 サイズ、 およびステータスが表示されます。

▪ データ転送チャート ： この領域には、 データ転送チャートが表示されます。

▪ ジ ョブのログ ： この領域には、 ログ ・ メ ッセージが表示されます。
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ファイル ・ レベル ・バックアップ方式
の使用

• ファイル ・ レベル ・バックアップの実行

• ファイルレベルの継続的なバックアップの実行

• スナップシ ョ ッ トおよびマウン ト ・ フォルダの手動による削除

フ ァイル ・ レベル ・バックアップの実行
次の手順では、 ビルト インの Plug-in for FileSystem を使用してファイルをバックアップする方法について説明

します。

ファイルレベルのバックアップを実行するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［バックアップ ・ ジ ョ ブ作成］ をクリ ックして、 設定ウィザードを開始しま
す。

— または —

［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ をクリ ックして、 次に ［NetVault 設定ウィザード］

ページで ［バックアップ ・ ジ ョ ブ作成］ をクリ ックします。

2 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定します。

ジ ョ ブの進捗状況の監視やデータのリストア時にジ ョブを識別しやすくするため、 分かりやすい名前を
割り当てます。 ジ ョ ブ名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 ラテン語以外の文字を含め
ることはできません。 また、 長さ制限はありません。 ただし、 すべてのプラッ ト フォームで、 40 文字以

内にすることをお勧めします。

3 ［セレクシ ョ ン］ リス トで、 既存のバックアップ ・ セレクシ ョ ン ・ セッ ト を選択するか、 以下の手順に
従ってセッ ト を作成します。

a ［NetVault セレクシ ョ ン］ ページを開くには、  をクリ ックします。

b プラグインがインストールされている NetVault クライアン ト を開いて、 次に ［VMware プラグイ

ン］ を開きます。

c 目的の VMware ESXi Server または VMware vCenter Server を開きます。

インベン ト リ ・ ビューのタイプに応じて、 以下の作業を行います。

▫ ［ホス トおよびクラスタ］ インベン ト リ ・ ビュー ： 利用可能な仮想マシンを表示するには、
［Datacenter］、 ［クラスタ］、 ［リ ソース ・ プール］、 およびその他のノードを順に開きます。

▫ ［仮想マシンおよびテンプレート］ ビュー ： 利用可能な仮想マシンを表示するには、
［Datacenter］ およびフォルダ ・ ノードを開きます。

メモ ： VDDK （VMware Virtual Disk Development Kit） 7.0 の制限により、 VMware プロキシサーバが 
Windows 2019 を使用している場合は、 Plug-in for VMware でゲストオペレーティングシステム上の ReFS
（Resilient File System） ボリュームを参照できない場合があります。
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d 目的の仮想マシンをクリ ックし、 コンテキスト ・ メニューから ［マウン ト］ を選択します。

プラグインは仮想ドライブ ・ ファイルのスナップシ ョ ッ ト を取得して、 NetVault クライアン トへ

のマウン ト を試みます。 仮想マシン ・ ディスクのファイル ・サイズに応じて、 マウン ト操作完了
までに時間は異なります。 マウン トが正常に完了すると以下の処理が行われます。

▫ 作業ディレク ト リ （［設定］ ダイアログ ・ ボックスで設定） 内にフォルダが作成されます。
このフォルダには、 選択した仮想マシンと同じ名前が割り当てられます。

▫ セレクシ ョ ン ・ ツリーに ［ド ライブ］ ノードが追加されます。 このノードは、 選択した仮
想マシン下に表示されます。

e 使用可能なドライブを表示するには、 ［ド ライブ］ ノードを開きます。

f ド ライブを選択するか、 またはノードを開いてディ レク ト リ ・ ツリーを展開し、 バックアップ対
象のファイルおよびディ レク ト リを選択します。

g ［保存］ をクリ ックして、 ［新規セッ トの作成］ ダイアログ ・ ボックスにセッ トの名前を入力します。

セッ ト名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含めることは
できません。 Windows OS の場合、 長さ制限はありません。 ただし、 40 文字以内にすることをお

勧めします。

h ダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［保存］ をクリ ックします。

4 ［プラグイン ・ オプシ ョ ン］ リス トで既存のバックアップ ・ オプシ ョ ン ・ セッ ト を選択するか、 以下の手
順に従ってセッ ト を作成します。

a ［File System Plugin バックアップオプシ ョ ン］ ページを開くには、 ［ ］ をクリ ックします。

b 以下の設定を行います。

メモ ： 仮想マシンに接続されているディスクが controller:device 順 （ide0:0、 ide0:1、 scsi0:0、
scsi0:1 など） に配置されている場合に、 起動ディスクが仮想マシンに接続されている最初のディ

スクでないと、 仮想マシンのマウン ト操作が失敗することがあります。

重要 ： 仮想マシンのマウン ト後、 仮想マシン ・ ノードを選択するとジ ョブは失敗します。 すべての
ドライブをジ ョブに含めるには、 各ドライブを個別に選択する必要があります。

重要 ： Windows で、 ファイルレベル ・バックアップのバックアップ ・ オプシ ョ ン ・ セッ ト を作成す

る際には、 デフォルトのセッ ト ［ファイル システムのデフォルトのバックアップ オプシ ョ ン — 
VMware プラグイン - Windows］ をテンプレート と して使用する必要があります。 別のセッ ト をテ

ンプレート と して使用すると、 バックアップに失敗することがあります。

オプシ ョ ン 説明

バックアップ ・ タイ
プ

以下から適切なオプシ ョ ンを選択します。

• フル

• 増分

• 差分

ファイル ・ レベルのバックアップ ・ タイプの詳細は、 「ファイル ・ レベルのバッ
クアップ」 を参照して ください。

ダンプ ・ タイプ ・
バックアップの作成

ダンプ ・ タイプの増分または差分バックアップを作成するには、 このチェ ック ・
ボックスを選択します。 これらのバックアップでは、 特定の増分バックアップま
たは差分バックアップでバックアップされたファイルのみをリストアできます。

バックアップ中に変
更されたファイルを
確認

バックアップ中に変更されたファイルを 「in flux」 と してマークするには、 この

チェ ック ・ ボックスを選択します。 リス トア時に、 デフォルトでそれらのファ
イルはリストアされません。 これらのファイルをリストアするには、 リス トア ・
オプシ ョ ン ・ セッ トで ［バックアップ中に変更されたファイルをリストア］ オ
プシ ョ ンを設定する必要があります。

バックアップ中に更新されたファイルをチェ ックしない場合は、 このチェ ック ・
ボックスの選択を解除します。
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c ［保存］ をクリ ックして、 ［新規セッ トの作成］ ダイアログ ・ ボックスにセッ トの名前を入力しま
す。

セッ ト名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含めることは
できません。 Windows OS の場合、 長さ制限はありません。 ただし、 40 文字以内にすることをお

勧めします。

d ダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［保存］ をクリ ックします。

5 スケジュール ・ セッ ト、 ターゲッ ト ・ セッ ト、 および詳細設定セッ ト を選択または作成します。

これらの設定についての詳細は、 『Quest NetVault アド ミニスト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照して くださ

い。

6 ジ ョブ実行をスケジュールするには、 ［保存 ＆ 実行］ をクリ ックします。

スケジュールしないでジ ョブ定義を保存するには、 ［保存］ をクリ ックします。 このジ ョブは、 ［ジ ョ ブ
定義管理］ ページから、 表示、 編集、 または実行することができます。 実行しない限り、 ［ジ ョ ブ ・ ス
テータス］ ページにこのジ ョブは表示されません。

［ジ ョ ブ ・ ステータス］ ページではジ ョブの進捗をモニタしたり、 ［ログ参照］ ページではログを表示し
たりすることができます。

［ジ ョ ブステータス］、 ［ログ参照］、 ［ジ ョ ブ定義管理］ の詳細については、 『Quest NetVault アド ミニスト

レーターズガイド』 を参照して ください。

フ ァイルレベルの継続的なバックアップ
の実行
次の手順では、 ビルト インの Plug-in for FileSystem を使用してファイルを継続的にバックアップする方法につ

いて説明します。

再開できるバック
アップを有効化

ジ ョブを一時停止して、 後ほどその時点から再開する機能を利用する場合は、
このチェ ック ・ ボックスを選択します。

ジ ョ ブを停止すると、 その時点までに処理されたすべてのアイテムのインデッ
クスが生成され、 バックアップ ・ メディアと NetVault データベースに書き込ま

れます。 後でジ ョブを再開すると、 残りのファイルとフォルダに対して増分
バックアップ ・ ジ ョ ブが実行されます。

ジ ョ ブの停止、 再開は、 ［ジ ョ ブ ・ ステータス］ ページから行えます。 詳し く
は、 『Quest NetVault Plug-in for FileSystem ユーザーズ･ガイ ド』 を参照して く

ださい。

バックアップ ・ ログ
のパス

バックアップ ・ ログ ・ ファイルを作成する場合に、 ファイル名を入力します。
このログには、 バックアップ対象として選択されたファイルの一覧が記録され
ます。 正常にバックアップされたファイルには 「o」、 それ以外のファイルには

「x」 マークが付けられます。 増分バックアップでこのオプシ ョ ンを使用すると、

どの新規 / 変更ファイルがバックアップされたかを識別することができます。 既

存のファイル名を指定した場合、 既存のファイルは上書きされます。 ログ ・
ファイルは CSV ファイル形式で作成され、 ファイル ・サイズ、 変更日、 ファイ

ル ・ タイプなどの詳細が含まれています。

メモ ： VDDK （VMware Virtual Disk Development Kit） 7.0 の制限により、 VMware プロキシサーバが 
Windows 2019 を使用している場合は、 Plug-in for VMware でゲストオペレーティングシステム上の ReFS
（Resilient File System） ボリュームを参照できない場合があります。

オプシ ョ ン 説明
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ファイルレベルのバックアップを実行するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［継続的なバックアップジ ョブの作成］ をクリ ックして、 設定ウィザード
を開始します。

2 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定します。

ジ ョ ブの進捗状況の監視やデータのリストア時にジ ョブを識別しやすくするため、 分かりやすい名前を
割り当てます。 ジ ョ ブ名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 ラテン語以外の文字を含め
ることはできません。 また、 長さ制限はありません。 ただし、 すべてのプラッ ト フォームで、 40 文字以

内にすることをお勧めします。

3 ［セレクシ ョ ン］ リス トで、 既存のバックアップ ・ セレクシ ョ ン ・ セッ ト を選択するか、 以下の手順に
従ってセッ ト を作成します。

a ［NetVault セレクシ ョ ン］ ページを開くには、  をクリ ックします。

b プラグインがインストールされている NetVault クライアン ト を開いて、 次に ［VMware プラグイ

ン］ を開きます。

c 目的の VMware ESXi Server または VMware vCenter Server を開きます。

インベン ト リ ・ ビューのタイプに応じて、 以下の作業を行います。

▫ ［ホス トおよびクラスタ］ インベン ト リ ・ ビュー ： 利用可能な仮想マシンを表示するには、
［Datacenter］、 ［クラスタ］、 ［リ ソース ・ プール］、 およびその他のノードを順に開きます。

▫ ［仮想マシンおよびテンプレート］ ビュー ： 利用可能な仮想マシンを表示するには、
［Datacenter］ およびフォルダ ・ ノードを開きます。

d 目的の仮想マシンをクリ ックし、 コンテキスト ・ メニューから ［マウン ト］ を選択します。

プラグインは仮想ドライブ ・ ファイルのスナップシ ョ ッ ト を取得して、 NetVault クライアン トへ

のマウン ト を試みます。 仮想マシン ・ ディスクのファイル ・サイズに応じて、 マウン ト操作完了
までに時間は異なります。 マウン トが正常に完了すると以下の処理が行われます。

▫ 作業ディレク ト リ （［設定］ ダイアログ ・ ボックスで設定） 内にフォルダが作成されます。
このフォルダには、 選択した仮想マシンと同じ名前が割り当てられます。

▫ セレクシ ョ ン ・ ツリーに ［ド ライブ］ ノードが追加されます。 このノードは、 選択した仮
想マシン下に表示されます。

e 使用可能なドライブを表示するには、 ［ド ライブ］ ノードを開きます。

f ド ライブを選択するか、 またはノードを開いてディ レク ト リ ・ ツリーを展開し、 バックアップ対
象のファイルおよびディ レク ト リを選択します。

g ［保存］ をクリ ックして、 ［新規セッ トの作成］ ダイアログ ・ ボックスにセッ トの名前を入力しま
す。

セッ ト名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含めることは
できません。 Windows OS の場合、 長さ制限はありません。 ただし、 40 文字以内にすることをお

勧めします。

h ダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［保存］ をクリ ックします。

メモ ： 仮想マシンに接続されているディスクが controller:device 順 （ide0:0、 ide0:1、 scsi0:0、
scsi0:1 など） に配置されている場合に、 起動ディスクが仮想マシンに接続されている最初のディ

スクでないと、 仮想マシンのマウン ト操作が失敗することがあります。

重要 ： 仮想マシンのマウン ト後、 仮想マシン ・ ノードを選択するとジ ョブは失敗します。 すべての
ドライブをジ ョブに含めるには、 各ドライブを個別に選択する必要があります。
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4 ［プラグイン ・ オプシ ョ ン］ リス トで既存のバックアップ ・ オプシ ョ ン ・ セッ ト を選択するか、 以下の手
順に従ってセッ ト を作成します。

a ［File System Plugin バックアップオプシ ョ ン］ ページを開くには、 ［ ］ をクリ ックします。

b 以下の設定を行います。

c ［保存］ をクリ ックして、 ［新規セッ トの作成］ ダイアログ ・ ボックスにセッ トの名前を入力します。

セッ ト名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含めることは
できません。 Windows OS の場合、 長さ制限はありません。 ただし、 40 文字以内にすることをお

勧めします。

d ダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［保存］ をクリ ックします。

5 スケジュール ・ セッ ト、 ターゲッ ト ・ セッ ト、 および詳細設定セッ ト を選択または作成します。

これらの設定についての詳細は、 『Quest NetVault アド ミニスト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照して くださ

い。

6 ジ ョブ実行をスケジュールするには、 ［保存 ＆ 実行］ をクリ ックします。

スケジュールしないでジ ョブ定義を保存するには、 ［保存］ をクリ ックします。 このジ ョブは、 ［ジ ョ ブ
定義管理］ ページから、 表示、 編集、 または実行することができます。 実行しない限り、 ［ジ ョ ブ ・ ス
テータス］ ページにこのジ ョブは表示されません。

重要 ： Windows で、 ファイルレベル ・バックアップのバックアップ ・ オプシ ョ ン ・ セッ ト を作成す

る際には、 デフォルトのセッ ト ［ファイル システムのデフォルトのバックアップ オプシ ョ ン — 
VMware プラグイン - Windows］ をテンプレート と して使用する必要があります。 別のセッ ト をテ

ンプレート と して使用すると、 バックアップに失敗することがあります。

オプシ ョ ン 説明

ダンプ ・ タイプ ・
バックアップの作成

ダンプ ・ タイプの増分または差分バックアップを作成するには、 このチェ ック ・
ボックスを選択します。 これらのバックアップでは、 特定の増分バックアップ
または差分バックアップでバックアップされたファイルのみをリストアできま
す。

バックアップ中に変
更されたファイルを
確認

バックアップ中に変更されたファイルを 「in flux」 と してマークするには、 この

チェ ック ・ ボックスを選択します。 リス トア時に、 デフォルトでそれらのファ
イルはリストアされません。 これらのファイルをリストアするには、 リス トア ・
オプシ ョ ン ・ セッ トで ［バックアップ中に変更されたファイルをリストア］ オ
プシ ョ ンを設定する必要があります。

バックアップ中に更新されたファイルをチェ ックしない場合は、 このチェ ック ・
ボックスの選択を解除します。

再開できるバック
アップを有効化

ジ ョブを一時停止して、 後ほどその時点から再開する機能を利用する場合は、
このチェ ック ・ ボックスを選択します。

ジ ョ ブを停止すると、 その時点までに処理されたすべてのアイテムのインデッ
クスが生成され、 バックアップ ・ メディアと NetVault データベースに書き込ま

れます。 後でジ ョブを再開すると、 残りのファイルとフォルダに対して増分
バックアップ ・ ジ ョ ブが実行されます。

ジ ョ ブの停止、 再開は、 ［ジ ョ ブ ・ ステータス］ ページから行えます。 詳し く
は、 『Quest NetVault Plug-in for FileSystem ユーザーズ･ガイ ド』 を参照して く

ださい。

バックアップ ・ ログ
のパス

バックアップ ・ ログ ・ ファイルを作成する場合に、 ファイル名を入力します。
このログには、 バックアップ対象として選択されたファイルの一覧が記録され
ます。 正常にバックアップされたファイルには 「o」、 それ以外のファイルには

「x」 マークが付けられます。 増分バックアップでこのオプシ ョ ンを使用すると、

どの新規 / 変更ファイルがバックアップされたかを識別することができます。 既

存のファイル名を指定した場合、 既存のファイルは上書きされます。 ログ ・
ファイルは CSV ファイル形式で作成され、 ファイル ・サイズ、 変更日、 ファイ

ル ・ タイプなどの詳細が含まれています。
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［ジ ョ ブ ・ ステータス］ ページではジ ョブの進捗をモニタしたり、 ［ログ参照］ ページではログを表示し
たりすることができます。

［ジ ョ ブステータス］、 ［ログ参照］、 ［ジ ョ ブ定義管理］ の詳細については、 『Quest NetVault アド ミニスト

レーターズガイド』 を参照して ください。

バッ クアップ ・ セレクシ ョ ン ・ ツリーのアイコン
次の表を参照して、 本プラグインのバックアップ選択ツリーに表示される各アイコンの意味を確認して くださ
い。

表 8. バックアップ ・ セレクシ ョ ン ・ ツリーのアイコン

アイコン 説明

vCenter Server

Datacenter Server

ESXi Server クラスタ

クローズ ・ フォルダ

オープン ・ フォルダ

ESXi Server

メンテナンス ・ モードの ESXi Server

アクセス不能な ESXi Server

バーチャル アプライアンス （vApp）

リ ソース ・ プール

仮想マシン （電源オン）

アクセス不能な仮想マシン

マウン ト済み仮想マシン

一時停止中の仮想マシン

電源オフの仮想マシン

仮想マシン （電源オン、 CBT 有効）

アクセス不能な仮想マシン （CBT 有効）

マウン ト済み仮想マシン （CBT 有効）

一時停止中の仮想マシン （CBT 有効）

電源オフの仮想マシン （CBT 有効）

耐障害性グループ内のプライマリ仮想マシン （電源オン）

アクセス不能なプライマリ仮想マシン

一時停止中のプライマリ仮想マシン
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スナップシ ョ ッ トおよびマウン ト ・ フォ
ルダの手動による削除
ファイル ・ レベルのバックアップまたは参照用に仮想マシンをマウン トする際、 以下のイベン トが発生します。

• 仮想マシンにスナップシ ョ ッ ト 「BKB_SNAP」 が作成されます。

• 作業ディレク ト リ内に、 仮想マシン用のマウン ト ・ フォルダが作成されます。 フォルダには、 仮想マシ
ンと同じ名前が割り当てられます。

仮想マシンをマウン ト解除すると、 クリーンアップ処理によりマウン ト ・ フォルダとスナップシ ョ ッ トが自動的
に削除されます。 標準のシナリオでは、 それらを手動で削除しないようにする必要があります。

プラグインが何らかの理由でマウン ト ・ フォルダまたはスナップシ ョ ッ トの削除に失敗した場合、 同じ仮想マシ
ンのそれ以降のマウン ト操作は失敗し、 「古いマウン トが見つかりました」 というエラー ・ メ ッセージが表示さ
れます。 たとえば、 仮想マシンのマウン ト後、 プラグインが思いがけずに終了した場合、 スナップシ ョ ッ ト とマ
ウン ト ・ フォルダは削除されません。 このような場合は、 手動で削除する必要があります。 仮想マシンがまだマ
ウン ト されているのに、 スナップシ ョ ッ ト を手動で削除してしまった場合も、 これらの手順を実行する必要があ
ります。

スナップシ ョ ッ トおよびマウン ト フォルダを手動で削除するには

1 作業ディレク ト リに仮想マシンのマウン ト ・ フォルダが含まれている場合は、 それを削除します。

2 san や hotadd などの詳細転送モードを使用中の場合、 < システム ・ ド ライブ >/windows/temp/vmware-
system ディレク ト リへ移動します。

3 このディ レク ト リに <VM_UUID>-<VMmoref> ディレク ト リが存在している場合は、 それを削除します。

<VM_UUID> はマウン ト している仮想マシンの UUID です。 <VM_moref> は ESXi Server または vCenter 
Server で仮想マシンの参照に使用する内部参照です。 このフォルダを削除するには、 フォルダに必要な

権限を設定する必要があります。

4 hotadd 転送モードを使用中の場合、 NetVault クライアン ト仮想マシン （Plug-in for VMware が稼働中の

仮想マシン） に hotadd 転送されたターゲッ ト仮想マシン （バックアップにマウン ト された仮想マシン）

のすべてのディスクを削除します。

プラグインまたは NetVault クライアン トが稼働中の仮想マシンの vSphere Client からディスクを削除で

きます。

5 vSphere Client の ［Snapshot Manager］ ウィ ンドウで、 スナップシ ョ ッ ト BKB_SNAP が存在している

場合はそれを削除します。

この手順を実行する前に、 すべてのメモリ ・ キャッシュが確実にクリアされるよう数分間 （2 ～ 3 分） 待

機します。

電源オフのプライマリ仮想マシン

耐障害性グループ内のセカンダリ仮想マシン

アクセス不能なセカンダリ仮想マシン

一時停止中のセカンダリ仮想マシン

電源オフのセカンダリ仮想マシン

表 8. バックアップ ・ セレクシ ョ ン ・ ツリーのアイコン

アイコン 説明
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仮想マシンの電源がオンのときにスナップシ ョ ッ ト を削除しよう とすると、 「ファイル < 未指定のファイ

ル名 > がロックされているためアクセスできません」 というエラー ・ メ ッセージが表示されますが、 ス

ナップシ ョ ッ トはこれ以降 ［Snapshot Manager］ ウィ ンドウに表示されな く なります。 スナップシ ョ ッ

ト を削除した後も 「Consolidate Helper-0」 スナップシ ョ ッ トが表示される場合は、 仮想マシンの電源を

オフにします。

VMware では、 スナップシ ョ ッ ト BKB_SNAP を削除した後、 スナップシ ョ ッ ト を作成および削除するこ

とを推奨しています。 スナップシ ョ ッ トの作成と削除は、 vSphere Client の ［Snapshot Manager］ ウィ

ンドウから実行できます。 この操作中は、 サーバーが redo ログを統合しよう とするため、 完了までに数

分ほどかかる場合があります。 Consolidate Helper スナップシ ョ ッ トが存在する場合は削除します。

6 データストア上に不要な redo ログがまだ存在する場合は、 ステップ 5 を再実行します。

7 この手順を実行する前に、 すべてのメモリ ・ キャッシュが確実にクリアされるよう数分間 （2 ～ 3 分） 待

機します。
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イメージ ・ レベルのバックアップのリ
ストア

• イメージ ・ レベルのバックアップのリストアについて

• 仮想マシン全体または個別の仮想ドライブのリストア

• 代替 ESXi Server への仮想マシンの移動

• 代替 vCenter Server への仮想マシンの リス トア

• リス トア中の仮想マシンの名前変更

• イメージレベル ・バックアップからのファイルレベル ・ リス トアの実行

• インスタン ト リス トアを使用した仮想マシンのリカバリ

• 仮想マシン ・ ディスクおよび設定ファイルのリストア

• セーブセッ ト内のファイルの検索

• メディア ・ リス トの表示

イ メージ ・ レベルのバックアップのリス
トアについて
イメージレベル ・バックアップは、 以下のリストア ・ タイプの実行に使用することができます。

• 仮想マシン全体または個々の仮想ドライブのリカバリ ： イ メージレベル ・バックアップは、 仮想マシン
全体を以前の状態にリカバリする、 または仮想マシンの 1 つ以上の仮想ドライブをリス トアするために

使用できます。 この方式は、 ハードウェア障害、 データ損傷、 あるいは仮想マシン ・ ディスク ・ ファイ
ルの誤削除によってデータが消失した場合に便利です。 仮想マシンは、 同一または代替 VMware ESXi 
Server ホストまたは VMware vCenter Server にリストアすることができます。

• ファイルやディレク ト リを個別にリストア ： イ メージレベル ・バックアップを使用して、 個々のファイ
ルやフォルダをリストアできます。 この方式は、 ユーザー ・ エラー、 データ損傷、 あるいはファイルの
誤削除によってデータが消失した場合に便利です。 個々のファイルやディレク ト リを、 NetVault クライ

アン トの指定したディ レク ト リにリス トアすることができます。

ファイルレベル ・ リス トアは以下のファイル ・ システムでサポート されています。

Windows ： NTFS

Linux および UNIX ： EXT2、 EXT3、 EXT4、 XFS v2、 XFS v3

Plug-in for VMware はまた、 Linux ベース ・ システム上の LVM （Logical Volume Manager） および

Windows ベース ・ システム上の LDM （Logical Disk Manager） 管理下のボリュームを、 シングルまたは

複数システムにまたがったディスクとしてサポート します。

メモ ： ファイルレベル ・ リス トアにイメージレベル ・バックアップを使用するには、 バックアップ時に
［ファイル ・ レベルのインデックス作成］ チェ ック ・ ボックスを選択する必要があります。 ファイル ・ レベ
ルのインデックス作成はデフォルトでは無効になっています
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本プラグインの現在のバージ ョ ンでは、 Windows Server 2012 ReFS （Resilient File System） およびスト

ライプ ・ ディスクはサポート されていません。

• 仮想マシン ・ ディスクおよび設定ファイルのリストアイメージ ・ レベルのバックアップを使用して、 仮
想マシン ・ ディスクおよび設定ファイルを NetVault クライアン ト上の指定したディ レク ト リへリストア

することができます。 これらのリストアしたファイルにより、 同一または異なる設定で仮想マシンをリ
カバリすることができます。 リカバリには、 Virtual Infrastructure Client や、 既存の .vmdk ファイルを

使って仮想マシンを作成する機能を持つその他のユーティ リテ ィ を利用することができます。

• 継続的なデータ保護 （CDP） および QoreStor によるインスタン ト リス トア ： VMware バックアップに 
CDP を使用し、 リポジト リに QoreStor を使用した場合は、 インスタン ト リス トア機能を使用してデータ

をリカバリできます。 QoreStor は、 リモートデータベースアクセス （RDA） プロ ト コルと  Linux ネッ ト

ワークファイル共有 （NFS） を利用して、 一時データストアとして動作します。 そこに、 NetVault に
よって VMware 仮想マシン （VM） のバックアップイメージがマウン ト され、 その瞬間に VM が利用可能

になります。 ここから、 イ メージに必要なすべてのデータが含まれていることを確認し、 vCenter ホスト

に移行できます。 詳細については、 『NetVault アド ミニスト レーターズガイド』 および 『QoreStor ユー

ザーガイド』 を参照して ください。

仮想マシン全体または個別の仮想ドライ
ブのリストア
イメージ ・ レベルのバックアップから仮想マシン全体または個別の仮想ドライブをリス トアするには、 以下の手
順に従います。

• 前提条件

• データのリストア

• 仮想マシンの起動

前提条件
リストアを開始する前に、 以下の条件を満たしていることを確認する必要があります。

• 個別の仮想ドライブをリス トアする場合は、 ターゲッ ト仮想マシンと仮想ドライブがインベン ト リに存
在しないこと。 仮想マシンまたは仮想ドライブが使用できない場合、 ［名前変更］ オプシ ョ ンを使用しま
す。

• Windows 2008 では、 リス トア手順を開始する前に、 ターゲッ ト ・ ディスクの読み取り専用属性をクリア

する必要があります。 そう しないと、 リス トア ・ ジ ョ ブは正常に終了しても、 データはリストアされま
せん。 そのため、 リス トアされた仮想マシンの電源を入れると、 起動に失敗します。

ターゲッ ト ・ ディスクの読み取り専用属性をクリアするには

1 diskpart ユーティ リテ ィ を起動して、 ディスクを一覧表示します。

Diskpart
list disk

2 ターゲッ ト ・ ディスクを選択して、 ディスクの詳細を表示します。

Select disk <X>
detail disk

3 読み取り専用属性が ［はい］ に設定されている場合は、 次のように入力します。

attribute disk clear readonly
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データのリストア
仮想マシン全体または個別の仮想ドライブをリス トアするには、 次の手順を使用します。

データをリス トアするには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リス トア ・ ジ ョ ブ作成］ をクリ ックします。

［リス トア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセッ トの選択］ ページで、 セーブセッ ト ・ テーブルは利用可能なセー

ブセッ ト を一覧表示します。 このテーブルには、 セーブセッ ト名 （ジ ョ ブ ・ タイ トルとセーブセッ ト
ID）、 作成日時、 セーブセッ トのサイズ、 およびセーブセッ トのステータスが表示されます。

セーブセッ トのステータスは、 以下のアイコンを使って示されます。

セーブセッ ト ・ リス トは作成日順に表示されます。 列見出しをクリ ックすることで、 別の列で並べ替え
たり、 並び順序を逆にしたりすることができます。 列名の隣りにある矢印はソート順序を表しています。

2 セーブセッ ト ・ リス ト をフ ィルタ リングするには、 以下のフ ィルタ ・ オプシ ョ ンを使用します。

3 使用するセーブセッ ト を選択して、 ［次へ］ をクリ ックします。

セーブセッ ト を選択すると、 以下の情報が ［セーブセッ ト情報］ に表示されます。 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブ ・

タイ トル、 タグ、 サーバー名、 クライアン ト名、 プラグイン名、 セーブセッ トの日時、 リ タイア設定、
増分バックアップかどうか、 アーカイブかどうか、 セーブセッ トのサイズなど。

アイコン 説明

セーブセッ トがオンラインです （すべてのセグメン トがオンラインです）。 

セーブセッ トの一部がオンラインです （一部のセグメン トがオンラインです）。 

セーブセッ トがオフラインです （すべてのセグメン トがオフラインです）。

フ ィルタ 説明

クライアン ト 作成された特定のクライアン トのセーブセッ ト を表示します。 デフォルトでは
［任意］ が選択されています。

1 このフ ィルタを使用するには、 ［クライアン ト］ ボックスをクリ ックしま
す。

2 ［クライアン ト選択］ ダイアログ ・ ボックスでクライアン ト を選択しま
す。

3 ダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［OK］ をク リ ックします。

プラグイン ・ タイプ 特定のプラグインを使用して作成されたセーブセッ ト を表示します。 デフォル
トでは ［任意］ が選択されています。

1 このフ ィルタを使用するには、 ［プラグイン ・ タイプ］ ボックスをクリ ッ
クします。

2 リス トから、 プラグインを選択します。

日付 指定期間内に作成されたセーブセッ ト を表示します。 デフォルトでは ［任意］
が選択されています。

1 このフ ィルタを使用するには、 ［日付］ ボックスをクリ ックします。

2 リス トで、 使用するオプシ ョ ンを選択します。

選択可能なオプシ ョ ンは、 ［過去 24 時間］、 ［先週］、 ［先月］、 ［過去 6ヶ
月］、 ［去年］、 ［任意］ です。

Job 作成された特定のジョブのセーブセッ ト を表示します。 デフォルトでは ［任意］
が選択されています。

1 このフ ィルタを使用するには、 ［ジ ョ ブ］ ボックスをクリ ックします。

2 ［ジ ョ ブの選択］ ダイアログ ・ ボックスでジ ョブを選択します。

3 ダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［OK］ をク リ ックします。
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バックアップ ・ タグはイメージ ・ レベルのバックアップのタイプを示します。 イメージ ・ レベルのバッ
クアップは、 以下のタグまたはバックアップ ・ タイプ識別子を使用します。

▪ バックアップ ・ イ メージ ・ フル

▪ バックアップ ・ イ メージ増分

▪ バックアップ ・ イ メージ差分

4 ［セレクシ ョ ン セッ ト作成］ ページで、 リス トアするイメージを選択します。

また、 イ メージを開いてリストアする個別の仮想ドライブを選択することもできます。

5  をクリ ックします。

6 VMware 環境に応じて、 ［Plug-in for VMware リス トアオプシ ョ ン］ ダイアログボックスで、 利用可能な

オプシ ョ ンを設定します。

▪ クラスタのセッ トアップ ： VMware vCenter Server で管理されているクラスタ設定の ［仮想マシ

ンを vCenter にリストアする］ タブで以下のオプシ ョ ンを設定します。

メモ ： 増分または差分バックアップを選択する場合、 プラグインはバックアップ ・ シーケンス内のすべて
のセーブセッ ト を選択したセーブセッ トまで自動的にリストアします。 本プラグインは、 以降のバック
アップで変更されたディスク ・ セクタの読み込み、 送信または書き込み等の不要な手順は実行しません。
各セクタは 1 回のみリストアされます。

オプシ ョ ン 説明

仮想マシンを
vCenter にリカバリ

する

仮想マシンまたは 1 台以上の仮想ドライブを同じ vCenter Server や別のサー

バーにリストアする場合は、 このオプシ ョ ンを選択します。

代替リソース ・ プー
ル ・パス

リソース ・ プールは、 ESXi Server ホストまたはホストのクラスタが利用でき

る、 プロセッサおよびメモリ ・ リソースを表しています。 これらのリソースは、
ホストが制御している個別の仮想マシンが利用できます。 リソース ・ プールの
量は、 最大値、 最小値まで設定したり、 または配分設定することも可能です。
仮想マシンを実行するには、 リソース ・ プールを割り当てる必要があります。

デフォルトで、 仮想マシンはリストア時に、 自身の元のリソース ・ プールに割
り当てられます。 仮想マシンを別のリソース ・ プールに割り当てるには、 この
ボックスにターゲッ ト ・ リ ソース ・ プールを指定します。 リソース ・ プールを
指定するには、 以下の形式を使用します。

/Pool-A/Pool-B/.../Pool<n>

ここで Pool<n>はターゲッ ト ・ リ ソース ・ プール、 Pool-Aはルート ・ リソー
ス ・ プールの子、 Pool-B は Pool-Aの子、 などのようになっています。 この形式
により、 階層内で任意の深度までリソース ・ プールを指定することができます。
仮想マシンをルートのリソース ・ プールに割り当てるには、 「/」 （スラ ッシュ）

文字を入力します。

以下の点に注意します。

• リソース ・ プールが指定されていない場合、 仮想マシンは、 自身の元の
リソース ・ プールに割り当てられます （バックアップ時）。

• リソース ・ プールが正し く指定されていなかったり、 アクセス不可能
だった場合、 プラグインはパス構造を逆方向にたどって正しいリソー
ス ・ プールを見つけます。 そして、 仮想マシンをパス内の最初の有効な
上位プールに割り当て、 エラー ・ メ ッセージをログに出力します。 
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▪ スタンドアローン ESXi Server 設定 ： スタンドアローン ESXi Server 設定で、 ［仮想マシンをスタ

ンドアローン ESXi にリストア］ ホス ト ・ タブをクリ ックして、 以下のオプシ ョ ンを設定します。

▪ 既存の仮想マシンを削除する ： 仮想マシンを元の場所にリストアする場合は、 既存の仮想マシン
を削除してリストア ・ プロセスで仮想マシンを再作成する方法と、 リス トア ・ プロセスで既存の
「.vmdk」 フ ァイルを上書きする方法の 2 通りの方法があります。 既存の仮想マシンを削除してか

ら、 リス トア ・ プロセスで仮想マシンを再作成する場合は、 ［一般オプシ ョ ン］ タブをクリ ック
し、 ［既存の仮想マシンを削除する］ オプシ ョ ンを選択します。

▪ 仮想マシンの電源をオンにする ： リス トアが正常に完了した後、 仮想マシンの電源をオンにする
には、 ［一般オプシ ョ ン］ タブをクリ ックし、 ［仮想マシンの電源をオンにする］ オプシ ョ ンを選
択します。 仮想マシンを元の名前で元の場所にリストアする場合は、 データストアの変更には対
応していません。 リス トア中の仮想マシンの名前変更で説明されているように仮想マシンの名前
を変更する場合は、 同じ vCenter Server、 代替の vCenter Server、 またはスタンドアローンの

ESXi Server を指定できます。

▪ 他の VMware バックアップ ・ プロキシへのリストア ・ ジ ョ ブの分配を無効にする ： 分散ジ ョブ機

能の使用を設定している場合は、 ［一般オプシ ョ ン］ タブにあるこの機能のチェ ック ・ ボックスを
オフにして、 特定のジ ョブに対してこの機能を無効にします。 このオプシ ョ ンはデフォルトでは
無効になっています。

▪ ジ ョブ ・ レベルの転送モードを有効にする ： 分散ジ ョブ機能を使用してジ ョブ ・ レベルで転送
モードを手動で設定する場合は、 このオプシ ョ ンを選択して、 該当する ［プライマリ転送モード］
と ［フォールバック転送モード］ を選択します。

代替データストア データストアは、 仮想マシン ・ ファイルの保管場所を表しています。 VMFS ボ

リューム、 ネッ トワーク接続型スト レージ、 またはローカル ・ ファイル ・ シス
テム ・パスを利用できます。 データストアは、 プラッ ト フォームやホストに依
存しません。

仮想マシンのデータストアを変更するには、 仮想マシンのリストア先データス
トア名を指定します。 このオプシ ョ ンは、 元のデータストアが利用不可能、 ア
クセス不可能または空き容量不足などによって仮想マシンを保持することがで
きない状況などに利用することができます。 名前が正しいこと、 および ESXi 
Server ホストがデータストアにアクセス可能であることを確認します。 代替

データストアを設定する場合、 仮想マシンに関連付けられたすべての仮想ドラ
イブおよび設定ファイルが、 1 つのデータストアにリストアされます。 ターゲッ

トのデータストアに、 仮想マシンのファイルを保持するための十分な空き容量
があることを確認します。

データストアが無効、 アクセスできない、 または仮想マシン ・ ファイルを格納
する十分な空き容量がない場合、 リス トアは失敗します。

代替 ESXi ホスト ・

アドレス

デフォルトでは、 このフ ィールドには現在の ESXi ホストのアドレスが自動入力

されます。 仮想マシンを別の ESXi ホストにリストアする場合は、 このフ ィール

ドで ESXi ホストのアドレスを更新します。 ホストは、 同じ vCenter Server や
別のサーバーに設定することもできます。

オプシ ョ ン 説明

仮想マシンをスタン
ドアローン ESXi ホ
ストにリカバリ

仮想マシンまたは 1 台以上の仮想ドライブをスタンドアローンの ESXi Server
にリストアする場合は、 このオプシ ョ ンを選択します。

代替データストア 仮想マシンのデータストアを変更するには、 仮想マシンのリストア先データス
トア名を指定します。 このオプシ ョ ンの詳細は、 「代替データストア」 を参照し
て ください。

重要 ： このオプシ ョ ンは、 vSphere FT で保護されている仮想マシンには対応していません。

オプシ ョ ン 説明
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7 必要に応じて、 QoreStor スト レージデバイスを使用して VM を即座にリストアするには、 ［インスタン ト

リス トアを使用 （Use Instant Restore）］ を選択します。

詳細は、 「インスタン ト リス トアを使用した仮想マシンのリカバリ」 を参照して ください。

8 設定を保存するには、 ［OK］、 続いて ［次へ］ をクリ ックします。

9 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定します。

進捗状況の監視でジ ョブを識別しやすくするため、 分かりやすい名前を割り当てます。 ジ ョ ブ名には英
数字と英数字以外の文字を使用できますが、 ラテン語以外の文字を含めることはできません。 また、 長
さ制限はありません。 ただし、 すべてのプラッ ト フォームで、 40 文字以内にすることをお勧めします。

10 ［ターゲッ ト ・ クライアン ト］ リス トで、 データをバックアップしたクライアン トが選択されていること
を確認します。

このクライアン トはデフォルトで選択されています。 この設定は変更しないようにして ください。

11 スケジュール ・ セッ ト、 リス トア ・ ソース ・ セッ ト、 および詳細設定セッ ト を選択または作成します。

これらの設定についての詳細は、 『Quest NetVault アド ミニスト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照して くださ

い。

12 ジ ョブ実行をスケジュールするには、 ［実行］ をクリ ックします。

［ジ ョ ブ ・ ステータス］ ページではジ ョブの進捗をモニタしたり、 ［ログ］ ページではログを参照表示す
ることができます。 これらの機能についての詳細は、 『Quest NetVault アド ミニスト レーターズ ・ ガイ

ド』 を参照して ください。

重要
• 仮想マシンではな く 1 つまたは複数の仮想ドライブを選択した場合、 既存の .vmdk ファイルの内容が上

書きされます。

個別の仮想ドライブをリス トアする場合は、 ターゲッ ト仮想マシンと選択した仮想ドライブがインベン
ト リに存在すること。 仮想マシンがインベン ト リから削除された場合、 ジ ョブがエラー （「VM が見つか

りませんでした」） を報告し、 失敗します。 ターゲッ ト 「.vmdk」 フ ァイルがインベン ト リに存在しない

場合は、 プラグインからもエラーが報告されます。

• 既存の仮想マシンに 1 つ以上の仮想ドライブをリス トアする際に、 プラグインは UUID を使って仮想マ

シンの特定を試みます。 これにより複数の仮想マシンが UUID を共有していることが検出された場合、 以

下のエラー ・ メ ッセージがログに出力され、 ジ ョ ブが失敗します。

Failed to uniquely locate VM in server inventory because its uuid 'xxxx'
is in use by one or more other VMs.

このエラーが発生した場合、 各仮想マシンが一意の UUID を持つように、 インベン ト リ内の仮想マシンの

UUID を変更する必要があります。 以下の手順を使って、 同じ UUID を使用している仮想マシンを特定で

きます。

UUID を共有している仮想マシンを検索するには

1 ブラウザ ・ ウィ ンドウを開いてアドレス ・バーに以下の URL を入力します。

https://<サーバー ・ アドレス >/mob/?moid=SearchIndex&method=findAllByUuid

サーバーのログイン情報を指定します。

（< サーバー・アドレス > には、 仮想ドライブをリス トアするターゲッ ト vCenter または ESXi 
Server のアドレスを指定する必要があります。）

2 ［uuid］ ボッ クスに、 リス トアする仮想マシンの UUID を入力します。

3 ［vmSearch］ ボッ クスに 「true」 と入力します。

4 残りのオプシ ョ ンは空欄にして、 検索を開始します。

指定した UUID を共有する仮想マシンが、 ［val］ リス トに表示されます。
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5 各仮想マシンの管理対象オブジェク ト参照リンクをクリ ックすると、 名前とその他の詳細が表示
されます。

6 各仮想マシンが一意の UUID を持つように、 UUID を変更します。

この手順についての詳細は、 関連の VMware ドキュ メン ト を参照して ください。

セレクシ ョ ン ・ ツリーのアイコンのリストア
次の表を参照して、 本プラグインのリストア選択ツリーに表示される各アイコンの意味を確認して ください。

仮想マシンの起動
仮想マシンのリストア後、 電源オフ状態です。 この場合、 手動で再起動する必要があります。 仮想マシンを起動
すると、 エラーの修正や、 正常にシャッ トダウンしなかった理由を記録してお く よう求めるメ ッセージが表示さ
れることがあります。 通常、 このメ ッセージを無視して標準のブート ・ オプシ ョ ンを選択することができます。

名前を変更した仮想マシンを起動すると、 仮想マシンをコピーしたのか、 移動したのかを尋ねるダイアログ ・
ボックスが表示されます。 ［移動しました］ オプシ ョ ンを選択して、 ダイアログ ・ ボックスを閉じます。

代替 ESXi Server への仮想マシンの移動

代替 ESXi Server に仮想マシンを移動するには

1 「データのリストア」 のステップ 1 からステップ 4 を実行します。

2 をクリ ックします。

3 VMware 環境に応じて、 Plug-in for VMware ［リス トア ・ オプシ ョ ン］ ダイアログ ・ ボックスで利用可

能なオプシ ョ ンを設定します。

▪ クラスタのセッ トアップ ： 仮想マシンをクラスタ設定に移動するには、 ［仮想マシンを vCenter に
リストアする］ タブで以下のオプシ ョ ンを設定します。

表 9. セレクシ ョ ン ・ ツリーのアイコンのリストア

アイコン 説明

仮想マシン

失敗した仮想マシン （停止したジ ョブのセーブセッ トに表示されます）

設定ファイル

NVRAM ファイル

仮想マシンのディスク ・ ファイル

ディスク ・ エクステン ト情報ファイル

ログ ・ ファイル

カタログ ・ ファイル
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▪ スタンドアローン ESXi Server 設定 ： 仮想マシンをスタンドアローン ESXi Server に移動するに

は、 ［仮想マシンをスタンドアローン ESXi にリストア］ ホス ト ・ タブをクリ ックして、 以下のオ

プシ ョ ンを設定します。

4 「データのリストア」 のステップ 5 からステップ 12 を実行します。

代替 vCenter Server への仮想マシンの

リストア
代替 VMware vCenter Server に仮想マシンをリストアするには

1 「データのリストア」 のステップ 1 からステップ 4 を実行します。

2 をクリ ックします。

オプシ ョ ン 説明

仮想マシンを
vCenter にリカバリ

する

仮想マシンまたは 1 台以上の仮想ドライブを同じ vCenter Server や別のサー

バーにリストアする場合は、 このオプシ ョ ンを選択します。

代替データストア 仮想マシンのリストア先データストア名を指定します。 このオプシ ョ ンの詳細
は、 「代替データストア」 を参照して ください。

このオプシ ョ ンは、 仮想マシンを移動するときに必要です。 このジ ョブを指定
しない場合、 リス トア ・ ジ ョ ブが失敗します。

オプシ ョ ン 説明

仮想マシンをスタン
ドアローン ESXi ホ
ストにリカバリ

仮想マシン全体または 1 台以上の仮想ドライブをスタンドアローンの ESXi 
Server にリストアする場合は、 このオプシ ョ ンを選択します。

代替データストア 仮想マシンのリストア先データストア名を指定します。 このオプシ ョ ンの詳細
は、 「代替データストア」 を参照して ください。

このオプシ ョ ンは、 仮想マシンを移動するときに必要です。 このジ ョブを指定
しない場合、 リス トア ・ ジ ョ ブが失敗します。

アドレス 代替 ESXi Server ホストの IP アドレスまたは DNS 名を入力します。

ポート番号 カスタム ・ ポート番号を使用する場合は、 ここに入力します。 カスタム ・ ポー
ト を使用しない場合は、 デフォルトのポート 443 が使用されます。

ユーザー名 ESXi Server へのログインに使用するユーザー ・ アカウン ト を指定します。 ユー

ザー ・ アカウン トには仮想マシンを登録または作成する権限が必要です。

パスワード ユーザー ・ アカウン トのパスワードを指定します。

メモ ： vSphere 5 で導入された機能により、 vCenter Server によって管理されている ESXi 5 ホストに仮想

マシンを直接リストアできな く なりました。 そのようなホストに仮想マシンを直接リストアするには、 ま
ず、 そのホスト と vCenter Server の関連付けを解除する必要があります。

ESXi Server と vCenter Server の関連付けを解除するには

1 vSphere Client から、 ESXi 5 ホストに直接接続します。

2 インベン ト リ ・ パネルでホスト を選択します。

3 右側のパネルで、 ［サマリ］ をクリ ックします。

4 ［ホス ト と vCenter Server の関連付けを解除］ チェ ック ・ ボックスを選択します。

詳細は、 関連する vSphere ドキュ メン ト を参照して ください。
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3 Plug-in for VMware ［リス トア ・ オプシ ョ ン］ ダイアログ ・ ボックスで利用可能なオプシ ョ ンを設定し

ます。

4 ［OK］ をク リ ックします。

5 「データのリストア」 のステップ 5 からステップ 12 を実行します。

オプシ ョ ン 説明

代替リソース ・ プー
ル ・パス

リソース ・ プールは、 ESXi Server ホストまたはホストのクラスタが利用でき

る、 プロセッサおよびメモリ ・ リソースを表しています。 これらのリソースは、
ホストが制御している個別の仮想マシンが利用できます。 リソース ・ プールの
量は、 最大値、 最小値まで設定したり、 または配分設定することも可能です。
仮想マシンを実行するには、 リソース ・ プールを割り当てる必要があります。

デフォルトで、 仮想マシンはリストア時に、 自身の元のリソース ・ プールに割
り当てられます。 仮想マシンを別のリソース ・ プールに割り当てるには、 この
ボックスにターゲッ ト ・ リ ソース ・ プールを指定します。 リソース ・ プールを
指定するには、 以下の形式を使用します。

/Pool-A/Pool-B/.../Pool<n>

ここで Pool<n>はターゲッ ト ・ リ ソース ・ プール、 Pool-Aはルート ・ リソー
ス ・ プールの子、 Pool-B は Pool-Aの子、 などのようになっています。 この形式
により、 階層内で任意の深度までリソース ・ プールを指定することができます。
仮想マシンをルートのリソース ・ プールに割り当てるには、 「/」 （スラ ッシュ）

文字を入力します。

以下の点に注意します。

• リソース ・ プールが指定されていない場合、 仮想マシンは、 自身の元の
リソース ・ プールに割り当てられます （バックアップ時）。

• リソース ・ プールが正し く指定されていなかったり、 アクセス不可能
だった場合、 プラグインはパス構造を逆方向にたどって正しいリソー
ス ・ プールを見つけます。 そして、 仮想マシンをパス内の最初の有効な
上位プールに割り当て、 エラー ・ メ ッセージをログに出力します。 

代替データストア データストアは、 仮想マシン ・ ファイルの保管場所を表しています。 VMFS ボ

リューム、 ネッ トワーク接続型スト レージ、 またはローカル ・ ファイル ・ シス
テム ・パスを利用できます。 データストアは、 プラッ ト フォームやホストに依
存しません。

仮想マシンのデータストアを変更するには、 代替 vCenter のリストア先データ

ストア名を指定します。 名前が正しいこと、 および ESXi Server ホストがデー

タストアにアクセス可能であることを確認します。 代替データストアを設定す
る場合、 仮想マシンに関連付けられたすべての仮想ドライブおよび設定ファイ
ルが、 1 つのデータストアにリストアされます。 ターゲッ トのデータストアに、

仮想マシンのファイルを保持するための十分な空き容量があることを確認しま
す。

データストアが無効、 アクセスできない、 または仮想マシン ・ ファイルを格納
する十分な空き容量がない場合、 リス トアは失敗します。

代替 ESXi ホスト ・

アドレス

デフォルトでは、 このフ ィールドには現在の ESXi ホストのアドレスが自動入力

されます。 代替 vCenter に仮想マシンをリストアする場合は、 この vCenter に
のみ属する ESXi ホストアドレスを指定します。

代替の vCenter アド

レス

代替 vCenter Server のサーバー ・ アドレスを入力します。

ポート番号 カスタム ・ ポート番号を使用する場合は、 ここに入力します。 カスタム ・ ポー
ト を使用しない場合は、 デフォルトのポート 443 が使用されます。

ユーザー名 vCenter Server へのログインに使用するユーザー ・ アカウン ト を指定します。

ユーザー ・ アカウン トには仮想マシンを登録または作成する権限が必要です。

パスワード ユーザー ・ アカウン トのパスワードを指定します。
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リス トア中の仮想マシンの名前変更
既存のコピーを上書きせずに仮想マシンまたはその個別のディスクをリス トアするために、 リス トア時に仮想マ
シンの名前を変更することができます。 プラグインは仮想マシンを作成し、 選択したディスクの内容をリストア
します。

リス トア中に仮想マシンの名前を変更するには

1 「データのリストア」 のステップ 1 からステップ 4 を実行します。

2 ターゲッ トの仮想マシンをクリ ックして、 コンテキスト ・ メニューから ［名前変更］ を選択します。

3 ［リス トア変更］ ダイアログ ・ ボックスで、 ［名前変更］ チェ ック ・ ボックスを選択し、 対応するボック
スに仮想マシンに付ける新規名を入力します。

名前の最大長は 80 文字です。 / \ ? * ： @ > < | " ? & などの特殊文字は使用することはできません。 仮想

マシン名が 80 文字を超える場合、 または仮想マシン名に特殊文字を使用した場合は、 エラーが報告され

ジ ョブは失敗します。

4 ダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［OK］ をク リ ックします。

ダイアログ ・ ボックスを閉じた後、 セレクシ ョ ン ・ ツリー内の対応するノードが更新され、 仮想マシン
の新しい名前が表示されます。

5 「データのリストア」 のステップ 5 からステップ 12 を実行します。

6 名前を変更した仮想マシンを起動すると、 仮想マシンをコピーしたのか、 移動したのかを尋ねるダイア
ログ ・ ボックスが表示されます。 ［移動しました］ オプシ ョ ンを選択して、 ダイアログ ・ ボックスを閉じ
ます。

イ メージレベル ・バックアップからの
ファイルレベル ・ リス トアの実行
イメージレベル ・バックアップからのファイルレベル ・ リス トアを実行するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リス トア ・ ジ ョ ブ作成］ をクリ ックします。

［リス トア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセッ トの選択］ ページで、 セーブセッ ト ・ テーブルは利用可能なセー

ブセッ ト を一覧表示します。 このテーブルには、 セーブセッ ト名 （ジ ョ ブ ・ タイ トルとセーブセッ ト
ID）、 作成日時、 セーブセッ トのサイズ、 およびセーブセッ トのステータスが表示されます。

セーブセッ トのステータスは、 以下のアイコンを使って示されます。

セーブセッ ト ・ リス トは作成日順に表示されます。 列見出しをクリ ックすることで、 別の列で並べ替え
たり、 並び順序を逆にしたりすることができます。 列名の隣りにある矢印はソート順序を表しています。

2 セーブセッ ト ・ リス ト をフ ィルタ リングするには、 以下のフ ィルタ ・ オプシ ョ ンを使用します。

アイコン 説明

セーブセッ トがオンラインです （すべてのセグメン トがオンラインです）。

セーブセッ トの一部がオンラインです （一部のセグメン トがオンラインです）。

セーブセッ トがオフラインです （すべてのセグメン トがオフラインです）。



Quest NetVault Plug-in  for VMware 13.1.2 ユーザーズ ・ ガイ ド

イ メージ ・ レベルのバックアップのリストア
70

3 使用するセーブセッ ト を選択して、 ［次へ］ をクリ ックします。

セーブセッ ト を選択すると、 以下の情報が ［セーブセッ ト情報］ に表示されます。 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブ ・

タイ トル、 タグ、 サーバー名、 クライアン ト名、 プラグイン名、 セーブセッ トの日時、 リ タイア設定、
増分バックアップかどうか、 アーカイブかどうか、 セーブセッ トのサイズなど。

4 ［セレクシ ョ ン ・ セッ ト作成］ ページで、 適切なコンテナ ・ ノード （vCenter、 Datacenter、 ESXi Host 
Cluster、 ESXi Server） を開いて、 セーブセッ ト内に保管されている仮想マシン ・ イ メージを表示しま

す。

5 ファイルをリストアするイメージを開きます。

6 ［ボリューム］ ノードを開きます。

7 ディレク ト リ ・ ツリーを表示するには、 ディスク ・ パーティシ ョ ンを開きます。

8 リス トア対象のファイルおよびディ レク ト リを選択します。

9 リス トアしているターゲッ トにリス トアされるファイルを格納できる十分な空き容量があることを確認
します。

10 をクリ ックします。

11 Plug-in for VMware ［リス トア ・ オプシ ョ ン］ ダイアログ ・ ボックスで、 ［ファイルをリストア］ タブを

クリ ックして、 以下のオプシ ョ ンを設定します。

フ ィルタ 説明

クライアン ト 作成された特定のクライアン トのセーブセッ ト を表示します。 デフォルトでは
［任意］ が選択されています。

1 このフ ィルタを使用するには、 ［クライアン ト］ ボックスをクリ ックしま
す。

2 ［クライアン ト選択］ ダイアログ ・ ボックスでクライアン ト を選択しま
す。

3 ダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［OK］ をク リ ックします。

プラグイン ・ タイプ 特定のプラグインを使用して作成されたセーブセッ ト を表示します。 デフォル
トでは ［任意］ が選択されています。

1 このフ ィルタを使用するには、 ［プラグイン ・ タイプ］ ボックスをクリ ッ
クします。

2 リス トから、 プラグインを選択します。

日付 指定期間内に作成されたセーブセッ ト を表示します。 デフォルトでは ［任意］
が選択されています。

1 このフ ィルタを使用するには、 ［日付］ ボックスをクリ ックします。

2 リス トで、 使用するオプシ ョ ンを選択します。

選択可能なオプシ ョ ンは、 ［過去 24 時間］、 ［先週］、 ［先月］、 ［過去 6ヶ
月］、 ［去年］、 ［任意］ です。

Job 作成された特定のジョブのセーブセッ ト を表示します。 デフォルトでは ［任意］
が選択されています。

1 このフ ィルタを使用するには、 ［ジ ョ ブ］ ボックスをクリ ックします。

2 ［ジ ョ ブの選択］ ダイアログ ・ ボックスでジ ョブを選択します。

3 ダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［OK］ をク リ ックします。
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12 設定を保存するには、 ［保存］、 ［次へ］ を順にクリ ックします。

13 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定します。

進捗状況の監視でジ ョブを識別しやすくするため、 分かりやすい名前を割り当てます。 ジ ョ ブ名には英
数字と英数字以外の文字を使用できますが、 ラテン語以外の文字を含めることはできません。 また、 長
さ制限はありません。 ただし、 すべてのプラッ ト フォームで、 40 文字以内にすることをお勧めします。

14 ［ターゲッ ト ・ クライアン ト］ リス トで、 データをバックアップしたクライアン トが選択されていること
を確認します。

このクライアン トはデフォルトで選択されています。 この設定は変更しないようにして ください。

15 スケジュール ・ セッ ト、 リス トア ・ ソース ・ セッ ト、 および詳細設定セッ ト を選択または作成します。

これらの設定についての詳細は、 『Quest NetVault アド ミニスト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照して くださ

い。

16 ジ ョブ実行をスケジュールするには、 ［実行］ をクリ ックします。

［ジ ョ ブ ・ ステータス］ ページではジ ョブの進捗をモニタしたり、 ［ログ］ ページではログを参照表示す
ることができます。 これらの機能についての詳細は、 『Quest NetVault アド ミニスト レーターズ ・ ガイ

ド』 を参照して ください。

セレクシ ョ ン ・ ツリーのアイコンのリストア

オプショ ン 説明

ファイルのリストア イメージレベル ・バックアップからのファイルレベル ・ リス トアを実行する場
合に、 このオプシ ョ ンを選択します。

メモ ： このオプシ ョ ンを選択せず、 ターゲッ トに十分な容量がない場合、 ジ ョ
ブは失敗します。

ターゲッ ト ・ ディ レ
ク ト リ

仮想マシンのディスクと設定ファイルのリストア先のディレク ト リへのフル ・
パスを入力します。 ターゲッ ト ・ ディ レク ト リは、 Plug-in for VMware が実行し

ている NetVault クライアン トに対してローカルに位置する必要があります。 現

在の所、 マップされたネッ トワーク ・ ド ライブ、 マウン ト されたネッ トワーク ・
シェア、 および UNC パスはサポート されていません。

ローカル ・ ディ レク ト リを指定したのか、 またはリモート ・ ディ レク ト リを指
定したのかをプラグインが確認することはありません。 指定されたパスにプラ
グインがアクセスできない場合、 ジ ョブは失敗します。

表 10. セレクシ ョ ン ・ ツリーのアイコンのリストア

アイコン 説明

仮想マシン

失敗した仮想マシン （停止したジ ョブのセーブセッ トに表示されます）

ボリューム

パーティシ ョ ン

設定ファイル

NVRAM ファイル

仮想マシンのディスク ・ ファイル

ディスク ・ エクステン ト情報ファイル
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インスタン ト リス トアを使用した仮想マ
シンのリカバリ
仮想マシンを即座にリストアする機能は、 継続的なデータ保護 （CDP） と、 QoreStor 7.1.2 以降および vSphere 
7.x をデータスト レージに使用する NetVault Core を使用して作成されたバックアップのみに使用できます。

インスタン ト リス トアを使用して仮想マシンをリカバリするには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リス トア ・ ジ ョ ブ作成］ をクリ ックします。

2 ［リス トアジ ョ ブ作成 - セーブセッ トの選択］ ページで、 表示されたセーブセッ トの表から、 リス トアす

る CDP バックアップが含まれているセーブセッ ト を選択します。

3 ［セレクシ ョ ンセッ ト作成］ ページで、 リス トアする CDP イメージを選択します。

4 ［セレクシ ョ ンセッ ト作成］ ページで、 ［プラグインオプシ ョ ンの編集］ をクリ ックします。

5 Plug-in for VMware ［リス トアオプシ ョ ン］ ダイアログボックスで、 VMware 環境に応じて、 次のいず

れかのオプシ ョ ンを設定します。

▪ クラスタのセッ トアップ ： VMware vCenter Server で管理されているクラスタ設定の ［仮想マシ

ンを vCenter にリストアする］ タブで以下のオプシ ョ ンを設定します。

ログ ・ ファイル

カタログ ・ ファイル

メモ ： 複数の VM が存在する場合は、 VM を 1 つだけ選択します。 リス トアを正常に実行させるに

は、 VM から個々のディスクを除外しないで ください。

オプシ ョ ン 説明

仮想マシンを vCenter にリカバリす

る

仮想マシンまたは 1 台以上の仮想ドライブを同じ vCenter 
Server や別のサーバーにリストアする場合は、 このオプシ ョ ン

を選択します。

同じ  vCenter および代替 vCenter へのインスタン ト リス トアに必要なオプシ ョ ン

インスタン ト リス トアを使用 （Use 
Instant Restore）

［インスタン ト リス トアの詳細 （Instant Restore Details）］ で、

恒久的リストアを実行する前に VM を一時データストアにリス

トアする場合に、 このオプシ ョ ンを選択します。

インスタン ト リス トア VM を移行

（Migrate Instant Restore VM）

必要に応じて、 ［インスタン ト リス トアを使用 （Use Instant 
Restore）］ を選択した場合に、 リストアされた VM を一時デー

タストアから恒久的な場所に自動的に移行させるには、 このオ
プシ ョ ンを選択して、 ターゲッ トデータストアのパスを入力し
ます。

VM のデバイス （ネッ トワーク、 CD-
ROM） を削除 （Remove devices 
(Network, CD-Rom) of VM）

必要に応じて、 リス トアされた VM からネッ トワークや CD-
ROM などのデバイスを除外する場合に、 このオプシ ョ ンを選

択します。

表 10. セレクシ ョ ン ・ ツリーのアイコンのリストア

アイコン 説明
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代替 vCenter へのインスタン ト リス トアに必要なオプシ ョ ン

代替リソース ・ プール ・パス リソース ・ プールは、 ESXi Server ホストまたはホストのクラ

スタが利用できる、 プロセッサおよびメモリ ・ リソースを表し
ています。 これらのリソースは、 ホストが制御している個別の
仮想マシンが利用できます。 リソース ・ プールの量は、 最大値、
最小値まで設定したり、 または配分設定することも可能です。
仮想マシンを実行するには、 リソース ・ プールを割り当てる必
要があります。

デフォルトで、 仮想マシンはリストア時に、 自身の元のリソー
ス ・ プールに割り当てられます。 仮想マシンを別のリソース ・
プールに割り当てるには、 このボックスにターゲッ ト ・ リ ソー
ス ・ プールを指定します。 リソース ・ プールを指定するには、
以下の形式を使用します。

/Pool-A/Pool-B/.../Pool<n>

ここで Pool<n>はターゲッ ト ・ リ ソース ・ プール、 Pool-A は
ルート ・ リソース ・ プールの子、 Pool-Bは Pool-A の子、 など
のようになっています。 この形式により、 階層内で任意の深度
までリソース ・ プールを指定することができます。 仮想マシン
をルートのリソース ・ プールに割り当てるには、 「/」 （スラ ッ

シュ） 文字を入力します。

以下の点に注意します。

• リソース ・ プールが指定されていない場合、 仮想マシン
は、 自身の元のリソース ・ プールに割り当てられます
（バックアップ時）。

• リソース ・ プールが正し く指定されていなかったり、 ア
クセス不可能だった場合、 プラグインはパス構造を逆方
向にたどって正しいリソース ・ プールを見つけます。 そ
して、 仮想マシンをパス内の最初の有効な上位プールに
割り当て、 エラー ・ メ ッセージをログに出力します。 

代替データストア データストアは、 仮想マシン ・ ファイルの保管場所を表してい
ます。 VMFS ボリューム、 ネッ トワーク接続型スト レージ、 ま

たはローカル ・ ファイル ・ システム ・パスを利用できます。
データストアは、 プラッ ト フォームやホストに依存しません。

仮想マシンのデータストアを変更するには、 仮想マシンのリス
トア先データストア名を指定します。 このオプシ ョ ンは、 元の
データストアが利用不可能、 アクセス不可能または空き容量不
足などによって仮想マシンを保持することができない状況など
に利用することができます。 名前が正しいこと、 および ESXi 
Server ホストがデータストアにアクセス可能であることを確認

します。 代替データストアを設定する場合、 仮想マシンに関連
付けられたすべての仮想ドライブおよび設定ファイルが、 1 つ

のデータストアにリストアされます。 ターゲッ トのデータスト
アに、 仮想マシンのファイルを保持するための十分な空き容量
があることを確認します。

データストアが無効、 アクセスできない、 または仮想マシン ・
ファイルを格納する十分な空き容量がない場合、 リス トアは失
敗します。 
メモ ： インスタン ト リス トアでは QoreStor 上に独自の NFS 
データストアが作成されますが、 ［代替データストア］ の値が必
要です。 移行には、 同じ値を使用します。

オプシ ョ ン 説明
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▪ スタンドアローン ESXi Server 設定 ： スタンドアローン ESXi Server 設定で、 ［仮想マシンをスタ

ンドアローン ESXi にリストア］ ホス ト ・ タブをクリ ックして、 以下のオプシ ョ ンを設定します。

6 設定を保存するには、 ［OK］、 続いて ［次へ］ をクリ ックします。

7 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定します。

代替 ESXi ホスト ・ アドレス デフォルトでは、 このフ ィールドには現在の ESXi ホストのア

ドレスが自動入力されます。 仮想マシンを別の ESXi ホストに

リストアする場合は、 このフ ィールドで ESXi ホストのアドレ

スを更新します。 ホストは、 同じ vCenter Server や別のサー

バーに設定することもできます。

代替 vCenter へのインスタン ト リス トアを実行するには、 代替 
ESXi ホストアドレスが必要です。 

代替の vCenter アドレス 仮想マシンを別の vCenter にリストアする場合は、 このフ ィー

ルドで vCenter のアドレスを更新します。 ホストは、 同じ

vCenter Server や別のサーバーに設定することもできます。

代替 vCenter へのインスタン ト リス トアを実行するには、 代替 
vCenter アドレスが必要です。 

ポート番号 カスタム ・ ポート番号を使用する場合は、 ここに入力します。
カスタム ・ ポート を使用しない場合は、 デフォルトのポート
443 が使用されます。

ユーザー名 vCenter Server へのログインに使用するユーザー ・ アカウン ト

を指定します。 ユーザー ・ アカウン トには仮想マシンを登録ま
たは作成する権限が必要です。

パスワード ユーザー ・ アカウン トのパスワードを指定します。

オプシ ョ ン 説明

代替データストア データストアは、 仮想マシン ・ ファイルの保管場所を表しています。 VMFS ボ

リューム、 ネッ トワーク接続型スト レージ、 またはローカル ・ ファイル ・ シス
テム ・パスを利用できます。 データストアは、 プラッ ト フォームやホストに依
存しません。

仮想マシンのデータストアを変更するには、 仮想マシンのリストア先データス
トア名を指定します。 このオプシ ョ ンは、 元のデータストアが利用不可能、 ア
クセス不可能または空き容量不足などによって仮想マシンを保持することがで
きない状況などに利用することができます。 名前が正しいこと、 および ESXi 
Server ホストがデータストアにアクセス可能であることを確認します。 代替

データストアを設定する場合、 仮想マシンに関連付けられたすべての仮想ドラ
イブおよび設定ファイルが、 1 つのデータストアにリストアされます。 ターゲッ

トのデータストアに、 仮想マシンのファイルを保持するための十分な空き容量
があることを確認します。

データストアが無効、 アクセスできない、 または仮想マシン ・ ファイルを格納
する十分な空き容量がない場合、 リス トアは失敗します。

インスタン ト リス ト
アを使用 （Use 
Instant Restore）

［インスタン ト リス トアの詳細 （Instant Restore Details）］ で、 恒久的リストア

を実行する前に VM を一時データストアにリストアする場合に、 このオプシ ョ

ンを選択します。

VM のデバイス

（ネッ トワーク、
CD-ROM） を削除

（Remove devices 
(Network, CD-Rom) 
of VM）

必要に応じて、 リス トアされた VM からネッ トワークや CD-ROM などのデバイ

スを除外する場合に、 このオプシ ョ ンを選択します。

オプシ ョ ン 説明
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進捗状況の監視でジ ョブを識別しやすくするため、 分かりやすい名前を割り当てます。 ジ ョ ブ名には英
数字と英数字以外の文字を使用できますが、 ラテン語以外の文字を含めることはできません。 また、 長
さ制限はありません。 ただし、 すべてのプラッ ト フォームで、 40 文字以内にすることをお勧めします。

8 ［ターゲッ ト ・ クライアン ト］ リス トで、 データをバックアップしたクライアン トが選択されていること
を確認します。

このクライアン トはデフォルトで選択されています。 この設定は変更しないようにして ください。

9 スケジュール ・ セッ ト、 リス トア ・ ソース ・ セッ ト、 および詳細設定セッ ト を選択または作成します。

これらの設定についての詳細は、 『Quest NetVault アド ミニスト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照して くださ

い。

10 ジ ョブ実行をスケジュールするには、 ［実行］ をクリ ックします。

［ジ ョ ブ ・ ステータス］ ページではジ ョブの進捗をモニタしたり、 ［ログ］ ページではログを参照表示す
ることができます。 これらの機能についての詳細は、 『Quest NetVault アド ミニスト レーターズ ・ ガイ

ド』 を参照して ください。

ジ ョ ブが完了すると、 ステータスが ［VM が待機中。 （VM is waiting.） 中断準備完了 （Ready for 
abort）］ になります。 これは、 一時的な VM が QoreStor リポジト リ上で利用可能になり、 VMware で表

示できることを意味します。

11 ［ジ ョ ブステータス］ ページで、 リス トアジ ョブが完了したら、 次のいずれかのオプシ ョ ンを実行しま
す。

▪ ［インスタン ト リス トア VM を移行 （Migrate Instant Restore VM）］ を選択した場合は、 リス ト

アされた VM が移行先で使用可能になります。 NetVault により、 一時データストアが自動的に削

除され、 リス トアが完了します。

▪ ［インスタン ト リス トアを使用 （Use Instant Restore）］ を選択した場合は、 次のいずれかのオプ

シ ョ ンを実行します。

▫ 必要に応じて、 vCenter を使用して VM を希望の場所に手動で移行します。 VM を移行した

後、 NetVault は、 リス トアジ ョブを停止し、 一時データストアを削除します。

▫ 必要に応じて、 リス トアプロセスを停止して一時データストアを自動的に削除させるには、
VM または vCenter を使用して VM の電源をオフにします。

▫ VM を移行せずにジ ョブを中断します。 このオプシ ョ ンでは、 リス トアされた VM が一時

データストアから削除されます。

仮想マシン ・ ディスクおよび設定ファイ
ルのリストア
イメージレベル ・バックアップからの仮想マシン ・ ディスクや設定ファイルのリストアを実行するには、 以下の
セクシ ョ ンで説明する手順に従います。

• データのリストア

• リス トア済みファイルからの仮想マシンのリカバリ

注意 ： VM の移行中にインスタン ト リス トアジ ョ ブを中断すると、 一時データストアとその関連 IP アドレ

スが QoreStor サーバに残るため、 これらを手動で削除する必要があります。 詳細については、 『NetVault 
QoreStor アド ミニスト レーターズガイド』 を参照して ください。

注意 ： vCenter を使用して VM を削除した場合は、 NetVault によって一時データストアが削除されないた

め、 QoreStor サーバから手動で一時データストアを削除する必要があります。
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仮想マシン ・ ディスクおよび設定ファイルをリストアするには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リス トア ・ ジ ョ ブ作成］ をクリ ックします。

［リス トア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセッ トの選択］ ページで、 セーブセッ ト ・ テーブルは利用可能なセー

ブセッ ト を一覧表示します。 このテーブルには、 セーブセッ ト名 （ジ ョ ブ ・ タイ トルとセーブセッ ト
ID）、 作成日時、 セーブセッ トのサイズ、 およびセーブセッ トのステータスが表示されます。

セーブセッ トのステータスは、 以下のアイコンを使って示されます。

セーブセッ ト ・ リス トは作成日順に表示されます。 列見出しをクリ ックすることで、 別の列で並べ替え
たり、 並び順序を逆にしたりすることができます。 列名の隣りにある矢印はソート順序を表しています。

2 セーブセッ ト ・ リス ト をフ ィルタ リングするには、 以下のフ ィルタ ・ オプシ ョ ンを使用します。

3 使用するセーブセッ ト を選択して、 ［次へ］ をクリ ックします。

セーブセッ ト を選択すると、 以下の情報が ［セーブセッ ト情報］ に表示されます。 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブ ・

タイ トル、 タグ、 サーバー名、 クライアン ト名、 プラグイン名、 セーブセッ トの日時、 リ タイア設定、
増分バックアップかどうか、 アーカイブかどうか、 セーブセッ トのサイズなど。

4 ［セレクシ ョ ン ・ セッ ト作成］ ページで、 ディスクと設定ファイルをリストアするイメージを選択しま
す。

5 リス トアしているターゲッ トにリス トアされるファイルを格納できる十分な空き容量があることを確認
します。

アイコン 説明

セーブセッ トがオンラインです （すべてのセグメン トがオンラインです）。

セーブセッ トの一部がオンラインです （一部のセグメン トがオンラインです）。

セーブセッ トがオフラインです （すべてのセグメン トがオフラインです）。

フ ィルタ 説明

クライアン ト 作成された特定のクライアン トのセーブセッ ト を表示します。 デフォルトでは
［任意］ が選択されています。

1 このフ ィルタを使用するには、 ［クライアン ト］ ボックスをクリ ックしま
す。

2 ［クライアン ト選択］ ダイアログ ・ ボックスでクライアン ト を選択しま
す。

3 ダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［OK］ をク リ ックします。

プラグイン ・ タイプ 特定のプラグインを使用して作成されたセーブセッ ト を表示します。 デフォル
トでは ［任意］ が選択されています。

1 このフ ィルタを使用するには、 ［プラグイン ・ タイプ］ ボックスをクリ ッ
クします。

2 リス トから、 プラグインを選択します。

日付 指定期間内に作成されたセーブセッ ト を表示します。 デフォルトでは ［任意］
が選択されています。

1 このフ ィルタを使用するには、 ［日付］ ボックスをクリ ックします。

2 リス トで、 使用するオプシ ョ ンを選択します。

選択可能なオプシ ョ ンは、 ［過去 24 時間］、 ［先週］、 ［先月］、 ［過去 6ヶ
月］、 ［去年］、 ［任意］ です。

Job 作成された特定のジョブのセーブセッ ト を表示します。 デフォルトでは ［任意］
が選択されています。

1 このフ ィルタを使用するには、 ［ジ ョ ブ］ ボックスをクリ ックします。

2 ［ジ ョ ブの選択］ ダイアログ ・ ボックスでジ ョブを選択します。

3 ダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［OK］ をク リ ックします。
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6 をクリ ックします。

7 ［Plug-in for VMware リス トア ・ オプシ ョ ン］ ダイアログ ・ ボックスで、 ［ファイルをリストア］ タブを

クリ ックして、 以下のオプシ ョ ンを設定します。

8 設定を保存するには、 ［保存］、 ［次へ］ を順にクリ ックします。

9 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定します。

進捗状況の監視でジ ョブを識別しやすくするため、 分かりやすい名前を割り当てます。 ジ ョ ブ名には英
数字と英数字以外の文字を使用できますが、 ラテン語以外の文字を含めることはできません。 また、 長
さ制限はありません。 ただし、 すべてのプラッ ト フォームで、 40 文字以内にすることをお勧めします。

10 ［ターゲッ ト ・ クライアン ト］ リス トで、 データをバックアップしたクライアン トが選択されていること
を確認します。

このクライアン トはデフォルトで選択されています。 この設定は変更しないようにして ください。

11 スケジュール ・ セッ ト、 リス トア ・ ソース ・ セッ ト、 および詳細設定セッ ト を選択または作成します。

これらの設定についての詳細は、 『Quest NetVault アド ミニストレーターズ ・ ガイド』 を参照して ください。

12 ジ ョブ実行をスケジュールするには、 ［実行］ をクリ ックします。

［ジ ョ ブ ・ ステータス］ ページではジ ョブの進捗をモニタしたり、 ［ログ］ ページではログを参照表示す
ることができます。 これらの機能についての詳細は、 『Quest NetVault アド ミニスト レーターズ ・ ガイ

ド』 を参照して ください。

オプシ ョ ン 説明

ファイルのリストア イメージレベル ・バックアップからのファイルレベル ・ リス トアを実行する場
合に、 このオプシ ョ ンを選択します。

メモ ： このオプシ ョ ンを選択せず、 ターゲッ トに十分な容量がない場合、 ジ ョ
ブは失敗します。

ターゲッ ト ・ ディ レ
ク ト リ

仮想マシンのディスクと設定ファイルのリストア先のディレク ト リへのフル ・
パスを入力します。 ターゲッ ト ・ ディ レク ト リは、 Plug-in for VMware が実行し

ている NetVault クライアン トに対してローカルに位置する必要があります。 現

在の所、 マップされたネッ トワーク ・ ド ライブ、 マウン ト されたネッ トワーク ・
シェア、 および UNC パスはサポート されていません。

ローカル ・ ディ レク ト リを指定したのか、 またはリモート ・ ディ レク ト リを指
定したのかをプラグインが確認することはありません。 指定されたパスにプラ
グインがアクセスできない場合、 ジ ョブは失敗します。

リス トアした仮想
ディスクの分割

このオプシ ョ ンは、 仮想ドライブ ・ ファイルをローカル ・ ファイル ・ システム
にリストアする場合に使用できます。 このチェ ック ・ ボックスを選択すると、
プラグインによって、 .vmdk ファイルが複数の 2 GiB のファイルに分割されま

す。 このチェ ック ・ ボックスを選択しないと、 .vmdk ファイルが単一のディス

ク ・ ファイルとしてリス トアされます。

このオプシ ョ ンは、 Plug-in for VMware 10.0.5 以降を使用して作成したバック

アップでのみ使用可能です。 Plug-in for VMware 10.0.1 以前のバージ ョ ンを使用

して作成したバックアップをリス トアする際に強制的にこの分割操作を行うに
は、 vmware.cfg ファイルにこのオプシ ョ ンを設定します。

1 vmware.cfg ファイルを任意のテキスト ・ エディ タで開きます。

このファイルは、 Windows では <NetVault home>\config、 Linux では

<NetVault home>/config にあります。

2 以下の行を追加します。

[Custom:RestoreSplitVMDK]

Value=TRUE

3 ファイルを保存します。

［Plug-in for VMware リス トア ・ オプシ ョ ン］ ダイアログ ・ ボックスでこのオプ

シ ョ ンを設定した場合は、 vmware.cfg ファイルの設定より優先されます。



Quest NetVault Plug-in  for VMware 13.1.2 ユーザーズ ・ ガイ ド

イ メージ ・ レベルのバックアップのリストア
78

セレクシ ョ ン ・ ツリーのアイコンのリストア

リストア済みファイルからの仮想マシンのリカバリ
仮想マシンのディスクと設定ファイルをリストアしたら、 VMware vCenter Converter Standalone クライアン ト

で、 リス トアした .vmx ファイルと .vmdk ファイルを使用して、 仮想マシンを作成できます。 VADP リカバリ後

は、 .vmx ファイルを編集して、 リス トア済み .vmdk ファイルのディスク ・ パスと一致させる必要があります。

詳細は、 関連する VMware vCenter Converter Standalone クライアン トのドキュメン ト を参照して ください。

VCB バックアップからの仮想マシンのリカバリ

リストア先 VMware サーバーへ仮想マシン ・ ファイルをリストアするには、 VMware vCenter Converter 
Standalone クライアン ト ・ ウィザードを起動します。 仮想マシンのリカバリを完了するには、 手順に従います。

［ソースのタイプを選択］ ドロップダウン ・ メニューが表示されたら、 ［バックアップ ・ イ メージまたはサード
パーティ仮想マシン］ を選択します。 また、 ［仮想マシン ・ ファイル］ オプシ ョ ンでは、 「.vmx」 フ ァイルを選

択します。

vCenter Converter を使用した VADP バックアップからの仮想

マシンのリカバリ
仮想マシンをリカバリするには、 .vmx ファイルを編集してデータストアのパスを、 リス トアした .vmdk ファイ

ルを反映するように修正する必要があります。

データストアのパスを変更するには ：

1 仮想マシン ・ ファイルがリストアされたターゲッ ト ・ ディ レク ト リに移動し、 仮想ドライブのファイル
名をメモします。

VADP バックアップに対して ［仮想マシンのファイルのみリストア］ を実行したとき生成されるファイル

の例を以下に示します。

MyVirtualMachine.vmx
scsi0-0-MyVirtualMachine.vmdk
scsi0-0-MyVirtualMachine-s001.vmdk
VirtualMachineConfigInfo

表 11. セレクシ ョ ン ・ ツリーのアイコンのリストア

アイコン 説明

仮想マシン

失敗した仮想マシン （停止したジ ョブのセーブセッ トに表示されます）

設定ファイル

NVRAM ファイル

仮想マシンのディスク ・ ファイル

ディスク ・ エクステン ト情報ファイル

ログ ・ ファイル

カタログ ・ ファイル
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2 .vmx ファイルを開きます。

3 仮想ドライブの関連ファイルを修正します。

たとえば、 以下のエン ト リを修正します。

scsi0:0.fileName = “MyVirtualMachine-000001.vmdk”

この内容は、 リス トア時に生成された .vmdk ファイルと一致している必要があります。

scsi0:0.fileName = “scsi0-0-MyVirtualMachine.vmdk”

4 .vmx ファイルを修正したら、 VMware vCenter Converter Standalone クライアン ト ・ ウィザードを開始

して、 仮想マシンを作成します。

5 仮想マシンのリカバリを完了するには、 手順に従います。

6 ［ソースのタイプを選択］ ドロップダウン ・ メニューが表示されたら、 ［VMware Workstation またはそ

の他の VMware 仮想マシン］ を選択します。

7 ［仮想マシン ・ ファイル］ オプシ ョ ンでは、 「.vmx」 フ ァイルを選択します。

セーブセッ ト内のファイルの検索
［リストア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセッ トの選択］ ページの ［検索］ オプシ ョ ンにより、 セーブセッ ト を開いた

り、 そのコンテンツを参照したりすることな く、 特定のファイルやデータ ・ アイテムを検索することができま
す。 ファイル名または正規表現を使用して、 リス トアするデータ ・ アイテムを検索することができます。

カタログ検索を設定する、 または有効にするには、 ［リス トアジ ョ ブ作成 - セーブセッ トの選択］ ページの ［検

索］ ボタンの近くにある電球アイコンをクリ ックします。 カタログ検索では、 Elasticsearch で使用される正規

表現構文がサポート されます。 Elasticsearch の詳細については、

https://www.elastic.co/guide/en/elasticsearch/reference/current/query-dsl-regexp-query.html を参照して ください。

カタログ検索の詳細については、 『Quest NetVault アド ミニスト レーターズガイド』 を参照して ください。

セーブセッ トのデータ ・ アイテムを検索するには

1 ［リス トア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセッ トの選択］ ページで ［検索］ をクリ ックします。

2 ［セーブセッ ト内のファイルを検索します］ ダイアログ ・ ボックスで、 以下のオプシ ョ ンを設定します。

▪ ［検索する文字列］ ： 検索する文字列を入力します。

▪ ［正規表現検索］ ： ［検索する文字列］ ボックスで POSIX 正規表現を使用する場合は、 このチェ ッ

クボックスを選択します。

▪ ［従来の検索方法を使用する］ ： カタログ化されたセーブセッ ト とカタログ化されていないセーブ
セッ トの両方が検索に含まれている場合は、 このチェ ック ・ ボックスが表示されます。

カタログ化されていないセーブセッ トのみが検索に含まれている場合、 または ［従来の検索方法
を使用する］ を選択している場合は、 従来の検索が使用されます。

カタログ化されたセーブセッ トのみが検索に含まれている場合、 または ［従来の検索方法を使用
する］ にチェ ックが付いていない場合は、 カタログ検索が使用されます。

3 1 つまたは複数の特定のセーブセッ ト内で検索するには、 該当するセーブセッ ト を選択し、 ［検索］ をク

リ ックします。

セーブセッ ト を選択していない場合は、 すべてのセーブセッ トが検索に含まれます。 ［検索結果］ ページ
には、 指定したファイルまたはデータ ・ アイテムを含むセーブセッ トが表示されます。

4 リス トアする項目を選択します。

1 つのセーブセッ トからのみ項目をリストアできます。

メモ ： 記事 http://kb.vmware.com/kb/1019286 に記載されているシナリオによると、 .vmx ファイルはバッ

クアップされませんが、 .vmdk ファイルは使用可能です。

http://kb.vmware.com/kb/1019286
https://www.elastic.co/guide/en/elasticsearch/reference/current/query-dsl-regexp-query.html
https://www.elastic.co/guide/en/elasticsearch/reference/current/query-dsl-regexp-query.html
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5 ［選択した項目のリストア］ をクリ ックします。

6 「データのリストア」 のステップ 5 からステップ 12 を実行します。

メディア ・ リス トの表示
［リストア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセッ トの選択］ ページの ［メディア ・ リス ト］ オプシ ョ ンを使用すると、 バッ

クアップの保存に使用するメディア ・ アイテムについての情報を表示できます。 バックアップのデータ ・ セグメ
ン トおよびインデックス ・ セグメン トについての詳細を表示できます。

1 ［リス トア ジ ョブ作成 － セーブセッ トの選択］ ページで、 目的のセーブセッ ト を選択します。

2 ［セーブセッ ト情報］ で ［メディア一覧］ をクリ ックします。

表示されるダイアログ ・ ボックスで、 以下の詳細情報を参照できます。

▪ バックアップ ・サイズ ： セーブセッ トの合計サイズがバイ ト数で表示されます。

▪ データ ・ セグメン ト ・ テーブル ： このテーブルには、 データ ・ セグメン ト を含むメディア ・ アイ
テムに関する情報が表示されます。 メディア ・ ラベル、 メディア ・ グループ ・ ラベル、 ス ト リー
ム ID、 開始バイ ト数、 終了バイ ト数、 メディアの場所などの詳細情報を参照できます。

▪ インデックス ・ セグメン ト ・ テーブル ： このテーブルには、 インデックス ・ セグメン ト を含むメ
ディア ・ アイテムに関する情報が表示されます。 メディア ・ ラベルおよびメディアの場所を参照
できます。

3 ダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［閉じる］ をクリ ックします。
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ファイル ・ レベルのバックアップのリ
ストア

• ファイル ・ レベルのバックアップのリストアについて

• 共有ネッ トワーク ・ ド ライブを使用したファイル ・ レベル ・バックアップのリストア

• ビルト インの Plug-in for FileSystem を使用したファイルレベルのバックアップのリストア

• セーブセッ ト内のファイルの検索

• メディア ・ リス トの表示

フ ァイル ・ レベルのバックアップのリス
トアについて

Plug-in for VMware を利用したファイル ・ レベルのバックアップのリストアには、 以下の方法があります。

• 共有ネッ トワーク ・ ド ライブを使用したリストア ： この方法では、 仮想マシン内で実行している
NetVault クライアン トのインスタンスは必要ありません。 リス トアはプラグイン ・ ホス トにインストー

ルされた Plug-in for FileSystem を使用して、 仮想マシン上の共有ネッ トワーク ・ ド ライブへ実行されま

す。 Plug-in for FileSystem は NetVault クライアン トに自動でインストールされるため、 このタイプのリ

ストア方法では追加のソフ トウェアは不要です。

• ネイティブの Plug-in for FileSystem を使用したリストア ： この方法は、 NetVault クライアン トのイン

スタンスがすでに仮想マシン内で実行中の場合に適しています。 このため、 仮想マシンは、 ファイル ・
システムのリストア時に、 その他の物理 NetVault クライアン ト と同様に処理されます。

• 継続的なデータ保護 （CDP） バックアップのためのファイルレベルのインデックス作成を使用したリス

トア ： CDP バックアップからファイルをリストアする場合、 ファイルレベルのインデックス作成は、

バックアッププロセスではな く、 リス トアプロセス中に自動的に行われます。 この方法により、 バック
アップジ ョブに必要な時間が短縮されます。 CDP バックアップのファイルレベルのリカバリは、

QoreStor スト レージデバイスバージ ョ ン 7.1.2 以降でのみ使用できます。

メモ ： 仮想互換モードの RDM （Raw Device Mapping） ディスクは、 元の RDM ではな く、 フラ ッ トな

「.vmdk」 フ ァイルにリストアされます。 代替手段として、 リス トア時はこれらの RDM ディスクを除外し

て ください。
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共有ネッ トワーク ・ ド ライブを使用した
ファイル ・ レベル ・バックアップのリス
トア
仮想マシン上の共有フォルダにファイルレベルのバックアップをリス トアするには、 以下のセクシ ョ ンで概説す
る手順に従います。

• ネッ トワーク ・ シェアの設定

• データのリストア

ネッ トワーク ・ シェアの設定
NetVault クライアン ト と ターゲッ トの仮想マシンとの間でネッ トワーク ・ シェアを作成するには、 以下の手順を

使用します。

ネッ トワークシェアを設定するには

1 ターゲッ トの仮想マシン上で、 フォルダ用に共有プロパティ を設定します。

2 NetVault サーバで、 バックアップジ ョブウィザードを開始して、 ［セレクシ ョ ン］ リス トの横にある

［ ］ をクリ ックします。

3 ［NetVault セレクシ ョ ン］ ページで、 プラグインがインストールされている NetVault クライアン ト を開

いて、 次に ［File System］ を開きます。

4 ［ネッ トワーク共有］ をクリ ックして、 コンテキスト ・ メニューから ［ネッ トワークシェアを追加する］
を選択します。

5 ［新しいネッ トワークシェアを追加する］ ダイアログ ・ ボックスで、 以下の形式で共有ドライブのファイ
ル ・パスを指定します。

\\<IP アドレスまたは接続可能なネッ トワーク名 >\< シェア名 >\

6 ネッ トワーク ・ シェアを追加してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［追加］ をクリ ックします。

7 ［ネッ トワーク共有］ をクリ ックして、 コンテキスト ・ メニューから ［接続する］ を選択します。

8 ［接続の詳細］ ダイアログ ・ ボックスで、 以下の情報を入力します。

▪ ［ド メ イン］ ： 共有フォルダが存在するシステムの Windows ド メイン名を入力します。

▪ ［ユーザー名］ ： ド メ イン管理者のユーザー名を入力します。 ネッ トワーク ・ シェアのバックアッ
プは、 リス トア時にファイルおよびディ レク ト リの権限をすべて取得できるように、 ド メイン管
理者のアカウン ト を使用して実行する必要があります。 管理者グループに属するユーザーには、
ド メイン管理者の権限はありません。

▪ パスワード ： ユーザー ・ アカウン トのパスワードを指定します。

9 接続の詳細を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［OK］ をク リ ックします。

メモ ： バックアップ用に非ド メイン管理者アカウン ト を設定した場合、 リス トア後に手動で
ファイルおよびディ レク ト リ権限を設定する必要があります。
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データのリストア
ファイルレベル ・バックアップをリス トアするには、 次の手順を使用します。

データをリス トアするには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リス トア ・ ジ ョ ブ作成］ をクリ ックします。

［リス トア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセッ トの選択］ ページで、 セーブセッ ト ・ テーブルは利用可能なセー

ブセッ ト を一覧表示します。 このテーブルには、 セーブセッ ト名 （ジ ョ ブ ・ タイ トルとセーブセッ ト
ID）、 作成日時、 セーブセッ トのサイズ、 およびセーブセッ トのステータスが表示されます。

セーブセッ トのステータスは、 以下のアイコンを使って示されます。

セーブセッ ト ・ リス トは作成日順に表示されます。 列見出しをクリ ックすることで、 別の列で並べ替え
たり、 並び順序を逆にしたりすることができます。 列名の隣りにある矢印はソート順序を表しています。

2 セーブセッ ト ・ リス ト をフ ィルタ リングするには、 以下のフ ィルタ ・ オプシ ョ ンを使用します。

3 使用するセーブセッ ト を選択して、 ［次へ］ をクリ ックします。

セーブセッ ト を選択すると、 以下の情報が ［セーブセッ ト情報］ に表示されます。 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブ ・

タイ トル、 タグ、 サーバー名、 クライアン ト名、 プラグイン名、 セーブセッ トの日時、 リ タイア設定、
増分バックアップかどうか、 アーカイブかどうか、 セーブセッ トのサイズなど。

アイコン 説明

セーブセッ トがオンラインです （すべてのセグメン トがオンラインです）。

セーブセッ トの一部がオンラインです （一部のセグメン トがオンラインです）。

セーブセッ トがオフラインです （すべてのセグメン トがオフラインです）。

フ ィルタ 説明

クライアン ト 作成された特定のクライアン トのセーブセッ ト を表示します。 デフォルトでは
［任意］ が選択されています。

1 このフ ィルタを使用するには、 ［クライアン ト］ ボックスをクリ ックしま
す。

2 ［クライアン ト選択］ ダイアログ ・ ボックスでクライアン ト を選択しま
す。

3 ダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［OK］ をク リ ックします。

プラグイン ・ タイプ 特定のプラグインを使用して作成されたセーブセッ ト を表示します。 デフォル
トでは ［任意］ が選択されています。

1 このフ ィルタを使用するには、 ［プラグイン ・ タイプ］ ボックスをクリ ッ
クします。

2 リス トから、 プラグインを選択します。

日付 指定期間内に作成されたセーブセッ ト を表示します。 デフォルトでは ［任意］
が選択されています。

1 このフ ィルタを使用するには、 ［日付］ ボックスをクリ ックします。

2 リス トで、 使用するオプシ ョ ンを選択します。

選択可能なオプションは、［過去 24 時間］、［先週］、［先月］、［過去 6ヶ
月］、［去年］、［任意］です。

Job 作成された特定のジョブのセーブセッ ト を表示します。 デフォルトでは ［任意］
が選択されています。

1 このフ ィルタを使用するには、 ［ジ ョ ブ］ ボックスをクリ ックします。

2 ［ジ ョ ブの選択］ ダイアログ ・ ボックスでジ ョブを選択します。

3 ダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［OK］ をク リ ックします。
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4 ［セレクシ ョ ン セッ ト作成］ ページで、 リス トアするファイルとディ レク ト リを選択します。

5 リス トアするファイルまたはディレク ト リをクリ ックして、 コンテキスト ・ メニューから ［名前変更］
を選択します。

6 ［再配置］ ボックスに、 ネッ トワーク ・ シェアのパスを入力します。

7  をクリ ックして、 以下の設定を行います。

8 設定を保存するには、 ［保存］、 ［次へ］ を順にクリ ックします。

9 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定します。

進捗状況の監視でジ ョブを識別しやすくするため、 分かりやすい名前を割り当てます。 ジ ョ ブ名には英
数字と英数字以外の文字を使用できますが、 ラテン語以外の文字を含めることはできません。 また、 長
さ制限はありません。 ただし、 すべてのプラッ ト フォームで、 40 文字以内にすることをお勧めします。

メモ ： 通常の増分または差分バックアップの場合、 バックアップ ・ シーケンス （初回のフル ・バッ
クアップおよび後続の増分または差分バックアップ） に含まれていたすべてのファイルが選択ツ
リーに表示されます。 ダンプ ・ タイプの増分または差分バックアップの場合、 選択したサーブセッ
ト内にバックアップされたファイルのみが表示されます。

メモ ： 仮想互換モードの RDM （Raw Device Mapping） ディスクは、 元の RDM ではな く、 フラ ッ

トな 「.vmdk」 フ ァイルにリストアされます。 代替手段として、 リス トア時はこれらの RDM ディ

スクを除外して ください。

メモ ： 上記のステップ 5 およびステップ 6 を実行しない場合、 データは仮想マシンの共有フォルダではな

く、 NetVault クライアン トにリス トアされます。

表 12. Plug-in for FileSystem のリストア ・ オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

最新ファイルを上書
き

デフォルトでは、 リス トア先の既存のファイルは、 セーブセッ ト内のバック
アップされたファイルで上書きされます。

既存のファイルを上書きしない場合は、 このチェ ック ・ ボックスの選択を解除
します。

ファイルのタイムス
タンプをリセッ ト

デフォルトでは、 リス トアされたファイルのタイムスタンプは、 バックアップ ・
セーブセッ トに記録されているタイムスタンプにリセッ ト されます。

現在のタイムスタンプでファイルをリストアする場合は、 このチェ ック ・ ボッ
クスの選択を解除します。

ディ レク ト リのタイ
ムスタンプをリセッ
ト

デフォルトで、 ディ レク ト リは現在のタイムスタンプでリセッ ト されます。

セーブセッ トに記録されているタイムスタンプにリセッ トする場合は、 この
チェ ック ・ ボックスを選択します。 このオプシ ョ ンを使用するには、 ［ファイル
のタイムスタンプをリセッ ト］ チェ ック ・ ボックスも選択する必要があります。

バックアップ中に変
更されたファイルを
リストア

バックアップ中に 「in flux」 とマークされたファイルをリストアするには、 この

チェ ック ・ ボックスを選択します。

リス トア ・ ログのパ
ス

リストア ・ ログ ・ ファイルを作成する場合に、 ファイル名を入力します。 この
ログには、 リス トア対象として選択されたファイルの一覧が記録されます。 正
常にリストアされたファイルには 「o」、 それ以外のファイルには 「x」 マークが

付けられます。 既存のファイル名を指定した場合、 既存のファイルは上書きさ
れます。 ログ ・ ファイルは CSV ファイル形式で作成され、 ファイル ・サイズ、

変更日、 ファイル ・ タイプなどの詳細が含まれています。

エクスクルージ ョ
ン ・ リス トのパス

エクスクルージ ョ ン ・ リス ト を使用する場合は、 ファイルへのフル ・パスを入
力します。

エクスクルージ ョ ン ・ リス トについての詳細は、 『Quest NetVault Plug-in for 
FileSystem ユーザーズ ・ ガイ ド』 を参照して ください。



Quest NetVault Plug-in  for VMware 13.1.2 ユーザーズ ・ ガイ ド

ファイル ・ レベルのバックアップのリストア
85

10 ［ターゲッ ト ・ クライアン ト］ リス トで、 データをバックアップしたクライアン トが選択されていること
を確認します。

このクライアン トはデフォルトで選択されています。 この設定は変更しないようにして ください。

11 スケジュール ・ セッ ト、 リス トア ・ ソース ・ セッ ト、 および詳細設定セッ ト を選択または作成します。

これらの設定についての詳細は、 『Quest NetVault アド ミニスト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照して くださ

い。

12 ジ ョブ実行をスケジュールするには、 ［実行］ をクリ ックします。

［ジ ョ ブ ・ ステータス］ ページではジ ョブの進捗をモニタしたり、 ［ログ］ ページではログを参照表示す
ることができます。 これらの機能についての詳細は、 『Quest NetVault アド ミニスト レーターズ ・ ガイ

ド』 を参照して ください。

ビルト インの Plug-in for FileSystem を
使用したファイルレベルのバックアップ
のリストア
ネイティブの Plug-in for FileSystem を使用したファイルレベルのバックアップをリス トアするには、 以下で概

説する手順に従います。

• 前提条件

• データのリストア

前提条件
データのリストアを開始する前に、 以下の必要条件を満たしていることを確認して ください。

• ターゲッ ト仮想マシン内に NetVault クライアン ト ・ ソフ トウェアをインストールすること。 詳細は、

『Quest NetVault インストール ・ ガイ ド』 を参照して ください。

• NetVault サーバーにクライアン ト を追加すること。 詳し くは、 『Quest NetVault アド ミニスト レーター

ズ ・ ガイ ド』 を参照して ください。

データのリストア

データをリストアするには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リス トア ・ ジ ョ ブ作成］ をクリ ックします。

［リス トア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセッ トの選択］ ページで、 セーブセッ ト ・ テーブルは利用可能なセー

ブセッ ト を一覧表示します。 このテーブルには、 セーブセッ ト名 （ジ ョ ブ ・ タイ トルとセーブセッ ト
ID）、 作成日時、 セーブセッ トのサイズ、 およびセーブセッ トのステータスが表示されます。

セーブセッ トのステータスは、 以下のアイコンを使って示されます。

メモ ： 本プラグインは、 仮想マシン上の共有ネッ トワーク ・ フォルダにデータをリス トアします。 リス ト
アしたファイルは、 最終的なターゲッ ト ・ リス トア先に手動で移動する必要があります。
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セーブセッ ト ・ リス トは作成日順に表示されます。 列見出しをクリ ックすることで、 別の列で並べ替え
たり、 並び順序を逆にしたりすることができます。 列名の隣りにある矢印はソート順序を表しています。

2 セーブセッ ト ・ リス ト をフ ィルタ リングするには、 以下のフ ィルタ ・ オプシ ョ ンを使用します。

3 使用するセーブセッ ト を選択して、 ［次へ］ をクリ ックします。

セーブセッ ト を選択すると、 以下の情報が ［セーブセッ ト情報］ に表示されます。 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブ ・

タイ トル、 タグ、 サーバー名、 クライアン ト名、 プラグイン名、 セーブセッ トの日時、 リ タイア設定、
増分バックアップかどうか、 アーカイブかどうか、 セーブセッ トのサイズなど。

4 ［セレクシ ョ ン セッ ト作成］ ページで、 リス トアするファイルとディ レク ト リを選択します。

5  をクリ ックして、 適切な設定を行います。

詳細は、 「Plug-in for FileSystem のリストア ・ オプシ ョ ン」 を参照して ください。

6 設定を保存するには、 ［保存］、 ［次へ］ を順にクリ ックします。

7 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定します。

アイコン 説明

セーブセッ トがオンラインです （すべてのセグメン トがオンラインです）。

セーブセッ トの一部がオンラインです （一部のセグメン トがオンラインです）。

セーブセッ トがオフラインです （すべてのセグメン トがオフラインです）。

フ ィルタ 説明

クライアン ト 作成された特定のクライアン トのセーブセッ ト を表示します。 デフォルトでは
［任意］ が選択されています。

1 このフ ィルタを使用するには、 ［クライアン ト］ ボックスをクリ ックしま
す。

2 ［クライアン ト選択］ ダイアログ ・ ボックスでクライアン ト を選択しま
す。

3 ダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［OK］ をク リ ックします。

プラグイン ・ タイプ 特定のプラグインを使用して作成されたセーブセッ ト を表示します。 デフォル
トでは ［任意］ が選択されています。

1 このフ ィルタを使用するには、 ［プラグイン ・ タイプ］ ボックスをクリ ッ
クします。

2 リス トから、 プラグインを選択します。

日付 指定期間内に作成されたセーブセッ ト を表示します。 デフォルトでは ［任意］
が選択されています。

1 このフ ィルタを使用するには、 ［日付］ ボックスをクリ ックします。

2 リス トで、 使用するオプシ ョ ンを選択します。

選択可能なオプションは、［過去 24 時間］、［先週］、［先月］、［過去 6ヶ
月］、［去年］、［任意］です。

Job 作成された特定のジョブのセーブセッ ト を表示します。 デフォルトでは ［任意］
が選択されています。

1 このフ ィルタを使用するには、 ［ジ ョ ブ］ ボックスをクリ ックします。

2 ［ジ ョ ブの選択］ ダイアログ ・ ボックスでジ ョブを選択します。

3 ダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［OK］ をク リ ックします。

メモ ： 通常の増分または差分バックアップの場合、 バックアップ ・ シーケンス （初回のフル ・バッ
クアップおよび後続の増分または差分バックアップ） に含まれていたすべてのファイルが選択ツ
リーに表示されます。 ダンプ ・ タイプの増分または差分バックアップの場合、 選択したサーブセッ
ト内にバックアップされたファイルのみが表示されます。
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進捗状況の監視でジ ョブを識別しやすくするため、 分かりやすい名前を割り当てます。 ジ ョ ブ名には英
数字と英数字以外の文字を使用できますが、 ラテン語以外の文字を含めることはできません。 また、 長
さ制限はありません。 ただし、 すべてのプラッ ト フォームで、 40 文字以内にすることをお勧めします。

8 ［ターゲッ ト ・ クライアン ト］ リス トで、 ターゲッ ト仮想マシンを選択します。

9 スケジュール ・ セッ ト、 リス トア ・ ソース ・ セッ ト、 および詳細設定セッ ト を選択または作成します。

これらの設定についての詳細は、 『Quest NetVault アド ミニストレーターズ ・ ガイド』 を参照して ください。

10 ジ ョブ実行をスケジュールするには、 ［実行］ をクリ ックします。

［ジ ョ ブ ・ ステータス］ ページではジ ョブの進捗をモニタしたり、 ［ログ］ ページではログを参照表示す
ることができます。 これらの機能についての詳細は、 『Quest NetVault アド ミニスト レーターズ ・ ガイ

ド』 を参照して ください。

セーブセッ ト内のファイルの検索
［リストア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセッ トの選択］ ページの ［検索］ オプシ ョ ンにより、 セーブセッ ト を開いた

り、 そのコンテンツを参照したりすることな く、 特定のファイルやデータ ・ アイテムを検索することができま
す。 ファイル名または正規表現を使用して、 リス トアするデータ ・ アイテムを検索することができます。

カタログ検索を設定する、 または有効にするには、 ［リス トアジ ョ ブ作成 - セーブセッ トの選択］ ページの ［検

索］ ボタンの近くにある電球アイコンをクリ ックします。 カタログ検索では、 Elasticsearch で使用される正規

表現構文がサポート されます。 Elasticsearch の詳細については、

https://www.elastic.co/guide/en/elasticsearch/reference/current/query-dsl-regexp-query.html を参照して ください。

カタログ検索の詳細については、 『Quest NetVault アド ミニスト レーターズガイド』 を参照して ください。

セーブセッ トのデータ ・ アイテムを検索するには

1 ［リス トア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセッ トの選択］ ページで ［検索］ をクリ ックします。

2 ［セーブセッ ト内のファイルを検索します］ ダイアログ ・ ボックスで、 以下のオプシ ョ ンを設定します。

▪ ［検索する文字列］ ： 検索する文字列を入力します。

▪ ［正規表現検索］ ： ［検索する文字列］ ボックスで Elasticsearch の代わりに POSIX 正規表現を使用

するには、 このチェ ック ・ ボックスを選択します。

▪ ［従来の検索方法］ ： カタログ化されたセーブセッ ト とカタログ化されていないセーブセッ トの両
方が検索に含まれている場合は、 このチェ ック ・ ボックスが表示されます。

カタログ化されていないセーブセッ トのみが検索に含まれている場合、 または ［従来の検索方法
を使用する］ を選択している場合は、 従来の検索が使用されます。

カタログ化されたセーブセッ トのみが検索に含まれている場合、 または ［従来の検索方法を使用
する］ にチェ ックが付いていない場合は、 カタログ検索が使用されます。

3 1 つまたは複数の特定のセーブセッ ト内で検索するには、 該当するセーブセッ ト を選択し、 ［検索］ をク

リ ックします。

セーブセッ ト を選択していない場合は、 すべてのセーブセッ トが検索に含まれます。 ［検索結果］ ページ
では、 指定したファイルまたはデータアイテムを含むセーブセッ ト を表示およびフ ィルタすることがで
きます。

4 リス トアする項目を選択します。

1 つのセーブセッ トからのみ項目をリストアできます。

5 ［選択した項目のリストア］ をクリ ックします。

6 「データのリストア」 のステップ 5 からステップ 12 を実行します。

重要 ： ［クライアン ト指定］ リス トで仮想マシンを選択しない場合、 データはプラグインがインス
トールされているクライアン トにリス トアされます。

https://www.elastic.co/guide/en/elasticsearch/reference/current/query-dsl-regexp-query.html
https://www.elastic.co/guide/en/elasticsearch/reference/current/query-dsl-regexp-query.html
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メディア ・ リス トの表示
［リストア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセッ トの選択］ ページの ［メディア ・ リス ト］ オプシ ョ ンを使用すると、 バッ

クアップの保存に使用するメディア ・ アイテムについての情報を表示できます。 バックアップのデータ ・ セグメ
ン トおよびインデックス ・ セグメン トについての詳細を表示できます。

メディアリス ト を表示するには

1 ［リス トア ジ ョブ作成 － セーブセッ トの選択］ ページで、 目的のセーブセッ ト を選択します。

2 ［セーブセッ ト情報］ で ［メディア一覧］ をクリ ックします。

3 表示されるダイアログ ・ ボックスで、 以下の詳細情報を参照します。

▪ バックアップ ・サイズ ： セーブセッ トの合計サイズがバイ ト数で表示されます。

▪ データ ・ セグメン ト ・ テーブル ： このテーブルには、 データ ・ セグメン ト を含むメディア ・ アイ
テムに関する情報が表示されます。 メディア ・ ラベル、 メディア ・ グループ ・ ラベル、 ス ト リー
ム ID、 開始バイ ト数、 終了バイ ト数、 メディアの場所などの詳細情報を参照できます。

▪ インデックス ・ セグメン ト ・ テーブル ： このテーブルには、 インデックス ・ セグメン ト を含むメ
ディア ・ アイテムに関する情報が表示されます。 メディア ・ ラベルおよびメディアの場所を参照
できます。

4 ダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［閉じる］ をクリ ックします。
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ト ラブルシューティング

• 一般的なエラー

• 仮想マシンの問題の診断

• SOAP メ ッセージ

• VDDK ログの生成

一般的なエラー
このセクシ ョ ンでは一般的なエラーとその解決方法について記述します。 ト ピックは以下のとおりです。

• NetVault サービスで Windows の開始が失敗する

• マシンの再起動後に NetVault サービスの開始が失敗する

• Linux で NetVault サービスは始まるが、 すぐに停止する

• プラグインの Linux Hybrid バージ ョ ンが 64 ビッ ト OS で実行されない

• バックアップ中にクラッシュが発生する

• CBT を使用したイメージ ・ レベルのバックアップが失敗する

• 複数のバックアップが同じデータストアにアクセスすると、 SAN 転送がエラーを報告する

• RHEL 7 および RHEL 6 でのデフォルトの SCSI コン ト ローラ ・ タイプ

• ファイル ・ レベルのバックアップでは、 リパース ・ ポイン トのデータをバックアップできない

• SAN 転送使用時にリストア ・ ジ ョ ブが失敗する

• リス トアジ ョ ブで、 サーバインベン ト リまたは代替スタンドアロン ESXi Server に仮想マシンを追加でき

ない

• イメージ ・ レベルのバックアップをリス トアすると、 ディスク ・ タイプが必ずシック ・ プロビジ ョニン
グの Eager Zeroed になってしまう

• vSphere FT で保護されている仮想マシンのバックアップ ・ ジ ョ ブが断続的に失敗する

• RDM ディスクが VMDK ファイルにリストアされる

• イメージレベルのバックアップを統合できない

• Linux でファイルサイズが 50 MB を超えると リス トアジ ョブが失敗する

• Web サービスプロセスで、 サーバが使用できないことを示すメ ッセージが表示される

• 更新をインストールすると、 VMware Vstor2 MntApi ド ライバが不整合な状態になる

• 暗号化されたディスクのバックアップと リス トア

• 同じ  UUID を持つクローン仮想マシンのバックアップ

• vSphere FT で保護されている仮想マシンのバックアップ

• スト レージアレイで VVol を使用するとエラーが発生する

• バックアッププロキシが HotAdd 転送モードではな く  NBD モードで開かれる
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NetVault サービスで Windows の開始が失敗する

説明

Windows ベースの NetVault サーバーで、 NetVault サービスの開始が失敗する。

症状

Windows イベン ト ・ ビューアで以下のメ ッセージを確認します。 PDT FATAL: lock file "postmaster.pid" already 
exists.

解決方法

システム ・ データの保管に使用する PostgreSQL データベースが起動していないと、 NetVault は起動できませ

ん。 この問題に対処するには、 ログで参照されている場所にある 「postmaster.pid」 を削除して、 NetVault サー

バーを再起動します。

マシンの再起動後に NetVault サービスの開始が失敗する

説明

マシンの再起動後、 Windows ベースの NetVault サーバーで、 NetVault サービスの開始に失敗することがある。

症状

Windows イベン ト ・ ビューアで以下のメ ッセージを確認します。 FATAL: could not create any TCP/IP sockets " 
for a PostgreSQL source

解決方法

システム ・ データの保管に使用する PostgreSQL データベースが起動していないと、 NetVault は起動できませ

ん。 この問題に対処するには、 タスク ・ マネージャを開始して、 ［全ユーザーのプロセスを表示する］ をクリ ッ
クします。 システム上で postgres32.exe の複数のインスタンスが動作していることを確認できます。

postgres32.exe のすべてのインスタンスを削除するには、 このプロセスの任意のインスタンスを選択し、

［プロセスの終了］ をクリ ックします。 NetVault サービスを開始します。

Linux で NetVault サービスは始まるが、 すぐに停止する

説明

Linux ベース ・ マシンで、 NetVault サービスが始まった直後に停止する。

症状

エラー ・ メ ッセージは表示されません。

解決方法

Postgres サービスがホスト名 localhost を解決できず、 開始できない場合に、 この問題が発生することがあります。

/etc/hosts ファイルを確認します。 ファイルに localhost のエン ト リが含まれていない場合は、 そのエン ト リを

追加します。
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プラグインの Linux Hybrid バージ ョ ンが 64 ビッ ト OS で実行

されない

説明

Linux Hybrid バージ ョ ンのプラグインは、 64 ビッ ト専用オペレーティング ・ システムで実行されない。

症状

このプラグインを開く ことができず、 「No Error. （エラーはありません。）」 という メ ッセージが表示されます。

解決方法

64 ビッ ト専用オペレーティング ・ システムでは、 プラグインに必要な、 一部の一般的な 32 ビッ トのライブラリ

がインストールされません。

この問題に対処するには、 次の手順を実行します。

1 ターミナル ・ セッシ ョ ンを起動し、 /usr/netvault/bin に移動します。

2 不足しているライブラリをリス トするには、 以下のコマンドを実行します。

ldd nvvmware | egrep -i “missing|not found”

3 適切なパッケージマネージャを使用して、 不足している 32 ビッ ト ライブラリをインストールします。

バッ クアップ中にクラッシュが発生する

説明

バックアップ中に、 プラグインからエラーが報告され応答しな く なる。

症状

プラグインが、 NetVault ログの以下のエラーで失敗する。

VM のディスク [XXXXXXX]xxx/xxxxxxxxx. vmdk' のデータをメディアにバックアップ中 : 「Job マネージャが

メ ッセージ チャンネルを予期せずに失いました」

ト レース ・ ログには以下のメ ッセージが記録される。

Cannot open library: libexpat.so.0: cannot open shared object file in vixDiskLib-16642.log.

解決方法

この問題に対処するには、 /usr/lib ディレク ト リに移動し、 次のシンボリ ックリンクを作成します。

ln -s /lib/libexpat.so.1.5.2 libexpat.so.0

CBT を使用したイメージ ・ レベルのバックアップが失敗する

説明

CBT を有効にしたイメージ ・ レベルのバックアップでエラーが報告され、 失敗する。

症状

プラグインが、 NetVault ログの以下のエラーで失敗する。

Failed to get changed disk areas.

メモ ： 一部のライブラリは、 パス $NV_HOME/dynlib/vddk/から動的にロード されます。 これらのライ

ブラリが不足していると リス ト されても、 対処する必要はありません。
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解決方法

この問題は、 スナップシ ョ ッ トが存在する仮想マシンで CBT が有効になっている場合に発生します。 CBT を有

効にする前から存在しているスナップシ ョ ッ トには、 changeId パラメータは設定されていません。 そのため、

QueryChangedDiskAreas API を呼び出すとエラーが発生します。 詳し くは、

http://kb.vmware.com/kb/1033816 を参照して ください。

この問題に対処するには、 次のどちらかの手順を実行します。

• ［仮想マシンに対して CBT （Changed Block Tracking） を有効化］ チェ ックボックスを選択する前に、

仮想マシンにスナップシ ョ ッ トが 1 つも存在しないことを確認します。

— または —

• ［CBT のリセッ ト］ オプシ ョ ンを使用します。 このオプシ ョ ンは仮想マシンの CBT を再設定し、 前に失

敗した CBT を有効にしたバックアップの実行を可能にします。 このオプシ ョ ンの詳細は、 「仮想マシン

の CBT のリセッ ト」 を参照して ください。

複数のバックアップが同じデータストアにアクセスすると、
SAN 転送がエラーを報告する

説明

複数のバックアップ ・ プロセスが同じデータストアにアクセスしている場合、 Linux ベースのクライアン トは、

SAN 転送モードを使用した仮想ドライブのコンテンツの読み取りに失敗することがある。

症状

SAN 転送モードを使用したバックアップ時に、 次のエラーが報告される。

San transport error: I/O Operation failed.

Error: 指定されたパラメータの 1 つが無効です。

解決方法

このエラーは、 SCSI 予約の衝突の処理中に Linux カーネルで障害が発生すると起こります。

このエラーは以下のシステムで発生します。

• Red Hat Enterprise Linux （RHEL） 6.1 以前のバージ ョ ン

• SUSE Linux Enterprise Server （SLES） 11.1 以前のバージ ョ ン

この問題に対処するには、 カーネルのバージ ョ ンを、 RHEL の場合は 2.6.32-220 以降に、 SLES の場合は 3.0.13 
以降に、 それぞれアップグレード します。

RHEL 7 および RHEL 6 でのデフォルトの SCSI コン ト ロー

ラ ・ タイプ

説明

RHEL 7 または RHEL 6 をゲスト  OS と して仮想マシンを作成するとき、 SCSI コン ト ローラタイプは、 デフォ

ルトで ［VMware 準仮想化］ に設定されます。

症状

N/A

http://kb.vmware.com/kb/1033816
http://kb.vmware.com/kb/1033816
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解決方法

HotAdd 転送モードを使用するには、 仮想マシンを作成するときに、 SCSI コン ト ローラ ・ タイプを ［LSI ロジッ

ク ・ パラレル］ または ［LSI ロジック SAS］ に設定します。 この設定についての詳細は、 関連の VMware ド

キュ メン ト を参照して ください。

Quest では、 新しいコン ト ローラ ・ タイプで正常に動作することを確認せず既存の仮想マシンの SCSI コン ト

ローラ ・ タイプを変更することはお勧めしません。

フ ァイル ・ レベルのバックアップでは、 リパース ・ ポイン トの
データをバックアップできない

説明

ファイルレベルのバックアップ方法では、 リパース ・ ポイン トからデータをバックアップできない。

症状

ゲスト OS 上のリパース ・ ポイン ト と してマウン ト されているディスクが、 ファイルレベル ・バックアップに含

まれている場合、 バックアップはエラーや警告を伴わず正常に完了する。 しかし、 実際にはプラグインは、 リ
パース ・ ポイン トのデータをバックアップしない。 リバース ・ ポイン トは、 ［セレクシ ョ ン セッ ト作成］ ページ

に空のノード と して一覧表示される。

解決方法

VMware API は、 このバックアップ ・ タイプをサポート していません。

対処法 ：

• ゲスト OS に NetVault クライアン ト をインストールし、 リパース ・ ポイン ト ・ ディ レク ト リを含めて

Plug-in for FileSystem を使用してバックアップを実行する。

— または —

• リパース ・ ポイン トの代わりにド ライブ文字を割り当ててディスクをマウン トする。 その後、 新規ドラ
イブ文字をターゲッ ト と してバックアップを作成する。

SAN 転送使用時にリストア ・ ジ ョ ブが失敗する

説明

リストア ・ ジ ョ ブが失敗する。

症状

リストア ・ ジ ョ ブが以下のエラーを伴って失敗する。

ログ ・ メ ッセージ ：

VM のディスク ・ データをリス トアできませんでした

ログ内容 ：

Failed to open vmdk VDDK error encountered: code 13

Retrieving error message text VDDK error message is ‘You do not have access rights to this file’

Disk data restore failed for ‘[datastore]VirtualMachineName/ VitrualDiskName.vmdk’
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解決方法

Plug-in for VMware を実行している NetVault クライアン トは、 SAN にアクセスできないことがあります。 これ

を検証するには、 NBD 転送モードを使用する必要があります。 このモードでリストアが正常に完了した場合、

SAN 接続に関する問題であることを示します。

SAN 転送モードを使用するには、 NetVault クライアン トが VMFS LUN へ SAN 接続できる必要があります。

LUN がアクセス可能であること、 および SAN が正し く設定されていることを確認する必要があります。

リス トアジ ョ ブで、 サーバインベン ト リまたは代替スタンドア
ロン ESXi Server に仮想マシンを追加できない

説明

リストア ・ ジ ョ ブが失敗する。

症状

リストア ・ ジ ョ ブが以下のエラーを伴って失敗する。

ログ ・ メ ッセージ ：

Vm をターゲッ ト ・ サーバーのインベン ト リに追加できませんでした。

— または —

データストア形式が無効です。

ログ内容 ：

Fault string is 'Invalid configuration for device '3'.

解決方法

このエラーが発生した場合、 ト レースを有効化してからリストア ・ ジ ョ ブを再実行します。 ジ ョ ブが完了した
ら、 vmw<nnn>_soaprecv.log という名前のファイルを開き、 以下の内容に類似した XML メ ッセージ

<WaitForUpdatesExResponse> が含まれているかどうかを確認します。

<val xsi:type="LocalizedMethodFault">
<fault xsi:type="InvalidDeviceSpec">
<property>deviceChange[3].device.backing.fileName
</property>
<deviceIndex>3</deviceIndex>
</fault>
<localizedMessage>Invalid configuration for device &apos;3&apos;.</localizedMessage>
</val>

見つかった場合は、 このバックアップには CD または DVD ド ライブに無効な設定が含まれていることを意味し

ます。

この問題に対処するには ：

1 vmware.cfg ファイルをテキスト ・ エディ タで開きます。

このファイルは、 Windows では <NetVault home>\config、 Linux では <NetVault home>/config にありま

す。

2 次のエン ト リの値に True を設定します。

[Custom:ReconfigureVirtualCdromDevices]
Value=True

（このエン ト リのデフォルト値は False です。）

3 ファイルを保存します。
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4 リス トア ・ ジ ョ ブを再実行します。

ジ ョ ブは正常に完了します。 最初のバックアップ時に、 CD または DVD ド ライブを 「Host Device」 また

は 「Datastore ISO File」 タイプに設定した場合、 これらは 「Client Device」 タイプへ再設定されます。

このログにおける警告メ ッセージには、 再設定されたデバイスのリストが含まれます。 ログ内容には元
の設定も含まれます。 ログ内容を表示するには、 ［詳細情報］ ボタンをクリ ックします。

5 仮想マシンのリストア後は、 [Custom:ReconfigureVirtual CdromDevices] パラメータを False にリ

セッ ト します。

イ メージ ・ レベルのバックアップをリス トアすると、 ディス
ク ・ タイプが必ずシック ・ プロビジ ョニングの Eager Zeroed
になってしまう

説明

仮想マシンのリストアを行う と、 シン ・ プロビジ ョニングまたはシック ・ プロビジ ョニングの Lazy Zeroed の仮

想ドライブがシック ・ プロビジ ョニングの Eager Zeroed に自動的に変換されてしまいます。

症状

ディスクのプロビジ ョニング ・ タイプに関係な く、 CBT を有効にしていないイメージ ・ レベルのバックアップ

は、 常にフル ・ ディスクのバックアップを作成します。 リス トア中に、 「.vmdk」 フ ァイルは完全に上書きされ、

VMware によってシンプロビジ ョニングまたはシックプロビジ ョニング Lazy Zeroed のドライブは、 シックプロ

ビジ ョニング Eager Zeroed に自動的に変換されます。

解決方法

リストア中にドライブの元のタイプを維持するには、 ［仮想マシンに対して CBT （Changed Block Tracking）
を有効化］ オプシ ョ ンがバックアップジ ョブで有効になっていることを確認します。 詳細は、 「バックアップ戦
略の策定」 を参照して ください。

vSphere FT で保護されている仮想マシンのバックアップ ・

ジ ョ ブが断続的に失敗する

説明

VMware vSphere フォールト ・ ト レランス （vSphere FT） を使用して保護されている仮想マシンをバックアップ

すると、 バックアップ ・ ジ ョ ブが失敗します。

症状

ジョブが失敗し、 次が報告されます。 レガシーのフォールト ・ ト レランスが有効である間は、 仮想マシンをバッ
クアップできません。

解決方法

仮想マシンが、 バックアップ ・ スナップシ ョ ッ ト をサポート しない以前のバージ ョ ンのフォールト ・ ト レランス
で保護されています。

レガシー ・ フォールト ・ ト レランスを使用している仮想マシンをバックアップおよびリストアするには、 新しい
バージ ョ ンの vSphere FT を使用するために、 仮想マシンを再設定します。 vSphere ウェブ ・ クライアン ト を使

用して、 仮想マシンのフォールト ・ ト レランスをオフにしてから、 再度オンにします。 再設定プロセスの間、 再
設定している仮想マシンに FT プロテクシ ョ ンは利用できません。

注意 ： vSphere FT を使用して保護されている仮想マシンをバックアップするためにプラグインを使用す

る前に、 お使いの環境で VMware ESXi 6.0 ビルド番号 4192238 以降が使用されていることを確認します。
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RDM ディスクが VMDK ファイルにリストアされる

説明

仮想互換モードの RDM ディスクが、 元の RDM ではな く、 フラ ッ トな 「.vmdk」 フ ァイルにリストアされます。

解決方法

代替手段として、 リス トア時はこれらの RDM ディスクを除外して ください。

イ メージレベルのバックアップを統合できない
NetVault Plug-in for Consolidation を使用すると、 仮想マシンのイメージ ・ レベルのバックアップは ［セレクシ ョ

ン ・ セッ ト作成］ ページには表示されますが、 これらのセーブセッ ト を統合できません。

Linux でファイルサイズが 50 MB を超えると リス トアジ ョブ

が失敗する
ファイルの断片化を回避するため、 Plug-in for VMware ではファイルをディスクにリストアする前にディスク領

域の事前割り当てを行います。 Linux ベースのシステムでは、 ファイルのサイズが 50 MB を超えると、 ディスク

領域が事前に割り当てられません。 このようなファイルは、 スパース ・ ファイルと同様に処理され、 ディスク領
域はリストア時に必要に応じて割り当てられます。 ディスクに、 50 MB を超えるファイルを完全にリストアでき

る十分な領域がない場合は、 ディスクの空き容量がな く なった時点でジ ョブが失敗します。

Web サービスプロセスで、 サーバが使用できないことを示す

メ ッセージが表示される

説明

［仮想マシンの診断］ メ ソ ッ ドでタイムアウト間隔 （5 分） 内に結果を返すことができない場合、 Web サービス

のプロセスで次のメ ッセージが表示されます。 「Error: The remote machine: <Name of the NetVault Server> is 
unavailable」

解決方法

ダイアログ ・ ボックスを閉じると、 現在の操作を続行することができます。 バックグラウンドで、 ［仮想マシン
の診断］ メ ソ ッ ドによりクリーンアップ ・ プロセスが実行され、 作成されたスナップシ ョ ッ トが削除されます。

更新をインストールすると、 VMware Vstor2 MntApi ド ライバ

が不整合な状態になる

説明

プラグインの更新をインストールすると、 VMware Vstor2 MntApi ド ライバが不整合な状態になります。

解決方法

Windows ベースのプロキシ ・サーバーを使用している場合は、 VDDK を削除した後にサーバーを再起動して く

ださい。 サーバーを再起動せずに VMware Vstor2 MntApi ド ライバをインストールまたは削除しよう とすると、

エラーが発生することがあります。 詳し くは、
http://pubs.vmware.com/Release_Notes/en/developer/vddk/65/vsphere-vddk-65-release-notes.html を参照して く

ださい。

http://pubs.vmware.com/Release_Notes/en/developer/vddk/65/vsphere-vddk-65-release-notes.html
http://pubs.vmware.com/Release_Notes/en/developer/vddk/65/vsphere-vddk-65-release-notes.html
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プラグインの最新バージ ョ ンをインストールする前に、 次の手順を完了して ください。

1 プラグインの既存のバージ ョ ンを削除します。

2 VMware Vstor2 MntApi ド ライバの状態を確認します。

3 ド ライバが存在している場合はドライバを削除します。

4 プラグインの最新バージ ョ ンをインストールします。

暗号化されたディスクのバックアップと リス トア
vSphere 6.5 から、 仮想マシンの暗号化に対応するようになりました。 ただし、 暗号化したディスクのバック

アップと リス トアには対応していません。

同じ  UUID を持つクローン仮想マシンのバックアップ

説明

仮想マシンが vCenter Server の外側でクローン作成されると、 元の仮想マシンと同じ UUID が割り当てられる場

合があります。 このクローンの仮想マシンがバックアップ用に選択されると、 バックアップがクローンの仮想マ
シンではな く、 元の仮想マシンで行われる可能性があります。

解決方法

この問題を修正するには、 クローンの仮想マシンの UUID を変更する必要があります。 仮想マシンの UUID を変

更する方法については、 http://kb.vmware.com/kb/1002403 を参照して ください。

vSphere FT で保護されている仮想マシンのバックアップ

説明

VMware vSphere Fault Tolerance （vSphere FT） がスナップシ ョ ッ トプロセス中に無効になります。 非対応ビ

ルドの ESXi ホスト を使用している場合は、 スナップシ ョ ッ ト ・ プロセス中に vSphere FT 保護が無効になる可

能性があります。 この問題は、 VMware ESXi ホストの旧バージ ョ ンの問題が原因で発生します。

解決方法

プラグインバージ ョ ン 11.2 以降の vSphere FT で保護されている仮想マシンをバックアップするには、 ご使用

の環境で VMware ESXi 6.0 のビルド番号 4192238 以降を使用する必要があります。 この問題は、 VMware ESXi 
ホストの旧バージ ョ ンの問題が原因で発生します。 仮想マシンが Windows 2008 以降をゲスト OS と して使用

し、 VMware Tools の VSS プロバイダを使って静止スナップシ ョ ッ ト を撮る際に発生する可能性が高く なりま

す。 詳細については、 https://kb.vmware.com/kb/2145664 を参照して ください。

ス ト レージアレイで VVol を使用するとエラーが発生する

デフォルトではシック ・ プロビジ ョニングのディスクに対応していないスト レージ ・ アレイを搭載した VVols
（VMware Virtual Volumes） を使用すると、 次のエラー ・ メ ッセージが出力される可能性があります ： Error 
creating disk Error creating VVol Object。 データストアに十分な空き領域がない、 またはデータストアが選択し

たプロビジ ョニング ・ タイプに対応できないことが原因の可能性があります。

解決方法

VVol でシックプロビジ ョニングのディスク作成を可能にするには、 スト レージアレイでシックプロビジ ョニン

グを有効にします。 詳し くは、 http://pubs.vmware.com/Release_Notes/en/horizon-6-view/horizon-62-view-
release-notes.html を参照して ください。

http://kb.vmware.com/kb/1002403
https://kb.vmware.com/kb/2145664
http://pubs.vmware.com/Release_Notes/en/horizon-6-view/horizon-62-view-release-notes.html
http://pubs.vmware.com/Release_Notes/en/horizon-6-view/horizon-62-view-release-notes.html
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バックアッププロキシが HotAdd 転送モードではな く  NBD 
モードで開かれる
CentOS および Red Hat Enterprise Linux （RHEL） 6.x システムをバックアッププロキシとして使用している環

境で、 ［プライマリ転送モード］ が ［HotAdd］ または ［Auto］ に設定され、 ［フォールバック転送モード］ が

［none］ に設定されている場合、 VMware VDDK ライブラリを使用すると、 バックアッププロキシは、 VM ディ

スクを ［HotAdd］ 転送モードで開く ことができず、 代わりに ［NBD］ 転送モードで開きます。

仮想マシンの問題の診断
［仮想マシンの診断］ 機能には、 プラグインが以下のアクテ ィビテ ィ を実行するときにエラーの原因になる、 仮
想マシン設定での問題を識別するために使用される事前定義されたテストが含まれています。

• 仮想マシン ・ ディスク （VMDK） フ ァイルへのアクセス

• CBT ステータスおよび機能の確認

• 静止スナップシ ョ ッ トの作成

プラグインは、 これらのテストで検知された問題を報告し、 問題に対処するための推奨事項を提示します。 これ
らのテストはいつでも実施できます。

診断テスト を実行するには ：

1 バックアップジ ョブウィザードを開始し、 ［セレクシ ョ ン］ リス トの横にある ［ ］ をクリ ックします。

2 プラグインがインストールされている NetVault クライアン ト を開いて、 次に ［VMware プラグイン］ を

開きます。

3 VMware ESXi または VMware vCenter Server、 および他の適切なコンテナ ・ ノード （たとえば、

Datacenter、 クラスタ、 リソース ・ プール、 およびその他のノード） を開いて、 ターゲッ ト仮想マシンを

表示します。

4 仮想マシンをクリ ックし、 コンテキスト ・ メニューから ［仮想マシンの診断］ を選択します。

このプラグインでは、 以下のテスト を実行します。

▪ スナップシ ョ ッ ト を作成します。

▪ 設定されたプライマリ転送モードを使用して、 VMDK ファイルを開いてお読みください。

▪ 仮想ハードウェアのバージ ョ ンを確認します。

▪ 現在の CBT 設定を確認します。

▪ VMware ツールがインストールされ、 実行されているかどうかを確認します。

▪ 仮想マシンにスナップシ ョ ッ トが存在するかどうかを確認します。

5 ［診断結果］ ダイアログ ・ ボックスで結果を表示します。

▪ ［結果］ ： このタブには、 診断テストの結果 （合格または不合格） が表示されます。

▪ 推奨事項 ： このタブには、 テスト中に検知された問題に対処するための推奨事項が表示されます。

▪ ［仮想マシン］ ： このタブには、 仮想マシンに関する一般的な情報が表示されます。

6 ダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［閉じる］ をクリ ックします。

メモ ： 診断テスト を実施するとき、 プラグインは静止スナップシ ョ ッ ト を作成しよう と します。 こ
の動作は、 仮想マシンのビジー状態に応じて完了するまでにしばら くかかることがあります。
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SOAP メ ッセージ
トレースを有効にすると、 Plug-in for VMware は、 他のトレースログと共に以下の 2 つのファイルを生成します。

• vmw(nnn)_soapsent.log

• vmw(nnn)_soaprecv.log

これらのファイルには、 プラグインと、 VMware vCenter または ESXi Server 上で稼働している vSphere Web
サービス間の通信の詳細が含まれています。

Quest テクニカル ・サポートにトレース ・ ファイルを送信する際は、 必ずこの 2 つのファイルを添付して ください。

VDDK ログの生成
Plug-in for VMware では、 以下の操作に VMware VDDK API を使用します。

• イメージ ・ レベルのバックアップと リス トア

• ファイル ・ レベルでの表示およびバックアップ

これらの操作中に発生したエラーを診断またはト ラブルシューティングする際、 Quest のテクニカル ・サポート

まで VDDK ログを送信するように依頼する場合があります。 これらの操作の実行中、 以下の手順を使用して

VDDK ログの生成を有効にすることができます。

VDDK ログを生成するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バックアップジ ョブ作成］ をクリ ックし、 次に ［セレクシ ョ ン］ リス ト

の横にある ［ ］ をクリ ックします。

2 プラグインがインストールされている NetVault クライアン ト を開きます。

3 ［VMware プラグイン］ をクリ ックして、 コンテキスト ・ メニューから ［設定］ を選択します。

4 ［ ト ラブルシューティング］ の下で、 ［VDDK ログを有効にする］ チェ ック ・ ボックスを選択します。

5 設定を保存するには、 ［OK］ または ［適用］ をクリ ックします。

vixDiskLib*.log という名前の VDDK ログ ・ ファイルが、 以下のディレク ト リに生成されます。

▪ Windows ： <System Drive>\Windows\Temp\vmware-SYSTEM

▪ Linux ： /tmp/vmware-root

イメージ ・ レベルのバックアップまたはリストアまたはファイル ・ レベルのバックアップを実行するか
操作を表示すると、 ログ ・ ファイルが生成されます。

メモ ： デフォルト設定は、 ［設定変更］ ページからも設定できます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 プラグインが NetVault Server にインストールされている場合は、 ［サーバー設定］ をクリ ックしま

す。

— または —
プラグインが NetVault クライアン トにインストールされている場合は、 ［クライアン ト設定］ をク

リ ックし、 クライアン トの表からクライアン ト を選択して、 ［次へ］ をクリ ックします。

3 ［プラグイン］ で ［プラグイン ・ オプシ ョ ン］ をクリ ックします。
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弊社について

Quest は、 急速に変化する企業 IT の世界にソフ トウェア ・ ソ リューシ ョ ンを提供します。 データの急増、 クラ

ウドの拡張、 ハイブリ ッ ド ・ データセンター、 セキュリテ ィの脅威、 規制要件によって生じる課題を簡素化する
ことができます。 弊社は、 Fortune 500 の 95% の企業および Global 1000 の 90% の企業など、 100 か国におよ

ぶ 130,000 社にサービスを提供するグローバルプロバイダーです。 1987 年以来、 データベース管理、 データ保

護、 ID およびアクセス管理、 Microsoft のプラッ ト フォーム管理、 統合エンドポイン ト管理などのソリューシ ョ

ンのポート フォリオを構築してきました。 Quest により、 組織は IT 管理に費やす時間を短縮し、 ビジネスの革

新に費やす時間を増やすことができます。 詳細については、 https://www.quest.com/jp-ja/ を参照して ください。

テクニカル ・サポート用リソース
テクニカル ・サポートは、 Quest の有効な保守契約を締結している場合、 または試用版を保有している場合にご利

用いただけます。 Quest サポート ・ ポータル （https://support.quest.com/ja-jp） にアクセスすることができます。

サポートポータルには、 問題を自主的にすばやく解決するためのセルフヘルプツールがあり、 24 時間 365 日ご

利用いただけます。 サポート ・ ポータルでは次のことを実行できます。

• サービス ・ リクエストの送信と管理。

• ナレッジベース記事の参照。

• 製品に関するお知らせへの登録。

• ソフ トウェアと技術文書のダウンロード。

• 入門ビデオの視聴。

• コ ミ ュニテ ィ ・ ディスカッシ ョ ンへの参加。

• サポート ・ エンジニアとのオンライン ・ チャ ッ ト。

• 製品に関する支援サービスの表示。

https://www.quest.com/jp-ja/company/contact-us.aspx
https://support.quest.com/ja-jp
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